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はじめに

　独立行政法人労働者健康福祉機構は、「独立行政法人労働者健康福祉機構（平成14

年12月13日法律第171号）」に基づいて設立された、厚生労働省所管の独立行政法

人です。当機構は、働く人々の職業生活を医療の面から支えるという理念の下、予防

から治療、リハビリテーション、職場復帰に至る一貫した高度・専門的医療の提供、

及び職場における健康確保のための活動への支援（＝勤労者医療）を実践するととも

に、その中核的役割を担うことを社会的使命として全国の労災病院に勤労者医療総合

センターを設置して、職場・職業に深く関連する労災疾病等13分野について、各分

野ごとにテーマを定めて全労災病院が共同して高度・専門的医療、モデル予防法・モ

デル医療技術の研究・開発、普及に取り組んでいます。

　勤労者医療フォーラム（テーマ：がんの治療と就労の両立支援）の開催にあたり、

当機構が平成21年度より実施している「勤労者の罹患率の高い疾病の治療と職業の

両立支援」に関するがん分野のこれまでの研究成果や調査結果をとりまとめ、がん患

者の就労と治療の両立支援のあり方の検討に活用していただくことを祈念して本書を

作成しました。

　本書が、皆様に活用され今後の就労と治療の両立支援のための研究・開発、及び普

及事業の推進に資すれば幸いです。

独立行政法人労働者健康福祉機構

理事長　伊藤　庄平
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労災疾病等13分野医学研究・開発、
普及プロジェクトが明らかにした勤労者医療の課題

　

勤
労
者
医
療
と
は
、
勤
労
者
の
健
康
と
職
業
生
活
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
う
医
療
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
勤
労
者
の
方
々
が
、
不
幸
に
し
て
病
気
に
罹
患
さ
れ
た
場
合
、
現

行
の
医
療
制
度
の
下
に
お
け
る
一
般
の
医
療
現
場
で
は
、
患
者
さ
ん
の
仕
事
の

継
続
に
つ
い
て
、
特
別
の
配
慮
を
行
い
な
が
ら
病
気
の
治
療
を
行
う
こ
と
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

病
気
に
な
ら
れ
た
患
者
さ
ん
が
幸
福
な
生
活
を
続
け
ら
れ
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
と
き
、
病
気
に
対
す
る
治
療
だ
け
で
は
な
く
患
者

さ
ん
の
仕
事
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
勤
労
者
医
療
で
は
、
患
者
さ
ん
の
職
業
生
活
に
も
配
慮
し
、
仕
事

を
継
続
さ
せ
な
が
ら
、
病
気
の
治
療
に
あ
た
り
ま
す
。

　

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
で
は
、
労
災
病
院
グ
ル
ー
プ
が
こ
の

よ
う
な
勤
労
者
医
療
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
核
的
役
割
を
果
た
す
た

め
、
労
災
疾
病
等
13
分
野
の
医
学
研
究
・
開
発
、
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
平
成

16
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
合
計
病
床
数
約
1
万
4
千
床
、
年
間
の

入
院
患
者
数
約
23
万
人
、
1
日
当
た
り
の
外
来
患
者
数
約
3
万
6
千
人
の
病
院

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
大
規
模
臨
床
医
学
研
究
で
す
。

　

5
年
間
に
及
ん
だ
第
1
期
の
研
究
は
、
平
成
21
年
3
月
を
も
っ
て
終
了
し
ま

し
た
。
研
究
対
象
と
な
っ
た
労
災
疾
病
等
13
分
野
及
び
主
な
研
究
の
成
果
は
表

1
の
と
お
り
で
す
が
、
勤
労
者
の
方
々
の
職
場
で
の
健
康
増
進
や
不
幸
に
し
て

病
気
に
な
ら
れ
た
方
の
就
労
を
継
続
し
な
が
ら
の
治
療
や
、
速
や
か
な
職
場
復

帰
が
主
な
研
究
テ
ー
マ
で
し
た
。
我
が
国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
臨
床
医
学
研
究

は
初
め
て
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
勤
労
者
医
療
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
多
く
の
課
題
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
分
野
の
研
究
成
果
か
ら
、
現
在
の
勤
労
者
医
療
推
進

上
の
問
題
点
と
し
て
、
勤
労
者
の
方
々
が
病
気
に
な
ら
れ
た
場
合
、
仕
事
を
継

続
し
な
が
ら
の
治
療
や
円
滑
な
職
場
復
帰
が
難
し
い
現
実
を
臨
床
デ
ー
タ
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
原
因
の
一
つ
は
、
治
療
に
当
た
る
主
治
医
と
職

場
と
の
協
力
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
感
覚
器
障
害
分
野
の
検

討
か
ら
、
優
れ
た
糖
尿
病
治
療
薬
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
糖
尿
病
の
勤
労
者
の

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
医
学
的
に
は
可
能
な
の
で
す
が
、
治
療
よ
り
仕
事
を

優
先
す
る
た
め
治
療
に
十
分
な
時
間
が
割
け
ず
不
完
全
と
な
り
、
合
併
症
で
あ

る
網
膜
症
が
進
行
し
視
力
が
低
下
、
視
力
が
低
下
す
る
と
仕
事
の
継
続
が
不
可

能
と
な
り
失
職
し
て
し
ま
う
。
糖
尿
病
の
勤
労
者
は
、
こ
の
よ
う
な
「
就
業
と

治
療
の
ジ
レ
ン
マ
」
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
病
気
に
な
ら
れ
た
勤
労
者
の
抱
え
て
い
る
「
ジ
レ
ン
マ
」
を
解

決
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。
先
ず
、
主
治
医
が
診
療
に
つ
い
て
の
情

報
を
職
場
に
伝
え
、
一
方
、
職
場
は
患
者
さ
ん
の
仕
事
に
つ
い
て
の
情
報
を
、

主
治
医
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
情
報
交
換
に
よ
り
両
者
の

協
力
体
制
が
確
立
さ
れ
、
十
分
な
治
療
が
可
能
と
な
り
、
患
者
さ
ん
の
仕
事
の

継
続
や
円
滑
な
職
場
復
帰
も
実
現
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
診
療
側
で
は
、
主

治
医
に
加
え
て
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
協
力
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
職

場
も
産
業
医
や
安
全
衛
生
担
当
者
を
中
心
に
、
診
療
側
と
の
情
報
交
換
に
努
め

る
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
図
1
）。

　

職
業
性
外
傷
分
野
か
ら
は
、
勤
労
者
の
方
が
手
指
切
断
な
ど
の
外
傷
に
遭
っ

た
場
合
、
受
傷
時
の
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
接
着
後
の
機
能
回
復

の
程
度
の
予
測
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
野
の
検
討
か
ら
は
、
勤
労
者
が
脳
梗
塞
を
発
症
し
た
場
合
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
開
始
時
ま
で
の
期
間
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
開
始
時
の

身
体
機
能
、
全
身
状
態
な
ど
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
退
院
後
の
職

場
復
帰
の
予
測
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
分
野
で
得
ら
れ

た
予
測
に
つ
い
て
、
主
治
医
と
職
場
と
の
協
力
体
制
を
整
え
情
報
交
換
を
密
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
よ
り
も
職
場
復
帰
率
が
向
上
す
る
可
能
性
が
示
唆
さ

■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■勤 労 者 医 療

独立行政法人労働者健康福祉機構　総括研究ディレクター　関原　久彦
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れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
か
ら
、
職
場
が
様
々
な
疾
患
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
過
労
死
分
野
の
検
討
か
ら
は
、

勤
労
者
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
原
因
と
し
て
長
時
間
労
働
が
関
与

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
筋
・
骨
格
系
疾
患
分
野
の
検
討
か

ら
は
、
勤
労
者
の
腰
痛
の
原
因
と
し
て
は
、
職
場
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
に
よ
る

心
理
・
社
会
的
要
因
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
働
く
女
性
の

メ
デ
ィ
カ
ル
・
ケ
ア
分
野
か
ら
は
、
女
性
外
来
を
受
診
し
た
働
く
女
性
の
多
く

の
方
が
、
受
診
の
原
因
と
な
っ
た
症
状
の
発
症
に
、
家
庭
で
の
ス
ト
レ
ス
に
加

え
て
、
職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
更
に
、

物
理
的
因
子
疾
患
分
野
か
ら
は
、
理
・
美
容
労
働
者
の
方
々
が
職
業
性
ア
レ
ル

ギ
ー
性
接
触
皮
膚
炎
に
苦
し
ん
で
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
検
討
結
果
は
、
今
後
、
主
治
医
と
職
場
と
が
協
力
し
て
、
勤
労
者
の
方
々

の
苦
し
ん
で
い
る
疾
病
に
つ
い
て
の
原
因
解
明
や
治
療
法
を
確
立
す
る
必
要
の

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
現
在
の
勤
労
者
医
療
の
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
に

は
、
医
療
現
場
の
主
治
医
と
患
者
さ
ん
の
職
場
と
の
協
力
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
が
必
須
で
あ
る
こ
と
が
、
第
1
期
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
か
ら
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、平
成
21
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
2
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、

第
1
期
の
研
究
成
果
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
疾
病
の
治
療
と
職
業
生
活
の
両
立

な
ど
の
課
題
に
が
ん
と
糖
尿
病
を
中
心
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
表

2
）。

図1　病気の治療と職業生活の両立を実現させるために必要な
患者さん、主治医、職場の協力体制

安全衛生担当者

産業医

患者 主治医

MSWなど

職場
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分野 主な研究成果

①
四肢切断、骨折等の職業性外傷 ○手指切断受傷時の重症度スコアから再接着後の機能回復の程度、復職の可能

性の予測法を確立
○手指切断後の異所性再接着Wrap Around Flap 法での治療法の選択肢拡大

② せき髄損傷 ○MRI 計測により日本人の頚椎及び頚髄の標準値を設定、高齢労働者での頚部
脊柱管狭窄症の増加を指摘

③ 騒音、電磁波等による感覚器障害 ○糖尿病に罹患した労働者の血糖コントロール不備の現状と就労の関係を解明

④

高・低温、気圧、放射線等の物理
的因子による疾患

○理・美容師の接触皮膚炎の原因となっている理・美容製品をパッチテストを用い
て解明、陽性に出た製品を変更したら、手荒れが完治したとのアンケート結果
○研究成果が、業務上疾病の範囲を検討する労働基準法施行規則第35条専門
検討会の議題となる

⑤ 身体への過度の負担による筋・骨
格系疾患

○労働者の腰痛の発症要因として、作業姿勢、作業動作、作業環境に加えて、心理・
社会的要因が関与していることを解明

⑥ 振動障害 ○振動障害の客観的診断を可能とするFinger Systolic Blood Pressure％ 法
を確立

⑦
化学物質の曝露による産業中毒 ○医療器具の殺菌消毒剤のオルトフタルアルデヒドによる中毒例を世界で初めて

報告
○問題となった有害化学物質の新たな曝露指標の確立

⑧

粉じん等による呼吸器疾患 ○最近のじん肺症例の胸部レントゲンをまとめた症例集の作成
○経時サブトラクション法によるじん肺合併肺がんの早期診断法を開発
○CT3 次元表示法による胸膜プラークと肋間静脈との鑑別診断法を開発
○ FDG-PET によるじん肺結節と肺がんとの鑑別診断法を開発

⑨ 業務の過重負荷による脳・心臓疾
患（過労死）

○長時間労働がメタボリックシンドロームの発症要因になっていることを解明

⑩
勤労者のメンタルヘルス ○労働者がいつでもどこからでもインターネットを用いてメンタルヘルスチェック

を行うことを可能とした「MENTAL-ROSAI」の開発
○脳血流99m Tc-ECD SPECT を用いたうつ病の客観的評価法の確立

⑪

働く女性のためのメディカル・ケア ○女性特有の月経痛、更年期障害が女性労働者のQWL を低下させていること
を指摘
○夜間労働時の光刺激が血中メラトニン濃度に及ぼす影響を解明
○女性外来のモデルシステム構築には「総合性」が必要なことを発信

⑫ 職業復帰のためのリハビリテー
ション

○脳血管障害発症時の所見から、治癒後の職場復帰の可能性の予測法を開発

⑬
アスベスト関連疾患 ○中皮腫の救命率を高めるため、Stage ⅠとⅡでの早期診断率（現在29．6％）

の向上が必要であることを指摘
○胸水中の癌抑制遺伝子のメチル化を用いた中皮腫の早期発見・診断法の開発

表1　労災疾病等13分野医学研究　第1期の主な研究成果
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分野 研究・開発、普及テーマ

① 四肢切断、骨折等の職業性外傷 ○職業性の四肢の挫滅損傷及び外傷性切断に対する早期治療等に関する地域医
療連携体制の構築に係る研究・開発、普及

② せき髄損傷 ○せき髄損傷の予防法と早期治療体系の確立に係る研究・開発、普及

③ 騒音、電磁波等による感覚器障害 ○職場環境等による急性視力障害の予防、治療法に係る研究・開発、普及

④ 高・低温、気圧、放射線等の
物理的因子による疾患

○職業性皮膚疾患の診断、治療、予防のためのデータベース構築に係る研究・
開発、普及

⑤ 身体への過度の負担による筋・骨
格系疾患

○職場における腰痛の発症要因の解明に係る研究・開発、普及

⑥ 振動障害 ○振動障害の末梢循環障害、末梢神経障害等の客観的評価法に係る研究・開発、
普及

⑦ 化学物質の曝露による産業中毒 ○産業中毒の迅速かつ効率的な診断法に係る研究・開発、普及

⑧
粉じん等による呼吸器疾患 ○じん肺に合併した肺がんのモデル診断法に係る研究・開発、普及

○じん肺合併症の客観的評価法に係る研究・開発、普及
○新たな粉じんにより発症するじん肺の診断・治療法に係る研究・開発、普及

⑨ 業務の過重負荷による脳・心臓疾
患（過労死）

○業務の過重負荷による脳・心臓疾患の発症要因に係る研究・開発、普及

⑩ 勤労者のメンタルヘルス ○職場におけるメンタルヘルス不調予防に係る研究・開発、普及
○うつ病の客観的診断法に係る研究・開発、普及

⑪

働く女性のためのメディカル・ケア ○働く女性の月経関連障害及び更年期障害の QWL（Quality of Working 
Life）に及ぼす影響に係る研究・開発、普及

○女性の深夜・長時間労働が内分泌環境に及ぼす影響に係る研究・開発、普及
○働く女性のストレスと疾病発症・増悪の関連性に係る研究・開発、普及
○働く女性における介護ストレスに関する研究・開発、普及

⑫

職場復帰のためのリハビリテー
ション及び勤労者の罹患率の高い
疾病の治療と職業の両立支援

○早期職場復帰を可能とする各種疾患に対するリハビリテーションのモデル医療
に係る研究・開発、普及
○疾病の治療と職業生活の両立を図るモデル医療及び労働者個人の特性と就労
形態や職場環境等との関係が疾病の発症や治療、予防に及ぼす影響等に係る
分野横断的研究・開発、普及

⑬ アスベスト関連疾患 ○中皮腫等のアスベスト関連疾患の救命率の向上を目指した早期診断・治療法及
び予防法に係る研究・開発、普及

表2　労災疾病等13分野医学研究　第2期　研究・開発、普及テーマ
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「がん罹患勤労者の就労に関する研究・
開発、普及」研究の概要

　

現
在
は
二
人
に
一
人
が
癌
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
医
学
の

進
歩
に
よ
り
癌
に
か
か
っ
て
も
治
癒
し
た
り
、
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
長
期
間
生
存
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
平
成
19
年
に
施
行
さ
れ
た
「
が
ん
対
策
基
本
法
」
に
よ
り
医
療

面
で
の
対
策
は
着
実
に
充
実
し
て
き
ま
し
た
が
、
が
ん
患
者
の
社
会
的
支
援
、

と
く
に
就
労
問
題
や
経
済
支
援
は
ま
だ
手
付
か
ず
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
厚
生

労
働
省
の
「
癌
医
療
の
適
正
化
に
関
す
る
研
究
」
に
よ
れ
ば
、
が
ん
罹
患
勤
労

者
の
34
・
7
％
は
依
願
退
職
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
暮
ら
し
を
維

持
す
る
為
に
も
、
生
き
が
い
の
為
に
も
復
職
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
は
主
治
医
と
職
場
の
医
療
連
携
は
十
分
で
な
く
、
病
院
や
職

場
の
就
労
支
援
体
制
も
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
が
ん
患
者
さ
ん
の
円
滑
な
職
場

復
帰
や
就
労
を
継
続
し
な
が
ら
治
療
を
続
け
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

急
激
な
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
労
働
人
口
の
減
少
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
終
身

雇
用
制
度
の
崩
壊
と
い
う
雇
用
形
態
の
変
化
な
ど
急
激
に
社
会
が
変
容
す
る
中

で
、
が
ん
患
者
の
就
労
支
援
の
問
題
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

問
題
は
社
会
経
済
的
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
企
業
に
と
っ
て
も
人
的
資
源
の
損

失
を
最
小
限
に
抑
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
的
責
任
（
C
S
R
）
や
職
場
の

信
頼
関
係
の
構
築
の
た
め
に
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
（
独
）
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
で
は
本
年
度
よ
り
〝
が
ん
に
罹
患
し
た
患
者

さ
ん
が
、
就
労
を
継
続
し
な
が
ら
安
心
し
て
治
療
を
行
い
、
ま
た
、
解
雇
等
の

不
安
を
抱
か
ず
に
安
心
し
て
入
院
治
療
を
受
け
、
そ
の
後
円
滑
に
職
場
に
復
帰

し
て
治
療
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
作
り
〞
を
目
的
と
し
た
研
究
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
と
く
に
癌
に
対
す
る
職
場
や
社
会
の
無
理
解
、
そ
し
て
再

燃
、
再
発
や
そ
の
防
止
の
た
め
の
長
期
治
療
は
が
ん
患
者
さ
ん
に
予
想
以
上
の

身
体
的
、
精
神
的
、
経
済
的
さ
ら
に
、
社
会
的
な
不
安
を
抱
か
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
が
ん
患
者
さ
ん
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
格
別
な
配
慮
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
下
に
具
体
的
な
研
究
概
要
を
ご
説
明
し
ま
す
。
尚
、
こ
の
研
究
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
主
治
医
、
産
業
医
、
企
業
に
対
す
る
就
労
支
援
の
予
備
調
査
及

び
中
間
報
告
を
、
本
冊
子
の
P
a
r
t
2
〝「
が
ん
罹
患
勤
労
者
の
就
労
支
援
」

に
関
す
る
予
備
等
調
査
〞
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

「
が
ん
罹
患
勤
労
者
の
就
労
に
関
す
る

研
究
・
開
発
、
普
及
」
の
研
究

●
研
究
開
発
分
野
： 

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構　

労
災
疾
病
等
医

学
研
究
・
開
発
、
普
及
事
業
に
関
す
る
研
究
「
労
働
者
の

罹
患
率
の
高
い
疾
病
の
治
療
と
職
業
の
両
立
支
援
」

●
研
究
開
発
予
定
期
間
：
平
成
21
年
4
月
1
日
〜
平
成
25
年
3
月
31
日

●
研
究
開
発
組
織
：

復
職
・
両
立
支
援
研
究
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長

 

東
京
労
災
病
院　

院
長　

野
村
和
弘

労
働
者
健
康
福
祉
機
構　

本
部　

特
任
研
究
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

嶋
田　

紘

主
任
研
究
者　

東
京
労
災
病
院　

予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
副
部
長 

門
山　

茂

　

●
乳
が
ん
分
野

　
　
　
　

分
担
研
究
者
（
分
野
主
任
＊
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
関
西
労
災
病
院　

副
院
長 

高
塚
雄
一

　
　
　
　

共
同
研
究
者　

横
浜
市
立
大
学　

臨
床
腫
瘍
科
准
教
授　

市
川
靖
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
労
災
病
院　

外
科
部
長 

竹
田　

泰

（独）労働者健康福祉機構　特任研究デイレクター　嶋田　紘
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●
大
腸
が
ん
分
野

　
　
　
　

分
担
研
究
者
（ 

分
野
主
任
＊
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
横
浜
労
災
病
院　

副
院
長 

尾
崎
正
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
山
労
災
病
院　

外
科
部
長 

大
村
泰
之

　
　
　
　

共
同
研
究
者　

 

横
浜
市
立
大
学　

臨
床
腫
瘍
科
准
教
授　

市
川
靖
史

東
京
労
災
病
院　

外
科
部
長 

竹
田　

泰

　

●
肝
が
ん
分
野

　
　
　
　

分
担
研
究
者
（ 

分
野
主
任
＊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
千
葉
労
災
病
院　

第
3
外
科
部
長 

草
塩
公
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊ 

千
葉
労
災
病
院　

消
化
器
内
科
副
部
長　

菰
田
文
武

　
　
　
　

共
同
研
究
者　

 

横
浜
市
立
大
学　

消
化
器
内
科
教
授 

中
島　

淳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

横
浜
市
立
大
学　

消
化
器
内
科
准
教
授　

斉
藤　

聡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

東
京
労
災
病
院　

外
科
部
長 

竹
田　

泰

　

●
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
　

共
同
研
究
者
（
作
成
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
浜
市
立
大
学　

臨
床
腫
瘍
科
学
助
教　

川
上
ち
ひ
ろ

　
　
　

（
結
果
の
解
析
）
立
命
館
大
学　

生
命
科
学
部
教
授 

下
妻
晃
二
郎

●
研
究
内
容
：

　

1
．
目
的　

が
ん
罹
患
勤
労
者
の
就
労
の
実
態
や
主
治
医
、
産
業
医
、
企
業

の
就
労
支
援
の
実
態
か
ら
就
労
を
阻
害
す
る
因
子
を
明
ら
か
に
す
る

と
共
に
、
復
職
判
定
指
標
（
ク
リ
ニ
カ
ル
ス
コ
ア
）
を
作
成
す
る
。

そ
の
後
阻
害
因
子
に
介
入
し
、「
が
ん
に
罹
患
し
た
勤
労
者
が
退
職

や
長
期
休
業
の
不
安
な
く
療
養
し
、
円
滑
な
職
場
復
帰
を
可
能
に
す

る
就
労
支
援
」の
制
度
創
り
の
為
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
提
示
す
る
こ
と
。

　

2
．
方
法

　
　

1　

後
ろ
向
き
ア
ン
ケ
ー
ト
研
究
（
平
成
21
年
〜
平
成
22
年
）

　
　
　
　

 

患
者
（
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肝
が
ん
の
疾
患
ご
と
に
3
0
0
名
）、

主
治
医
（
1
5
0
名
）、
産
業
医
（
1
5
0
名
）、
雇
用
者
（
2
0
0

社
）
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
職
場
復
帰
の
状
態
や
就
労
と
治

療
の
両
立
の
阻
害
因
子
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　

○
患
者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
（
連
結
可
能
な
匿
名
化
）

　
　
　
　

⑴　

ア
ン
ケ
ー
ト
聞
き
取
り
調
査
：
患
者
の
社
会
的
情
報

　
　
　
　
　
　
（
仕
事
、
職
場
、
職
場
復
帰
の
現
状
な
ど
）

　
　
　
　

⑵　

 

自
記
式
ア
ン
ケ
ー
ト
：
5
つ
の
既
存
の
Q
O
L
、
心
理
的
尺
度

　
　
　
　

⑶　

 

主
治
医
記
入
台
帳
：
臨
床
的
な
情
報
（
ス
テ
ー
ジ
分
類
、
治
療

方
法
、
補
助
療
法
、
患
者
の
状
態
、
合
併
症
な
ど
）

　
　
　

○
後
ろ
向
き
ア
ン
ケ
ー
ト
研
究
の
解
析

・
就
労
と
相
関
の
あ
る
社
会
、
制
度
的
因
子
、
精
神
・
心
理
的
因

子
、
肉
体
的
・
医
学
的
因
子
か
ら
多
変
量
解
析
に
て
阻
害
因
子

を
明
ら
か
に
し
、
介
入
す
べ
き
因
子
を
検
討
す
る

・
病
院
と
職
場
の
医
療
連
携
に
際
し
て
情
報
の
共
用
が
可
能
と
な

る
よ
う
な
尺
度
（
復
職
判
定
指
標
：
ク
リ
ニ
カ
ル
ス
コ
ア
）
を

開
発
す
る

【
ク
リ
ニ
カ
ル
ス
コ
ア
】

　

職
場
復
帰
能
力
に
及
ぼ
す
因
子
よ
り
職
場
復
帰
の
能
力
が
ど
の
程

度
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
尺
度

ク
リ
ニ
カ
ル
ス
コ
ア
　
＝

Σ｛（
an 身

体
的
因
子
n）＋（

bm
 精
神
・
心
理
学
的
因
子
m
）＋
c ｝

・
an、

bm
、
は
補
正
係
数
、
n,m
,＝
0
,1
,2
…

・
身
体
的
因
子
：
P
S

・
精
神
・
心
理
学
的
因
子
：
EQ
-5
D
、
FA
C
T、
和
製
W
A
I、

　
　
　
　
U
W
 Engagem

ent S
cale、

H
A
D
S
、

　
　
　
　
ハ
ミ
ル
ト
ン
（
抗
癌
剤
投
与
中
）
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【
医
療
連
携
：
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
】

　

患
者
、
医
療
側
、
企
業
側
担
当
者
が
患
者
の
治
療
経
過
や
回
復
状

態
の
情
報
を
共
有
し
、
復
職
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
柔

軟
な
労
働
環
境
と
そ
の
管
理
法
な
ど
就
労
支
援
に
必
要
な
ツ
ー
ル
を

提
示
し
た
も
の
で
、
介
入
の
際
の
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
を
チ
ャ
ー
ト
様

式
に
ま
と
め
た
も
の
。

　
　

2　

前
向
き
ア
ン
ケ
ー
ト
研
究
（
平
成
22
年
〜
）

　
　
　
　

 

後
ろ
向
き
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
症
例
の
う
ち
、
経
過
観
察
が

可
能
な
症
例
に
対
し
て
経
時
的
に
就
労
状
態
と
身
体
、
精
神
的
回
復

状
態
の
関
連
に
つ
い
て
追
跡
す
る
。

　
　

3　
 

医
療
連
携
の
た
め
の
前
向
き
介
入
研
究
（
平
成
22
年
〜
平
成
25
年
）

　
　
　
　

 
ア
ン
ケ
ー
ト
に
あ
っ
た
阻
害
因
子
を
改
善
す
べ
く
、
患
者
、
主
治
医

と
産
業
医
又
は
企
業
側
の
連
携
や
作
業
環
境
に
介
入
し
就
労
支
援
を

行
う
。

・
対
象
は
病
状
や
病
名
が
企
業
の
担
当
者
（
産
業
医
、
労
務
担
当

者
な
ど
）
に
伝
わ
る
こ
と
に
同
意
が
得
ら
れ
る
患
者
と
す
る

・
患
者
、
企
業
側
に
情
報
を
提
供
、
協
議
し
な
が
ら
ク
リ
ニ
カ
ル

ス
コ
ア
に
よ
る
職
場
復
帰
能
力
と
就
労
状
況
か
ら
望
ま
し
い
復

職
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る

・
復
職
状
況
を
管
理
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修

正
や
患
者
へ
の
精
神
、
心
理
学
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

【
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
】

　

就
労
支
援
に
向
け
て
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
具
体
的
な

方
針
や
施
行
法
を
明
文
化
し
た
も
の
で
、
先
行
研
究
を
参
考
に
根
拠

と
な
っ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
を
併
記
す
る
。

　

な
お
、
パ
ス
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
冊
子
、
D
V
D
等
の
媒
体
で
提

供
す
る
。

　
　

4　

モ
デ
ル
事
業
の
為
の
提
言
（
平
成
25
年
度
）

　
　
　
　

 

介
入
試
験
の
結
果
を
解
析
し
て
、
啓
発
の
為
の
D
V
D
、
ク
リ
ニ
カ

ル
パ
ス
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
大
規
模
モ
デ
ル
事
業
の
為
に
具

体
的
な
提
言
を
行
う
。

　

3
．
本
研
究
の
意
義

　

が
ん
罹
患
患
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
医
学
的
、
社
会
的
就
労

支
援
の
内
容
を
明
確
に
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
大
規
模
モ
デ
ル
事
業

が
成
果
を
収
め
れ
ば
、
本
研
究
に
よ
る
就
労
支
援
は
勤
労
者
の
労
働

意
欲
を
高
め
、
人
的
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
り
、
社
会
経
済
の

活
性
化
の
一
助
と
な
る
。



Part1
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
が
ん
等
勤
労
者
の
罹
患
率
の
高
い
疾
病
の
治
療
と

職
業
の
両
立
支
援
に
つ
い
て
」よ
り
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て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
私
ど
も
は
新
規
発
生
が
あ
る
か
ぎ
り
専

門
的
見
地
か
ら
の
労
災
病
因
の
碑
と
い
う
も

の
は
支
え
続
け
ま
す
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
よ

う
な
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
も
あ
り
ま
す
の

で
、
専
門
的
見
地
か
ら
対
応
で
き
る
能
力
は

常
に
維
持
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
私
ど
も
の
労
災
病
院
に
お
け
る

臨
床
研
究
等
を
通
じ
、現
場
の
先
生
方
か
ら
、

例
え
ば
糖
尿
病
に
よ
る
網
膜
症
、
そ
の
こ
と

に
よ
る
視
力
低
下
の
せ
い
で
多
く
の
勤
労
者

が
辞
め
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
が
あ
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
企

業
が
非
常
に
効
率
的
な
人
事
労
務
管
理
を
進

め
る
中
で
、
職
業
（
仕
事
）
と
治
療
と
の
間

の
ジ
レ
ン
マ
に
対
応
し
か
ね
る
と
い
う
思
い

で
辞
め
て
お
ら
れ
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
が
ん
の
問
題
に
な
る
と
、
治
療
成
果
が

見
え
始
め
て
き
て
い
て
、
化
学
療
法
な
り
、

放
射
線
治
療
な
り
を
受
け
な
が
ら
仕
事
を
続

け
た
い
と
い
う
方
の
中
に
も
、
職
業
と
治
療

の
ジ
レ
ン
マ
に
悩
む
方
が
お
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
あ
る
い
は
そ
れ
に
耐
え
か
ね
て
多

く
の
方
が
職
業
生
活
を
断
念
さ
れ
て
い
る
。

逆
に
企
業
の
ほ
う
で
も
人
材
を
失
っ
て
い
る

と
い
う
姿
が
相
当
数
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、「
治
し
か
つ

支
え
る
」
と
い
う
意
味
で
の
医
療
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
方
向
・
仕
組
と
い
う

も
の
を
見
出
す
べ
く
研
究
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
わ
が
国
は
確
実
に
高
齢
化
が
進

み
、
人
口
減
少
の
時
代
に
入
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
2
0
1
0
年
代
の
半

ば
に
は
就
業
者
の
数
、
社
会
を
支
え
る
働
き

手
の
数
が
4
0
0
万
を
超
え
て
減
少
す
る
。

2
0
3
0
年
に
は
1
千
万
超
減
少
す
る
と
い

う
推
計
が
専
門
家
の
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
優
秀
な
人
材
、
働
き
手
し
か
資

源
を
持
た
な
い
日
本
に
と
っ
て
は
、
た
い
へ

ん
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
単
に
経
済
成
長
と
か
豊

さ
が
失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら

ず
、
将
来
の
年
金
、
医
療
等
の
社
会
保
障
の

支
え
手
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
問
題
で
も

あ
り
ま
す
。
私
ど
も
は
、
1
人
で
も
多
く
の

方
が
健
康
で
、
あ
る
い
は
不
幸
に
し
て
病
気

に
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
可
能
な
限
り
そ
れ

を
克
服
し
て
、社
会
に
支
え
ら
れ
る
側
か
ら
、

社
会
を
支
え
る
側
に
回
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

な
流
れ
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お

そ
ら
く
医
療
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
問
題
で

あ
り
、
経
済
政
策
、
産
業
政
策
等
々
と
あ
い

ま
っ
て
の
話
で
あ
ろ
う
が
、
医
療
の
側
面
か

ら
も
研
究
し
、
仕
組
と
い
う
も
の
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。お
そ
ら
く
主
治
医
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、

産
業
医
、
人
事
労
務
担
当
者
等
の
連
携
シ
ス

テ
ム
な
ど
、
幅
広
い
連
携
の
仕
組
も
将
来
的

に
は
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

先
生
方
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
支
援
・
ご
指
導

を
得
な
が
ら
、
こ
う
し
た
仕
組
の
構
築
を
期

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
勤
労
者
の
中
で
が
ん
に
罹
患
さ

れ
た
方
、
ま
た
そ
の
治
療
を
続
け
て
お
ら
れ

る
方
に
つ
い
て
、
職
業
生
活
を
全
う
し
な
が

ら
治
療
を
継
続
で
き
な
い
か
と
い
う
問
題
意

識
の
も
と
、
ま
た
企
業
の
側
か
ら
み
て
人
材

を
喪
失
し
な
い
で
済
む
仕
組
の
構
築
に
つ
い

て
、
医
療
の
ほ
う
か
ら
も
貢
献
し
て
い
け
な

い
か
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
、
先
生
方
に

お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
く
、
お
時
間

を
割
い
て
い
た
だ
き
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

労
災
病
院
は
、
ご
案
内
の
通
り
約
60
年
と

い
う
歴
史
に
な
り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
労
働

災
害
に
よ
る
外
傷
、
あ
る
い
は
典
型
的
な
意

味
で
の
職
業
性
疾
病
等
に
対
応
す
る
た
め
の

病
院
と
し
て
、
そ
の
始
ま
り
が
あ
る
も
の
で

す
。目
下
、そ
う
い
う
方
面
に
つ
い
て
も
し
っ

か
り
と
そ
の
碑
を
守
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
病
院
に
そ
れ
な
り
の
特
徴
を
有
し
つ
つ
、

救
急
医
療
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
急

性
期
医
療
を
中
心
に
し
た
中
核
病
院
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
ま
す
。
む
し
ろ

そ
う
し
た
地
域
の
急
性
期
病
院
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
な
が
ら
、
数
と
し
て
は
絶
対
的

に
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
労

災
医
療
と
い
う
も
の
の
碑
を
専
門
的
見
地
か

ら
も
し
っ
か
り
守
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

病
院
で
す
。

　

た
だ
疾
病
構
造
の
変
化
は
、
勤
労
者
に

と
っ
て
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

少
し
前
ま
で
は
労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
、
あ

る
い
は
職
業
性
疾
病
に
よ
る
死
亡
者
が
数
千

人
と
い
う
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
に

入
っ
て
か
ら
も
2
千
人
前
後
で
推
移
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
お
そ
ら
く
今
年
あ
た
り

で
は
、
千
人
を
か
な
り
下
回
る
数
字
に
な
っ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
の

開
会 

に
あ
た
っ
て

伊
藤 

庄
平

（
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構　

理
事
長
）
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本
日
の
パ
ネ
ル
の
テ
ー
マ
「
が
ん
等
勤
労
者
の
罹

患
率
の
高
い
疾
病
の
治
療
と
職
業
の
両
立
支
援
に
つ

い
て
」
は
、
私
ど
も
機
構
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
り
ま

す
。
現
在
、
こ
の
「
が
ん
等
勤
労
者
の
罹
患
率
の
高

い
疾
病
」
の
う
ち
、「
が
ん
」
と
「
糖
尿
病
」
の
研

究
が
昨
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
機
構
で
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
研
究
と
予

備
調
査
の
結
果
を
交
え
、
さ
ら
に
本
日
の
パ
ネ
ル
に

期
待
す
る
も
の
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
概
要

説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
21
年
2
月
に
、
当
時
の
舛
添
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
、
全
国
に
展
開
し
て
い
る
30
の
労
災
病
院
と
、

産
業
保
健
の
相
談
業
務
・
情
報
提
供
・
産
業
医
の
研

修
等
を
行
な
っ
て
い
る
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
を

有
し
、
勤
労
者
の
医
療
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
当
機

構
に
対
し
て
、
第
2
期
中
期
目
標
と
し
て
「
勤
労
者

の
復
職
と
治
療
の
両
立
支
援
」
と
い
う
医
療
の
研
究

に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
そ

れ
受
け
て
平
成
21
年
4
月
よ
り
、
東
京
労
災
病
院
の

門
山
主
任
研
究
員
を
は
じ
め
と
し
た
11
名
の
医
師
等

を
中
心
に
研
究
班
を
結
成
し
、
5
年
間
の
期
間
で
ア

ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
現
状
分
析
を
も
と
に
、
医
療
現

場
と
職
場
と
の
医
療
連
携
を
構
築
す
べ
く
介
入
試
験

Outline of Study

労
働
者
健
康
福
祉
機
構
に
よ
る
研
究
の
概
要

嶋
田 

紘 

労
働
者
健
康
福
祉
機
構　

特
任
研
究
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

研究開発分野 独立行政法人労働者健康福祉機構労災疾病等医学研究・開発、普及事
業に係る研究「就労と治療の両立・職場復帰支援医療」

研究テーマ 「がん罹患勤労者の就労に関する研究・開発、普及」

研究開発予定期間 平成21年4月1日～平成25年3月31日

研究開発組織 門山茂（ 主任研究者、労働者健康福祉機構東京労災病院勤労者予防医
療センター副部長） 他11名

研究内容

目　的　： 医療現場と職場の医療連携の構築を目指すと共に、がんに罹患した勤
労者が退職や長期休業の不安なく療養し、円滑な職場復帰を可能にす
るためのコーディネート、マネジメントの研究を行う。

方　法　： 【アンケート調査・分析】
大腸がん、乳がん、肝がんの患者（各300名）、がん患者の主治医（150
名）、産業医（300名）、企業の労務担当者（300名）にアンケート
調査を行い、職場復帰と両立支援の現状と障壁を明らかにすると共に、
職場復帰可能評価表（クリニカルスコア）を作成する。

【介入試験（次年度、第3、4年度）】
クリニカルスコアを中心に医療現場と職場との医療連携（クリニカル
パス）を行う。一方、患者と関連部署に就労支援に関する情報を提供
すると共に、各部署の障壁に介入する。

【モデル事業の為の提言】
介入試験の結果を解析し、大規模モデル事業の為の具体的な提言を行う。

意　義　： 円滑な医療連携によりがん患者の就労が可能となれば、勤労者の労働
意欲を高めるとともに人的資源の有効的活用につながり、ひいては社
会経済の活性化の一助となる。

図1
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を
行
な
い
、
が
ん
に
罹
患
し
た
勤
労
者
が
退
職
や
長

期
休
業
の
不
安
な
く
療
養
し
て
、
円
滑
に
職
場
復
帰

を
可
能
と
す
る
よ
う
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
研
究
を
行
な
っ
て
い
ま
す
（
図
1
）。

　

不
治
の
病
と
い
わ
れ
た
が
ん
で
も
医
学
の
進
歩
に

よ
り
治
り
、
進
行
が
ん
で
も
多
く
の
長
期
生
存
者
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
図
２
〜

５　

大
腸
癌
、肝
細
胞
癌
、乳
が
ん
の
生
存
率
参
照
）。

し
か
し
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
が
ん
患
者
は
長
生
き

す
る
だ
け
で
は
満
足
度
は
低
く
、
む
し
ろ
医
療
費
が

か
さ
み
、
家
庭
崩
壊
の
危
険
す
ら
生
ず
る
と
い
う
結

果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
就
労
し
て
、
す
な
わ
ち

雇
用
さ
れ
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
で
初
め
て
生
き

甲
斐
が
生
ず
る
と
い
う
よ
う
な
報
告
も
あ
り
ま
す

（
図
6　

職
場
復
帰
の
理
由
参
照
）。と
い
う
こ
と
は
、

活
力
の
あ
る
社
会
を
構
築
す
る
に
は
、
治
療
を
し
な

が
ら
、
ま
た
治
療
後
に
勤
労
者
の
就
労
問
題
を
考
え

る
必
要
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

就
労
す
る
際
に
は
、
患
者
の
体
力
の
回
復
、
精
神

的
な
気
力
の
回
復
度
に
応
じ
た
労
働
環
境
を
提
供
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
わ
れ
わ
れ
の
予
備
調
査

で
は
、
治
療
経
過
や
回
復
度
を
知
り
う
る
主
治
医
と

適
切
な
労
働
環
境
を
提
供
で
き
る
産
業
医
と
の
連
携

が
十
分
と
は
言
え
な
い
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
に
対
し
て
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
予

備
調
査
に
よ
る
と
、終
身
雇
用
制
度
の
も
と
で
医
療
、

年
金
な
ど
の
社
会
保
障
の
一
部
を
担
っ
て
き
た
企
業

が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
競
争
の
激
化

や
、
金
融
不
安
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
体
力
が
消
耗

し
、
も
は
や
が
ん
罹
患
勤
労
者
の
復
職
や
両
立
支
援

ま
で
を
考
え
る
余
裕
が
な
い
と
い
う
現
状
も
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

社
会
制
度
が
疲
弊
し
、
格
差
や
貧
困
の
存
在
が
報

道
さ
れ
、
ま
た
急
速
な
少
子
高
齢
化
を
迎
え
、
将
来

の
労
働
力
の
確
保
の
た
め
、
高
齢
労
働
者
の
就
業
率

の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
7　

日
本
の
将

来
推
計
人
口
参
照
）。わ
が
国
に
お
い
て
は
、が
ん
等
、

勤
労
者
の
罹
患
率
の
高
い
疾
病
の
治
療
と
職
業
の
両

立
や
円
滑
な
復
職
を
支
援
す
る
制
度
を
考
え
る
こ
と

は
、
連
帯
感
の
あ
る
健
全
な
国
の
再
建
に
は
不
可
欠

な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

当
機
構
の
研
究
は
純
然
た
る
医
学
研
究
で
す
が
、

本
日
の
パ
ネ
ル
で
は
社
会
政
策
の
立
場
も
含
め
て
広

く
ご
議
論
い
た
だ
き
、
将
来
の
就
労
、
す
な
わ
ち
雇

用
と
社
会
保
障
の
政
策
提
言
に
対
し
て
の
方
向
性
を

示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

図2　本邦における大腸癌治療成績の推移
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大腸癌の5年生存率は1974年の45％から、
15年後には60～70％に上昇している
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〔第50回大腸癌研究会　文献1より〕

図3　Fig.80 肝細胞癌－全症例－

第18回全国原発性肝癌追跡調査報告書より（2004～2005）
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1992年からの10年間で平均生存期間は数ヶ月から
4年に延長している

0 24 48 72 96 120 144 168 192 216 240 264 288 312 336

（％）

第14～18回に登録　88,590

第9～13回に登録　51,719

第5～8回に登録　7,852
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 r
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e
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■ 1992－1995年に登録された肝癌患者の生存率
■ 2002－2005年に登録された肝癌患者の生存率
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図7　日本の将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）より作成
（千人）
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現在、65歳以上の人口構成比率は22％であるが、40年後の2050年には32％に増加する。
即ち、従来の働き手が減少する一方で高齢者の就労率が高くなると予想される。

■　0～14歳
■　15～64歳
■　66歳以上
　　65歳以上人口の割合
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図4　主要がんの5年相対生存率の年次推移
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この傾向が続けば、現在、癌全体の5年生存率は80％近く
まで上昇していると予想される。30年間で倍になった。
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図5　Overall survival from time of breast
cancer recurrence
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図6　職場復帰する理由は、生活の維持と共に、社会との接点や生きがいといった自己実現のため。
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●がん患者さんが“仕事に復帰する”理由は、男女とも「生活の維持」と「社会や人との
接点を持ちたい」が半数以上を占め、ほぼ同程度に挙がっている。
■男性では3位に「これまでの仕事の経験を活かしたい」と「仕事をすることは当たり前」（同率）、
女性では3位「治療費」、4位「働くことは生きがい」となっている。

性別　がん患者さんが仕事に復帰する理由（MA）

■ 全体（N＝165）
■ 男性（N＝33）
■ 女性（N＝132）

NPO法人キャンサーリボンズに
よる郵送調査より（2008年）
有効回答数　165名
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私
自
身
は
も
と
も
と
労
働
経
済
と
か
、
職
場
の
問

題
、
雇
用
の
問
題
、
労
働
市
場
の
こ
と
を
や
っ
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
市
民
社
会
組
織
と
い
わ
れ
る
非
営
利

組
織
と
か
、
協
同
組
合
と
い
う
組
織
の
、
と
く
に
勤

労
意
欲
に
注
目
し
て
最
近
は
研
究
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
と
く
に
気
に
な
る
の
は
、
治
療
の
問
題
だ

け
で
は
な
く
過
労
死
等
の
問
題
を
考
え
る
時
に
、
そ

の
治
療
の
現
場
や
産
業
医
の
考
え
、
す
な
わ
ち
疾
病

ご
と
の
様
々
な
細
か
い
知
識
、
治
療
に
必
要
な
休
暇

と
か
労
働
時
間
管
理
等
の
知
識
が
、
雇
用
現
場
の
人

事
と
か
労
務
に
十
分
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
を
、
資
料
等
を
見
て
強
く
感
じ
ま

し
た
。
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
の
評
価
報
告
書
を
見

る
と
、
と
く
に
雇
用
現
場
の
ほ
う
で
精
神
疾
患
、
疾

病
治
療
に
関
す
る
無
知
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

た
だ
そ
れ
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
到
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
働
く
人
に
と
っ
て
、
た
だ
治
療
を
す
れ

ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
雇
用
の
場
と
セ
ッ

ト
で
な
け
れ
ば
治
療
を
全
う
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
と
い
う
こ
と
、こ
れ
が
私
の
第
一
の
主
張
で
す
。

一
方
で
医
療
の
側
の
ほ
う
に
も
、
も
っ
と
日
本
の
働

き
方
を
知
っ
た
上
で
、
患
者
さ
ん
が
よ
り
安
心
し
て

治
療
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
い
う
も
の
を
お

考
え
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
の
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
そ
う
い
う
意
味
で
非
常
に
興
味
深
く
、
そ
う
し
た

臨
床
医
学
と
社
会
科
学
、
現
場
の
人
事
労
務
担
当
者

の
リ
ン
ケ
ー
ジ
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
仕
組
が
大
切

と
い
う
こ
と
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
基
本
的
な
知
識
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
昨
今
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
「
社
会
関

係
資
本
」（social capital

）
で
す
。
た
と
え
ば
「
信

頼
」
だ
と
か
、「
つ
な
が
り
」
な
ど
が
言
わ
れ
ま
す
が
、

そ
う
し
た
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
社
会
経
済
生
産
性
本
部
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

研
究
所
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
そ
れ
が
職
場
内
で

ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え

ば
「
信
頼
」
に
つ
い
て
は
、「
経
営
者
に
対
す
る
信
頼
」

は
ピ
ー
ク
時
よ
り
も
22
％
減
っ
て
い
る
等
さ
ま
ざ
ま

1F o c u s

今
村 

肇　
東
洋
大
学
経
済
学
部
総
合
政
策
学
科　

教
授

「
変
貌
す
る
社
会
と
企
業
の
な
か
で
疾
病
の

治
療
と
職
業
の
両
立
支
援
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

医療現場から雇用現場への情報連携のポイント

●雇用現場への必要な治療に関す
る知識のフィードバックを
●雇用の場とセットで治療の全うを
●医療の側も雇用の現場を知り治
療に専念できる環境づくりを
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な
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
職
場
の
中
で
上

司
、
同
僚
と
い
っ
た
人
に
対
す
る
信
頼
が
明
ら
か
に

減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
日
の
問
題
を
考
え
て
い
く
上
で
非
常
に
重
要
な

の
で
す
が
、
も
と
も
と
日
本
の
職
場
は
、
職
場
の
中

で
の
帰
属
意
識
と
か
愛
社
精
神
と
い
う
形
の
人
間
同

士
の
結
び
つ
き
で
非
常
に
高
い
生
産
性
を
維
持
し
て

き
た
の
で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
年
功
賃
金
、
終
身
雇

用
、
企
業
内
教
育
訓
練
と
い
う
形
で
、
職
場
の
中
の

結
び
つ
き
を
通
じ
て
人
間
関
係
を
強
固
に
活
用
し
て

き
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
ひ
と
つ
に
は
、
日
本
の
経
済
成
長
が
「
も

の
づ
く
り
」
が
中
心
で
あ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
お

そ
ら
く
起
因
し
て
い
ま
す
。
島
田
晴
雄
さ
ん
の
著
述

（『
労
働
経
済
学
』
1
9
8
6
年
、
岩
波
書
店
）
か
ら

の
引
用
で
す
が
、「
日
本
の
企
業
で
は
と
り
わ
け
高

度
成
長
期
に
、
企
業
内
部
の
仕
事
の
経
験
を
通
じ
た

知
識
・
技
能
の
習
熟
と
熟
練
の
蓄
積
」
を
し
て
き
た

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
は
企
業
内
部
で

労
働
を
分
配
す
る
仕
組
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う

企
業
内
部
の
労
働
市
場
が
日
本
は
非
常
に
発
達
し
て

い
て
、
企
業
内
部
で
訓
練
や
人
材
育
成
を
し
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
す
。そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
中
年
化
す
る
、

年
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
そ
れ
が
強

化
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
仕
組
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
何
が
起
こ
っ
た
か
で
す
が
、
最
近
の

研
究
で
す
が
、social capital 

と
い
う
視
点
で 

W
estlund, H

ans 

が
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ア

メ
リ
カ
に
つ
い
て
計
算
を
し
た
「
職
場
内
社
会
関
係

資
本
」
を
見
ま
す
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
定
着
率
（
離
職

率
の
逆
数
）、
経
営
者
の
企
業
内
研
修
に
対
す
る
評

価
、
企
業
内
で
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
情
報
交
換
と

い
う
指
標
が
、
日
本
は
他
国
に
く
ら
べ
る
と
明
ら
か

に
高
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
か
で
す
が
、
日
本

の
も
の
づ
く
り
の
特
徴
と
い
う
こ
と
に
も
う
一
度
戻

り
ま
す
と
、「
摺
り
合
わ
せ
型
」
が
得
意
な
日
本
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
、
職

社会関係資本

「調整された諸活動を活発化することに
よって社会の効率性を改善できる、信
頼、規範、ネットワークと言った社会組
織の特徴をいう」

（Putnam（2007））

高い水準を示す日本の職場内社会関係資本

（Westlund, Hans（2006）、Social Capital in the Knowledge Economy, Springer）

●スタッフの定着率

日　本

スウェーデン

アメリカ

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

93％

89％

95％

●経営者の企業内研修に対する評価

日　本

スウェーデン

アメリカ

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

31％

46％

82％

●企業内でのインフォーマルな情報交換

日　本

スウェーデン

アメリカ

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

73％

89％

91％
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場
の
中
で
、
み
ん
な
で
す
べ
て
の
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
働
き
方
を
し
て
き
ま
し

た
。
一
方
で
、
最
近
で
は
組
立
て
型
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
と
か
電
気
自
動
車
等
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
い

ろ
い
ろ
な
部
品
を
買
っ
て
き
て
、
つ
な
げ
れ
ば
そ
れ

で
何
と
か
製
品
が
で
き
て
し
ま
う
と
い
う
や
り
方
が

主
流
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
従
来
の

「
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
や
っ
て
き
た
も
の
づ
く
り
の

や
り
方
」
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
、
市
場
で
は
必
ず

し
も
通
用
し
な
く
な
っ
て
き
た
。
あ
る
い
は
そ
の
割

合
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
日
本
の
職
場
で
は
成
果
主
義
賃
金

と
い
う
も
の
が
導
入
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
職

場
の
中
の
結
び
つ
き
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
や
っ
て
き

た
こ
と
が
、
個
別
に
成
果
を
評
価
し
て
、
そ
れ
に
対

し
て
報
酬
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
た
の

で
す
。
こ
れ
は
私
の
行
な
っ
た
2
0
0
3
年
の
調
査

で
す
が
、
成
果
主
義
賃
金
が
導
入
さ
れ
た
職
場
の
労

働
者
に
聞
き
ま
し
た
ら
、
勤
労
意
欲
が
高
ま
っ
た
と

い
う
方
は
11
・
２
％
し
か
な
く
、
逆
に
低
下
し
た
と

答
え
た
方
が
38
・
５
％
で
す
。
つ
ま
り
雇
用
制
度
の

変
更
は
、実
は
や
む
を
得
ず
、年
功
賃
金
で
高
く
な
っ

た
中
高
年
の
賃
金
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
藁
を
も
つ
か
む
思
い
で
、
企
業
が
労
働
コ
ス
ト
の

削
減
と
い
う
こ
と
を
表
向
き
に
は
伏
せ
て
行
な
っ
て

き
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
こ
う
し
た
勤
労
意
欲
の
低

下
に
結
び
つ
い
て
き
ま
し
た
。
2
0
0
8
年
の
日
経

B
P
社
の
調
査
で
も
、
や
は
り
４
割
ぐ
ら
い
の
人
が

「
や
る
気
が
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
答
え
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
ま
っ
た
く
別
の
視
点
か
ら
、
雇
用
と
治
療

の
仲
介
役
と
し
て
の
役
割
と
い
う
こ
と
で
２
つ
の
事

例
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ハ
ー

フ
ウ
ェ
イ
ハ
ウ
ス
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ン
グ
で
自
治
体
と
契
約

し
て
自
前
で
建
物
等
を
取
得
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
か

ド
ラ
ッ
グ
の
中
毒
者
の
支
援
を
し
て
い
る
組
織
で

す
。
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
は
佐
久
総
合
病
院
で

す
。
こ
れ
は
一
言
で
い
う
と Co-Production 

と

い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
。
治
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん

で
あ
る
と
か
市
民
、
す
な
わ
ち
サ
ー
ビ
ス
の
受
容
者

が
、
む
し
ろ
自
分
た
ち
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
者

と
な
る
。
つ
ま
り
単
な
る
消
費
者
で
は
な
く
生
産
者

と
し
て
積
極
的
に
医
療
や
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
っ

て
い
く
と
い
う
仕
組
づ
く
り
で
す
。簡
単
に
言
え
ば
、

D
em
ocratic A

rchitecture 

と
言
い
、
自
分
た
ち

が
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
治
療
の
現
場

と
か
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き

が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
か
イ
タ
リ
ア
等
の
進
ん
で
い

る
国
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
で
も
起
こ
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
い
っ
た
ん
ま
と
め
ま
す
と
、
嶋
田
先
生

か
ら
ご
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
雇
用
の
現
場

が
変
わ
り
き
れ
て
い
な
い
。
日
本
の
企
業
が
分
担

し
て
き
た
福
祉
を
放
り
出
し
て
き
て
い
る
と
い
う

ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
ど
こ
が
引

き
受
け
る
の
か
と
い
う
問
題
で
す
。
こ
れ
は
宮
本

太
郎
さ
ん
な
ど
が
盛
ん
に
言
っ
て
い
る
こ
と
で
す

が
（『
福
祉
政
治　

日
本
の
生
活
保
障
と
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
』
2
0
0
8
、
有
斐
閣
）、
従
来
は
雇
用
レ
ジ
ー

ム
、
す
な
わ
ち
雇
用
を
中
心
と
し
て
そ
こ
に
福
祉
が

つ
い
て
き
た
と
い
う
仕
組
み
で
あ
っ
た
も
の
が
、
福

祉
レ
ジ
ー
ム
へ
の
転
換
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
ひ
と
つ
典
型
で

す
が
、
本
来
は
社
会
と
か
国
家
が
も
っ
と
引
き
受
け

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
日
本
の
場
合
は
そ
れ
が
十
分
に

引
き
受
け
き
れ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
で
す
べ

て
が
す
り
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
企
業

が
放
り
出
し
た
も
の
の
受
け
皿
が
完
全
に
で
き
て
い

な
い
。
日
本
は
そ
う
い
う
過
渡
期
に
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
つ
ま
り
企
業
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
治
療

に
つ
い
て
理
解
を
い
た
だ
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
役
割
と
し
て
、
た
と
え
ば
先
ほ

ど
申
し
ま
し
た
市
民
社
会
組
織
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
が
育
っ
て
い
な
い
。
患
者
な
ど
自
分
た
ち

成果主義賃金の導入と労働意欲の低下
（賃金制度の変化を「成果・能力主義への変化」と

答えた人に対して）

変わらない
（50.3％）

低下した
（38.5％）

高まった
（11.2％）

今村　肇（2004）　「勤労者からみた賃金制度に対する意識と生活」
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自
身
が
こ
う
い
う
も
の
が
必
要
だ
と
い
う
ニ
ー
ズ
を

発
言
す
る
仕
組
み
が
、
日
本
の
場
合
は
ま
っ
た
く
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
供
給
組

織
で
す
。
自
分
た
ち
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
な
け
れ

ば
、自
分
た
ち
で
作
れ
ば
い
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

こ
れ
は
保
育
で
す
。
親
協
同
組
合
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
親
が
自
分
た
ち
で
土
地
を
取
得
し
た
り
、

入
手
し
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
場
合
、
少
し
日
本

と
違
う
の
は
85
％
の
育
児
コ
ス
ト
を
政
府
が
負
担
す

る
の
で
す
。

　

こ
こ
の
親
た
ち
は
自
分
た
ち
が
積
極
的
に
関
わ
る

こ
と
で
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
満
足
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。「
自
分
た
ち
の
影
響
力
は
非
常
に

強
い
」
と
答
え
た
方
が
88
・
７
％
と
い
う
こ
と
で
、

非
常
に
満
足
し
て
い
ま
す
。
働
く
側
の
人
も
、
実
は

親
協
同
組
合
の
場
合
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
受
容
者
が
、

自
分
た
ち
の
す
ぐ
側
に
い
て
、
直
接
発
言
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
非
常
に
満
足
度
が
高
い
。
つ
ま
り
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
側
も
働
く
側
も
非
常
に
満
足
度
が
高

い
と
い
う
、
ひ
と
つ
の
典
型
的
な
例
で
す
。

　

写
真
で
す
が
、
ま
ず
は
親
共
同
組
合
の
現
場
の
写

真
で
す
（Bykupan

の
子
育
て
親
協
同
組
合
）。
高

齢
者
介
護
の
施
設
も
あ
り
ま
す
が
（Byssbon

の
村

に
あ
る
協
同
組
合
）、
こ
れ
も
百
数
十
人
の
部
落
で

す
が
、
銀
行
か
ら
ロ
ー
ン
を
借
り
て
自
分
た
ち
で
こ

の
建
物
を
造
り
、
政
府
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
、
協

同
組
合
と
し
て
自
分
た
ち
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
も
う
ひ
と
つ
の
私
の
主
張
な
の
で
す
が
、

私
が
会
っ
て
き
た
中
部
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
エ
ス
テ
ル

ス
ン
ド
の
人
た
ち
（
エ
ス
テ
ル
ス
ン
ド
の
社
会
的
経

済
を
支
え
る
人
た
ち
）
で
す
が
、
こ
う
い
う
社
会
貢

献
意
識
を
持
っ
た
人
材
た
ち
は
、
一
生
懸
命
に
ネ
ッ

企業が
抱えきれなくなった
福祉の受け皿

市民社会組織
（雇用と治療の仲介役）

高い水準を示す日本の職場内社会関係資本

Bykupanの子育て親協同組合
（Reggio Emilia の教育理論に基づく）

Byssbonの村にある協同組合
学童までの保育と高齢者介護
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ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
し
て
い
る
と

い
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
印
象
的
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

彼
ら
か
ら
聞
い
た
言
葉
は
「N

othing is 

im
possible

」
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
自
分
た

ち
が
必
要
な
も
の
は
自
分
た
ち
で
望
ん
で
行
動
す
れ

ば
な
ん
と
か
な
る
の
だ
と
い
う
意
識
で
や
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て「
子
育
て
親
協
同
組
合
」、

「
介
護
協
同
組
合
」、「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
」、「
麻

薬
中
毒
に
よ
る
犯
罪
者
の
更
正
支
援
組
織
」
そ
の
他

の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
組
織
を
、
積
極
的
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
社
会
的
協
同
組
合
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

抱
え
た
人
た
ち
を
社
会
的
に
包
摂
し
て
い
く
、
包
み

込
ん
で
い
く
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
こ
れ
も
政
府
が

税
制
の
優
遇
な
ど
を
与
え
な
が
ら
、
そ
う
し
た
協
同

組
合
組
織
に
対
し
て
積
極
的
に
支
援
を
し
て
い
る
と

い
う
例
で
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
意
味
で
積
極
的
に
不

公
平
な
取
り
扱
い
を
し
て
、
不
利
な
立
場
に
あ
る
人

を
し
っ
か
り
と
社
会
に
包
摂
し
て
い
く
と
い
う
試
み

で
す
。

　

た
だ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
イ
タ
リ
ア
の
例
が
そ
の

ま
ま
日
本
に
当
て
は
ま
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
必
ず

し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
日
本
独
自
の

治
療
と
雇
用
を
両
立
さ
せ
る
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
そ
の
ま
ま
の
輸
入
は
不
可
能
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
こ
れ
か

ら
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
す

が
、
ど
う
や
っ
て
雇
用
の
連
携
を
維
持

し
な
が
ら
、
医
療
を
は
じ
め
対
人
社
会

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

供
給
を
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
日
本
の
場
合
は
や
は
り
先
ほ
ど
来

問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
企
業
と

い
う
も
の
が
福
祉
を
担
え
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
終
身
雇
用
と
い
う
仕

組
み
自
体
は
そ
う
簡
単
に
な
く
な
り
ま

せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、
そ
う
し
た
日
本

の
特
徴
の
中
で
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た

市
民
、
ユ
ー
ザ
ー
が
積
極
的
に
自
分
た

ち
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
を
ど
う
や
っ
て
作
っ
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
が
課
題
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
2
0
3
0
年
ご
ろ
に
そ
う

し
た
対
人
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
誰
が
担
う
の
か
と
い
う

時
に
、
２
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
、
ひ
と
つ
は
市
民
社

会
組
織
、
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
が
担
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
が
日
本
で
ず
っ
と
や
っ
て

き
た
完
全
な
市
場
化
と
い
う
か
た
ち
で
、
営
利
企
業

が
中
心
と
な
っ
て
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。や
は
り
私
の
ひ
と
つ
の
主
張
は
、

市
民
社
会
と
か
、
市
民
社
会
組
織
、
あ
る
い
は
患
者

を
持
っ
た
人
た
ち
の
声
が
よ
り
正
確
に
反
映
さ
れ
る

組
織
は
、
お
そ
ら
く
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
形
で
の
取
り
組
み
が
企

業
の
枠
を
超
え
て
社
会
と
し
て
、
あ
る
い
は
仕
組
み

と
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

エステルスンドの社会的経済を
支える人たち

2030年ごろの
対人社会サービスの

担い手

市民社会組織
サードセクター

※市民社会や患者を持った人の声
　がより正確に反映させる組織
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私
は
が
ん
の
医
者
で
す
が
、
た
ま
た
ま
研
究
の
中

で
、
タ
イ
ト
ル
に
も
書
き
ま
し
た
よ
う
に
患
者
と
医

療
者
と
地
域
あ
る
い
は
社
会
と
の
協
働
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
、「
が
ん
の
社
会
学
」
と
い
う
理
念
的
な

も
の
を
、
こ
の
十
数
年
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
申
し
上

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
中
で
が
ん

患
者
の
就
労
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ま
ず
、
が
ん
に
つ
い
て
大
切
だ
と
思
い
ま
す
の

は
、
私
ど
も
の
10
年
近
く
前
の
研
究
に
な
り
ま
す

が
、
2
0
0
0
年
の
段
階
で
、
日
本
全
体
で
、
あ
る

瞬
間
に
が
ん
を
体
験
し
た
人
が
何
人
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
2
0
0
0
年

の
時
点
で
2
9
8
万
人
、
将
来
予
測
の
中
で
当
時
は

2
0
1
5
年
を
と
り
ま
し
た
が
、
5
3
4
万
人
と
い

う
の
が
、
そ
の
時
点
で
の
が
ん
体
験
者
数
で
す
。
糖

尿
病
が
当
時
は
8
0
0
万
人
と
言
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
今
は
さ
ら
に
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ

や
は
り
病
気
の
重
み
と
申
し
ま
す
か
、
患
者
さ
ん
の

考
え
方
と
い
う
こ
と
で
は
、
が
ん
の
ほ
う
が
は
る
か

に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
す
。
が
ん
の
患
者
さ

ん
お
1
人
の
周
り
に
家
族
と
友
人
等
を
合
わ
せ
る

と
、
た
ぶ
ん
5
人
ほ
ど
の
方
が
、
が
ん
と
い
う
病
気

を
非
常
に
心
配
し
て
お
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し

ま
す
と
、
た
と
え
ば
が
ん
患
者
が
5
0
0
万
人
い
る

と
し
て
、
そ
の
5
倍
の
2
5
0
0
万
人
ぐ
ら
い
の
方

が
、
自
分
の
周
囲
の
が
ん
患
者
を
め
ぐ
っ
て
、
が
ん

と
い
う
病
気
に
非
常
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
か
つ
心

配
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
以
前
か
ら
、
医
療
関
係
者
の

み
な
ら
ず
政
治
家
の
方
々
へ
も
お
話
し
し
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
も
が
ん
対
策
の
推
進
に
は
役
立
っ
て

き
た
と
思
い
ま
す
。

　

医
療
費
の
観
点
か
ら
申
し
ま
す
と
、
日
本
の
国
民

総
医
療
費
は
33
〜
34
兆
円
で
す
。
日
本
国
民
の
1
／

3
近
く
は
が
ん
で
死
ぬ
の
で
す
が
、
そ
れ
に
し
て
は

1
年
間
の
が
ん
医
療
費
は
2
・
3
兆
円
と
比
較
的
少

な
い
。
が
ん
と
い
う
病
気
は
一
瞬
の
勝
負
と
い
う
部

分
が
あ
り
ま
す
。
治
っ
て
し
ま
え
ば
後
に
は
お
金
が

か
か
り
ま
せ
ん
。
治
せ
な
い
と
、
残
念
な
が
ら
多
く

の
場
合
、
長
く
て
も
数
年
で
命
を
落
と
す
こ
と
に
な

る
の
で
、
慢
性
の
病
気
で
新
薬
を
20
年
か
ら
、
30
、

2F o c u s

山
口 

建　
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー　

総
長

「
患
者
・
医
療
者
・
地
域
の
協
働

│
が
ん
の
社
会
学
の
視
点
か
ら
│
」

がんの社会学

患者

医療者
行政

社会
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40
年
使
う
よ
う
な
病
気
と
較
べ
る
と
が
ん
医
療
費
そ

の
も
の
は
比
較
的
少
な
く
す
ん
で
い
ま
す
。

　

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
で
、
社
会
が
ど
れ
だ
け
の
損

失
を
負
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
計
算
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も
が
計
算
し
た

限
り
で
は
6
・
8
兆
円
の
社
会
的
損
失
が
起
き
て
い

ま
す
。
現
在
が
ん
の
治
癒
率
は
約
50
％
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
、
が
ん
医
療
費
に
3
兆
円
を
追
加
し

て
、
治
癒
率
を
75
％
に
持
っ
て
い
け
れ
ば
、
社
会
的

損
失
と
投
資
は
ほ
ぼ
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
0
に
な
り
ま

す
。
が
ん
医
療
費
を
も
う
少
し
増
や
し
て
、
が
ん
患

者
を
救
命
す
る
こ
と
は
社
会
の
損
失
と
い
う
観
点
か

ら
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
医
療

経
済
学
的
に
見
た
が
ん
と
い
う
病
気
の
位
置
づ
け
で

す
。
な
お
、
治
療
の
た
め
、
一
時
的
に
就
労
で
き
な

い
こ
と
に
よ
る
社
会
的
損
失
は
0
・
5
兆
円
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
が
ん
に
限
ら
ず
、「
医
療
は
消
費
で

は
な
い
。
国
家
・
国
民
に
対
す
る
投
資
で
あ
る
」
と

い
う
考
え
が
成
り
立
ち
ま
す
。

　

そ
う
い
う
背
景
の
も
と
、私
ど
も
が
考
え
た
の
は
、

「
が
ん
の
社
会
学
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
今

ま
で
は
が
ん
を
含
め
て
、病
気
の
治
療
と
い
う
の
は
、

医
療
者
が
す
べ
て
を
握
っ
て
い
ま
し
た
。
患
者
さ
ん

も
あ
ま
り
発
言
す
る
こ
と
な
く
「
お
任
せ
し
ま
す
」

と
い
う
言
葉
で
済
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
が
ん
と

い
う
病
気
の
特
殊
性
も
あ
い
ま
っ
て
、
今
、
が
ん
の

分
野
で
は
患
者
参
加
型
医
療
が
か
な
り
強
い
う
ね
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
1
9
8
0
年
代
か
ら
、
告
知
、

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
な
ど
が
広
が
っ
て
き
た
の
は
、
が
ん
と
い
う
病

気
が
中
心
で
す
。
私
が
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
入
っ

た
1
9
7
0
年
代
に
は
、
ま
っ
た
く
告
知
は
な
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
コ
ン
セ
ン
ト
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
始
ま
っ
た
の

が
1
9
8
0
年
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

が
や
っ
と
定
着
し
て
き
た
の
が
こ
こ
10
年
あ
ま
り
の

こ
と
で
す
。

　

が
ん
と
い
う
難
病
を
相
手
に
、
医
療
者
と
患
者
の

み
な
ら
ず
、
行
政
を
含
め
た
社
会
が
そ
こ
に
ど
う

関
っ
て
い
く
の
か
、「
が
ん
の
社
会
学
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
は
、
今
後
の
が
ん
対
策
の
正
否
を
お
そ
ら

く
決
め
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
日
の
テ
ー
マ
の
「
が
ん
患
者
の
就
労
」
と
い
う

観
点
か
ら
は
、
こ
の
社
会
の
部
分
に
雇
用
者
と
し
て

の
企
業
な
ど
が
加
わ
り
ま
す
。
こ
の
三
位
一
体
で
進

ま
な
い
と
、
が
ん
医
療
は
た
ぶ
ん
将
来
的
に
は
破
綻

す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
だ
け
批
判
め
い
た
こ
と
を
言
っ
て
恐
縮
な

の
で
す
が
、
こ
の
研
究
班
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
た
い
へ

ん
す
ば
ら
し
い
と
思
い
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
す
が
、
一
点
ぜ
ひ
お
考
え
い
た
だ
き

た
い
の
は
、
班
員
の
構
成
で
す
。
こ
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
い
ま
申
し
上
げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
か

ら
も
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
大
学
の
教
授
が
中
心
と

な
っ
て
や
る
仕
事
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
患
者
さ
ん
の
声
、
雇

用
者
の
声
を
し
っ
か
り
取
り
入
れ
る
研
究
に
し
な
い

と
、
こ
の
研
究
は
成
り
立
た
な
い
は
ず
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
私
ど
も
が
や
っ
た
研
究
を
中
心
に

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
今
村
先
生
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
、
患
者
の
声
が
ま
っ
た
く
拾
え
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

「
が
ん
の
社
会
学
」
に
関
す
る
合
同
研
究
班
の
仕
事

で
、
全
国
の
が
ん
の
専
門
病
院
、
患
者
会
の
方
々
に

お
願
い
を
し
て
、
7
8
8
5
人
と
い
う
が
ん
体
験
者

の
悩
み
や
負
担
等
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
な
い
ま

し
た
。
こ
の
時
点
で
は
全
国
の
が
ん
患
者
の
1
％
強

に
相
当
し
ま
す
の
で
、
主
な
項
目
の
ほ
と
ん
ど
が
拾

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。『
が
ん
と

向
き
合
っ
た
7
8
8
5
人
の
声
』
と
い
う
、
自
由
記

載
の
項
目
を
非
常
に
多
く
設
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
結
果
で
す
。
お
そ
ら
く
記
入
す
る
の
に

2
時
間
や
3
時
間
は
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
数
の
患
者
さ
ん
た
ち
が
必
死
に
な
っ
て
書

い
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
を
集
め
て
、
1
、
2
年
か
け

て
分
析
を
し
、
患
者
さ
ん
自
身
が
ど
う
い
う
悩
み
を

抱
え
て
い
る
の
か
、
家
族
が
ど
う
い
う
悩
み
を
抱
え
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て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
ま
と
め
ま
し
た
。
集
め

た
す
べ
て
の
悩
み
と
負
担
の
件
数
は
2
万
数
千
件
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
分
析
、
分
類
を
し
て
、
が

ん
患
者
の
悩
み
、
負
担
の
静
岡
分
類
と
い
う
も
の
を

作
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
ま

す
。

　

2
万
数
千
件
を
分
類
し
ま
す
と
半
数
が
実
は
「
心

の
問
題
」
に
な
り
ま
し
た
。「
就
労
・
経
済
」
は

7
・
9
％
で
す
。「
経
済
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、

お
金
が
足
り
な
い
と
い
う
話
で
す
。
一
方
で「
就
労
」

の
問
題
は
数
的
に
は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
こ
が
医
者
の
浅
は
か
な
と
こ
ろ
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
私
ど
も
は
、
や
は
り
が
ん
の
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
の
問
題
は
「
心
」
な
の
だ
と
、
医
師
の

視
点
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
れ
が
「
あ
れ
っ
？
」
と
思
っ
た
の
が
次
の
点
で

す
。
ほ
と
ん
ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
方
に
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
先
ほ
ど
の
「
就
労
」
に
関
す
る

と
こ
ろ
は
1
つ
か
2
つ
の
設
問
で
す
（
付
問
14

－

3
）。
勤
め
人
の
方
も
自
営
の
方
も
約
1
／
3
ぐ
ら

い
の
方
が
仕
事
を
辞
め
て
い
ま
す
。
勤
め
人
の
方
の

数
％
が
解
雇
さ
れ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

し
た
。
30
数
％
が
辞
め
て
い
て
、
解
雇
が
数
％
で
す

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
っ
た
に
せ

よ
、
勤
め
人
の
場
合
は
、
多
く
の
方
が
自
分
で
辞
め

て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
で
す
。
医
者
と
し
て
は
あ
ま

り
こ
の
デ
ー
タ
に
注
目
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
多

く
の
メ
デ
ィ
ア
の
方
が
、
こ
の
内
容
を
記
事
に
し
て

紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
毎
日
新
聞
は
1
面
で
「
悩

大分類
（25,952件）

不安などの
心の問題
（48.6％）

症状・副作用・
後遺症
（15.1％）

家族・周囲の人
との関係
（11.3％）

就労・経済
（7.9％）

診断・治療
（6.7％）

生き方
（4.4％）

医療者との関係
（2.1％）

付問　14-3　 診断時点にお勤めしていた会社や営んでいた事業等について、下記のいずれかを選択して当てはまるものに1つ○を
つけてください。

　付問14-3へは3,646人が回答している。そのうち「お勤めの方」の欄へ回答した人は2,625人、「自営業、単独事業者、家族従業者の方」
の欄へ回答した人は1,021人であった。がんにかかったことが直接の原因になっているかどうかは特定できないが、「お勤めの方」の34.7％が“依
願退職”あるいは“解雇”となっている。また、自営業等の30.7％が“休業”、“従事していない”、“廃業”、“代替わり”の状態となっていることから、
がん罹患が職業の継続に影響を与えているものと推測される。

※ここでは、回答者数を母数として割合を示している。

お勤めの方 実数 （％）
1．現在も勤務している 1,249 （47.6％）
2．休職中である 229 （8.7％）
3．依願退職した 799 （30.5％）
4．解雇された 111 （4.2％）
5．その他 237 （9.0％）
　 回答者計 2,625 （100.0％）

自営、単独、家族従業者 実数 （％）
1．現在も営業中である 694 （68.0％）
2．休業中である 79 （7.7％）
3．従事していない 58 （5.7％）
4．廃業した 135 （13.2％）
5．代替わりした 41 （4.0％）
6．その他 14 （1.4％）
回答者計 1,021 （100.0％）

静岡分類（静岡県立静岡がんセンターホームページ
http://cancerqa.scchr.jp　より）
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み
の
半
数
は
心
に
」
と
い
う
非
常
に
医
師
的
な
発
想

の
見
出
し
で
記
事
だ
て
に
し
て
お
り
、静
岡
新
聞
は
、

同
様
に
1
面
で
、
小
見
出
し
で
「
勤
め
人
の
3
割
強

　

依
願
退
職
や
解
雇
」
と
仕
事
を
失
っ
て
い
る
状
況

を
伝
え
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
1
面
で
は
な
い
も

の
の
朝
日
新
聞
や
日
経
新
聞
も
こ
こ
を
か
な
り
強
く

と
ら
え
て
記
事
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
メ

デ
ィ
ア
の
視
点
は
違
う
の
だ
な
と
い
う
こ
と
を
強
く

意
識
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
2
0
0
4
年
の
話
で
す
。

　

先
ほ
ど
の
患
者
さ
ん
の
言
葉
が
非
常
に
大
切
だ
と

い
う
話
は
、
私
も
ま
っ
た
く
同
感
な
の
で
す
が
、
患

者
さ
ん
が
、
い
っ
た
い
誰
に
そ
う
い
う
相
談
が
で
き

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
間
接
的
で
す
が
3
つ
の
仕

組
み
か
ら
見
て
い
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
の
棒
グ
ラ
フ
参

照
）。
い
ち
ば
ん
上
が
2
万
数
千
人
か
ら
集
め
た
今

申
し
上
げ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
す
。

次
が
「
ウ
ェ
ブ
版
が
ん
よ
ろ
ず
相
談
」
と
い
う
こ
と

で
、
私
ど
も
が
や
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

悩
み
に
対
す
る
回
答
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
お
り
ま
し

て
、
ま
だ
1
割
程
度
で
す
が
、
そ
こ
に
訪
れ
た
10
数

万
人
の
方
の
関
心
事
で
す
。
い
ち
ば
ん
下
が
病
院
に

置
い
て
あ
る
「
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
よ
ろ
ず
相
談
」

の
も
の
で
す
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
今
日
本
に
あ
る
高

度
が
ん
専
門
医
療
機
関
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
三
百
数
十

病
院
の
中
で
ト
ッ
プ
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
相
談
所

な
の
で
す
が
、
そ
こ
に
訪
れ
た
方
の
関
心
事
な
い
し

は
相
談
内
容
で
す
。
そ
の
す
べ
て

を
同
じ
分
類
で
見
て
み
ま
す
と
、

た
い
へ
ん
興
味
深
い
、
あ
る
い
は

厳
し
い
現
実
が
浮
か
び
あ
が
り
ま

す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
「
悩
み
を

書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
問
う
と
、

先
ほ
ど
の
不
安
と
い
う
問
題
が
出

て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
ネ
ッ
ト
上

で
訪
れ
て
く
る
人
は
、
や
は
り
医

療
に
関
す
る
こ
と
が
中
心
で
す
。

病
院
で
相
談
に
乗
る
と
、
ほ
と
ん

ど
「
不
安
」
と
い
う
問
題
は
消
え

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
「
就

労
・
経
済
的
問
題
」
も
、
ほ
と
ん

ど
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
対

す
る
経
済
的
負
担
の
問
題
で
、
就

労
の
問
題
は
か
な
り
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

何
を
意
味
し
て
い
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
患
者
さ
ん

の
ほ
う
で
、
こ
ん
な
こ
と
を
病
院
の
先
生
や
病
院
の

相
談
所
で
言
っ
て
も
、
私
の
仕
事
が
な
い
と
い
く
ら

相
談
し
て
も
、
き
っ
と
答
え
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
て
、
完
全
に
自
主
規
制
を
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
同
じ
よ
う

に
「
私
は
が
ん
と
い
う
病
気
が
不
安
な
の
で
す
」
と

い
う
こ
と
も
、
医
者
に
言
っ
て
も
、
看
護
師
に
言
っ

て
も
何
も
起
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
相
談

件
数
は
少
な
い
。し
か
し
、「
副
作
用
は
ど
う
で
す
か
」

と
い
う
相
談
は
医
療
機
関
と
し
て
き
ち
ん
と
聞
い
て

も
ら
え
る
で
し
ょ
う
か
ら
問
う
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

す
べ
て
の
基
礎
と
な
る
デ
ー
タ
は
、
2
万
6
千
件

か
ら
17
万
件
で
す
の
で
信
頼
性
は
高
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
う
い
う
テ
ー
マ
は
、
患
者
さ
ん
が
答
え
に
く

い
分
野
で
す
。
安
直
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
答
え
に
く
く
、
積
極
的
に
回
答
し
に
く

い
深
刻
な
問
題
に
つ
い
て
、
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
は

安
易
な
方
法
で
は
あ
ま
り
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
そ
も

そ
も
が
ん
患
者
さ
ん
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
え
る

患
者
さ
ん
は
、
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
統
計
で
は

25
％
程
度
で
す
。
し
た
が
っ
て
若
い
人
に
偏
っ
た
意

見
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
か
ら
○
×
式
ア
ン
ケ
ー

ト
は
心
の
内
面
は
ほ
と
ん
ど
出
ま
せ
ん
。
も
し
こ
の

研
究
班
で
将
来
そ
う
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

す
る
場
合
に
は
、
対
面
で
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
少
数
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

Web版がんよろず相談Q＆A（http://cancerqa.scchr.jp）
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「
が
ん
患
者
さ
ん
の
就
労
問
題
」
に
関
し

て
は
、
私
は
、「
身
体
と
心
の
就
労
弱
者
」

と
い
う
視
点
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
、「
身
体
の
具
合
が
悪
い
」
の
は

事
実
で
す
。
手
術
を
終
え
て
も
抗
が
ん
剤
を

何
年
か
は
服
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
「
心
も
萎
え
て
い
る
」。
手
術
が
終

わ
っ
た
瞬
間
に
が
ん
と
い
う
病
気
が
治
っ
た

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
5
年
生
存
を
ク
リ
ア
し

な
い
と
本
当
に
治
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。
そ
の
間
、が
ん
の
患
者
さ
ん
は「
が

ん
」
と
い
う
言
葉
に
常
に
お
び
え
て
い
ま

す
。
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
に
再
発
と
考
え
て
し

ま
う
。
仕
事
も
手
に
つ
か
な
い
と
い
う
状
況

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
み
る
と
「
雇
用
者
の
が

ん
に
対
す
る
理
解
不
足
」
も
非
常
に
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
社
会
的
に
み
て
も
「
不
十
分

な
就
労
支
援
」
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
く
と
、
が
ん
の
患
者
さ
ん
と

若
い
仕
事
を
失
っ
た
人
が
同
じ
土
俵
で
較
べ
ら
れ
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
に
も
今
後
の
改
善
余
地
が
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
N
H
K
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
と
い

う
番
組
で
こ
の
特
集
が
あ
り
、
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
か
な
り
立
派
な
、
1
2
0
0
名

の
自
由
記
載
型
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
番
組
で
紹
介
さ
れ
た
「
安
心
し
て
働
く
に

身体と心の就労弱者

身体の具合が
悪い

心も萎えている
雇用者の
がんに対する
理解不足

不十分な
就労支援

悩みや負担等に関する比較（静岡分類）

悩みや負担等に
関する実態調査
（2003年度）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■ 外来　　　　■ 入院・退院・転院　　■ 診断・治療　　　　　■ 緩和ケア　　■ 告知、IC、SO　　■ 医療連携
■ 在宅療養　　■ 施設設備アクセス　　■ 医療者との関係　　　■ 症状・副作用・後遺症　　　■ 不安などの心の問題
■ 生き方・生き甲斐・価値観　　　　　 ■ 就労・経済的負担　　■ 家族・周囲の人との関係　　■ その他

Web版
がんよろず相談Q&A
Q&A助言アクセス数
（2008.3－10月）

静岡がんセンター
よろず相談
（2003-2006年度）

n＝25,962

n＝168,599

n＝55,792

6.7% 15.1%

5.8%

15.4% 5.2% 18.4% 22.3% 4.7% 9.6% 10.0%

3.6%2.6%

14.0% 4.8% 44.7% 8.7% 5.7%

48.6% 7.9% 11.3%

出典：がん体験者の悩みや負担等に関する実態調査報告書概要版　WEB版がんよろず相談Q&A保守点検報告書
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は
」
と
い
う
設
問
へ
の
回
答
で
は
、
が
ん
に
な
っ
た

後
で
勤
務
時
間
を
で
き
る
だ
け
短
縮
し
て
、
体
調
が

戻
っ
た
ら
元
の
よ
う
に
働
き
た
い
と
い
う
「
勤
務
時

間
の
短
縮
」
が
59
・
8
％
。
そ
れ
か
ら
今
村
先
生
が

言
わ
れ
た
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、「
上

司
・
同
僚
の
理
解
」が
大
き
い
と
い
う
の
が
53
・
4
％
。

「
長
期
の
休
職
制
度
」
を
望
む
の
が
48
・
6
％
、
そ

し
て
「
柔
軟
な
配
置
転
換
」
が
必
要
（
42
・
8
％
）

と
い
う
こ
と
で
す
。長
期
の
休
職
制
度
と
い
う
の
は
、

だ
い
た
い
病
院
は
公
的
で
、
研
究
す
る
大
学
の
学
者

も
教
育
機
関
と
し
て
制
度
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
あ
ま
り
気
が
付
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
一

般
の
私
企
業
に
い
き
ま
す
と
、
大
企
業
で
も
患
者
さ

ん
が
休
職
で
き
る
制
度
が
不
十
分
で
す
。
公
的
な
組

織
と
一
般
私
企
業
は
こ
の
点
が
か
な
り
違
い
ま
す
。

こ
の
へ
ん
を
し
っ
か
り
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
が
ん
患
者
さ
ん
の
就
労
問

題
を
ど
う
取
り
扱
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
ち
ば
ん
は
、
や
は
り
が
ん
患
者
さ
ん
の
意
識
の
問

題
で
す
。
や
は
り
心
が
萎
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
手
術
直
後
は
体
調
が
非
常
に
悪
く
な
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
私
は
い
つ
も
「
3
・
3
・
7
拍
子

で
す
よ
」
と
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。
3
ヵ
月
は
悪
く

な
る
、
3
ヵ
月
は
横
ば
い
に
な
り
、
次
の
6
〜
7
ヵ

月
で
徐
々
に
健
康
な
時
に
近
づ
い
て
ゆ
く
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
う
ち
、
悪
化
し
て
い
る
フ
ェ
ー
ズ
で

就
労
問
題
を
考
え
出
す
と
、
も
う
辞
め
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
気
持
に
ど
う
し
て
も
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
い
う
意
識
を
し
っ
か
り
高
め
て
あ
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
雇
用
者
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
同
僚
が
が
ん
に
な
っ
た
ら
あ
っ
さ

り
と
企
業
か
ら
辞
め
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

従
業
員
の
企
業
に
対
す
る
信
頼
を
実
は
ひ
ど
く
悪
く

さ
せ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
雇
用
者

は
理
解
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
経
済
不

況
下
の
社
会
で
は
そ
う
い
う
こ
と
が
起
き
て
し
ま
い

ま
す
。

　

社
会
保
障
的
、福
祉
的
問
題
は
た
い
へ
ん
重
要
で
、

行
動
に
移
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
う
こ
と
も
大

切
な
課
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の

「
3
・
3
・
7
拍
子
」
と
同
じ
で
す
。

　

そ
し
て
医
療
福
祉
政
策
を
ど
う
も
っ
て
い
く
か
。

こ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
し
っ
か
り
今
後
議
論
を
し
、

ぜ
ひ
こ
の
両
立
支
援
の
研
究
の
中
で
、
こ
う
い
う
問

題
を
解
決
、
提
言
し
て
い
く
こ
と
が
、
望
ま
し
い
と

考
え
ま
す
。

安心して働くには

●勤務時間の短縮
●上司・同僚の理解
●長期の休職制度
●柔軟な配置転換

59.8％
53.4％
48.6％
42.8％
（複数回答）

NHK総合テレビ、クローズアップ現代
「がんとともに（2）“働き盛り”失業の不安」
2009年7月28日放送より
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私
は
産
業
保
健
の
分
野
か
ら
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
の
で
す
が
、
正
直
に
申
し
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で

が
ん
患
者
の
就
労
の
問
題
が
産
業
保
健
の
側
で
話
題

に
な
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
学
会
で

も
ほ
と
ん
ど
そ
の
テ
ー
マ
の
発
表
は
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
調
査
も
あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

状
況
で
す
。

　

産
業
保
健
の
場
、
つ
ま
り
企
業
の
場
に
そ
う
い
う

課
題
が
な
い
の
か
と
い
う
と
、
実
は
そ
う
で
は
な
い

は
ず
で
す
。
お
そ
ら
く
産
業
保
健
と
い
う
わ
れ
わ
れ

の
分
野
の
限
界
を
露
呈
し
て
い
る
テ
ー
マ
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
が
ん
と
い
う
病
気
と
職
業

と
い
う
問
題
で
す
が
、
先
ほ
ど
山
口
先
生
も
言
わ
れ

て
い
た
よ
う
に
、
ど
ち
ら
か
ら
見
る
か
、
医
療
者
側

か
ら
見
る
の
か
、
企
業
側
か
ら
見
る
の
か
で
、
違
う

も
の
が
見
え
て
き
ま
す
。
私
は
11
年
間
専
属
産
業
医

を
や
り
、
嘱
託
産
業
医
を
含
め
る
と
ト
ー
タ
ル
で
約

20
年
産
業
医
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
と
く
に

専
属
産
業
医
を
や
っ
て
い
た
当
時
に
従
業
員
に
が
ん

に
か
か
っ
た
人
が
い
な
か
っ
た
か
と
言
う
と
、
絶
対

に
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
わ
け
で
、
か
な
り

の
方
が
が
ん
に
な
り
、
も
ち
ろ
ん
亡
く
な
っ
た
方
も

か
な
り
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
な
ん
と
か
乗
り

切
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

た
だ
そ
の
時
に
そ
れ
自
体
が
問
題
に
な
っ
た
か
と

言
う
と
、
実
は
そ
れ
な
り
の
ケ
ア
が
で
き
て
必
要
な

時
に
は
働
い
て
い
た
だ
き
、
必
要
な
時
に
は
休
ん
で

い
た
だ
い
た
と
い
う
よ
う
な
事
例
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
多
く
の
専
属
産
業
医
に
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
し
て

み
ま
す
と
、
そ
の
よ
う
な
答
を
し
ま
す
。
つ
ま
り
そ

れ
は
何
を
意
味
す
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
産
業
医
と

く
に
専
門
の
産
業
医
が
カ
バ
ー
を
し
て
い
る
事
業
場

が
大
手
企
業
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
問
題
は
結
局
、
病
気
と
い
う
健
康
状
態
を
ど
の

よ
う
に
就
業
条
件
と
か
就
業
配
慮
に
翻
訳
す
る
か
と

い
う
問
題
と
、
安
心
し
て
休
め
る
と
い
う
制
度
的
問

題
の
２
つ
が
両
立
す
る
と
比
較
的
う
ま
く
行
く
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
ど
ち
ら
か
で
も
欠
け
る
と

う
ま
く
行
か
な
い
と
い
う
の
が
、
先
ほ
ど
山
口
先
生

が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
最
後
の
結
論
に
近
い
も
の
で

3F o c u s

森 

晃
爾　
産
業
医
科
大
学　

副
学
長

「
産
業
保
健
の
現
状
と
疾
病
を
有
す
る

労
働
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
」

安心して
休めるという
制度的問題

病気という健康状態を
どう就業条件や就労に

翻訳するか

病気（がん）と
就労の両立支援
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す
。
そ
う
い
う
意
味
で
産
業
保
健
が
カ
バ
ー
し
て
い

る
範
囲
が
非
常
に
狭
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

逆
に
辞
め
て
し
ま
っ
た
後
で
も
、
医
療
の
側
で
は

辞
め
て
し
ま
っ
た
か
ど
う
か
、
仕
事
を
や
っ
て
い
る

か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
患
者
さ
ん
を
カ
バ
ー
で
き

る
の
で
す
が
、
産
業
医
と
か
産
業
保
健
が
カ
バ
ー
し

て
い
る
範
囲
は
働
い
て
い
る
、
雇
用
関
係
が
あ
る
こ

と
が
条
件
で
す
か
ら
、
そ
の
方
が
辞
め
た
後
に
ど
う

な
っ
て
い
っ
た
か
は
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
世
界

で
す
。

　

そ
う
い
う
限
界
が
あ
る
中
で
、
わ
れ
わ
れ
が
問
題

に
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
現
実
的
に

は
十
分
な
検
討
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
問
題

に
産
業
保
健
に
ど
こ
ま
で
期
待
で
き
る
の
か
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
が
「
期
待
で
き
る
の
か
」
と

言
う
と
無
責
任
な
言
い
方
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し

た
考
察
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
時
に
、今
の
産
業
保
健
が
ど
う
い
う
現
状
に
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

少
し
お
話
し
た
上
で
、
３
番
目
に
「
疾
病
を
有
す
る

労
働
者
へ
の
支
援
」
の
話
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

産
業
医
と
い
う
仕
事
自
体
は
、
平
成
８
年
に
労
働

安
全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
て
、
平
成
10
年
か
ら
産
業

医
を
す
る
た
め
に
は
最
低
50
時
間
の
研
修
を
受
け
て

初
め
て
産
業
医
と
し
て
選
任
さ
れ
る
と
い
う
選
任
要

件
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
産
業
医
が
す
で

に
７
万
人
以
上
日
本
に
は
い
る
わ
け
で
す
が
、
ど
こ

ま
で
そ
の
先
生
方
が
機
能
し
て
い
る
か
は
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
。
た
だ
最
近
の
大
企
業
を
見
て
み
る
と
、

連
結
決
算
を
起
因
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
企
業
単
位

で
、
ま
た
は
事
業
場
単
位
で
産
業
保
健
を
や
っ
て
い

た
も
の
を
、
企
業
グ
ル
ー
プ
で
す
べ
て
ケ
ア
を
し
て

い
く
と
い
う
産
業
保
健
チ
ー
ム
が
か
な
り
出
て
き
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
千
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
事
業
場
で

は
専
属
産
業
医
が
必
要
、
50
人
以
上
の
従
業
員
が
い

る
事
業
場
で
は
嘱
託
産
業
医
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
本
社
が
か
な
り
小
さ

く
な
っ
て
く
る
と
、
本
社
も
含
め
て
ど
こ
の
事
業
場

に
も
千
人
の
従
業
員
が
い
な
い
大
手
会
社
と
い
う
の

が
か
な
り
増
え
て
い
ま
す
。
た
だ
後
で
触
れ
ま
す
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
を
き
っ
か
け
に
、
た
と
え
ば

５
人
の
事
業
場
で
も
正
規
の
従
業
員
が
う
つ
に
な
れ

ば
、
会
社
は
同
じ
よ
う
な
リ
ス
ク
を
背
負
い
ま
す
の

で
、
会
社
に
所
属
す
る
１
名
の
専
属
の
産
業
医
を

雇
っ
て
、
千
人
以
上
の
従
業
員
が
い
な
く
て
も
、
分

散
事
業
場
を
含
め
て
カ
バ
ー
さ
せ
る
と
い
う
ケ
ー
ス

が
、
大
手
企
業
で
は
か
な
り
出
て
き
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
法
律
に
関
わ
ら
ず
専
属
産
業
医
を
選
任
す
る
と

い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
中
小
規
模
の
事
業
場
は
ど
う
か
と
言
い

ま
す
と
、
こ
こ
に
は
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
国
が
行
な
っ
て
い
る
産
業
医
の
選
任
率
の

調
査
で
も
50
〜
1
0
0
人
の
従
業
員
の
事
業
場
は
、

法
的
義
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
産
業
医
の
選
任

率
が
７
割
を
切
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
サ
イ
ズ
の
企
業
と
、
さ
ら
に
そ
れ
以

下
の
企
業
が
非
常
に
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
実
際

に
産
業
保
健
が
、
そ
し
て
専
門
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
受
け
た
産
業
医
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
範
囲
は
、
日

本
全
体
で
見
る
と
非
常
に
小
さ
い
の
だ
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
場
合
で
も
、
わ
れ
わ
れ
の
間

で
常
に
議
論
に
な
っ
て
い
た
の
が
、
産
業
医
と
臨
床

医
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
今
回
の
問
題
で
も

お
そ
ら
く
多
く
あ
り
ま
す
。
企
業
の
中
で
し
っ
か
り

と
機
能
す
る
産
業
医
と
、
社
会
的
要
因
を
し
っ
か
り

と
理
解
す
る
が
ん
の
専
門
医
が
両
方
い
れ
ば
、
お
そ

ら
く
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
う
ま
く
い
き
ま

す
。
あ
る
が
ん
患
者
さ
ん
を
は
さ
ん
で
両
方
と
も
に

そ
う
し
た
人
材
が
そ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
確
率
的
に

非
常
に
低
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

疾病と就労の両立支援が産業保健の側で
話題になってこなかった理由

●専門の産業医の関与が大手
企業に限られている

●中小規模の事業場では産業
医の選任率が7割を切る

●会社を辞めた後は追えない
（雇用関係が前提ゆえ）

カバーしている範囲の狭さ
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て
、
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
人
材
が

そ
ろ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

昔
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
東
京
本
社
に
お
い
て
は

診
療
所
が
あ
り
治
療
も
含
め
て
診
療
を
行
な
う
、
工

場
に
お
い
て
は
有
害
物
が
あ
り
、
有
害
要
因
に
対
し

て
対
策
を
立
て
て
い
く
と
い
う
非
常
に
か
け
離
れ
た

２
つ
の
こ
と
を
産
業
保
健
と
い
う
名
の
も
と
に
や
っ

て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
最
近
の
産
業
保
健
活
動

は
、
職
場
環
境
の
改
善
も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
と
か
過
重
労
働
の
問
題
が
非

常
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
て
、
こ
う
い
う
も

の
を
わ
れ
わ
れ
は
心
理
社
会
的
健
康
障
害
要
因
と
呼

ん
で
い
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
面
で
の
仕
事
が
ど

の
事
業
所
で
も
、
業
種
に
関
ら
ず
中
心
に
な
っ
て
い

て
、
時
間
を
非
常
に
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

こ
と
へ
の
対
応
を
臨
床
的
要
素
か
ら
考
え
て
み
ま
す

と
、
臨
床
的
要
素
を
診
断
治
療
的
要
素
と
い
う
こ
と

か
ら
み
る
と
、
産
業
医
の
関
わ
る
臨
床
的
要
素
は
非

常
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
以
前
の
よ
う
に
職
場
環
境
を
ど
う
し
よ

う
か
、
あ
る
い
は
集
団
を
ど
う
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
を
ど
う
扱
う

か
、
つ
ま
り
発
生
し
た
事
例
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う

こ
と
と
か
、
長
時
間
労
働
者
に
必
ず
面
接
し
て
、
そ

の
人
に
ど
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
か
、
ま
た

は
職
場
に
ど
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
よ
う

か
と
い
っ
た
、
個
別
対
応
と
い
う
こ
と
を
臨
床
的
要

素
と
考
え
る
と
、
産
業
医
の
機
能
と
し
て
は
、
そ
こ

の
部
分
は
非
常
に
分
厚
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
現
況
が
産
業
医
の
、
あ
る
い
は
産
業
保

健
の
現
状
で
す
が
、
そ
の
状
況
を
疾
病
を
有
す
る
労

働
者
へ
の
支
援
と
い
う
、
本
日
の
大
き
な
テ
ー
マ
に

交
差
さ
せ
て
み
ま
す
と
、
わ
れ
わ
れ
は
産
業
医
と
し

て
就
業
配
慮
を
や
る
、
つ
ま
り
何
ら
か
の
疾
病
あ
る

い
は
リ
ス
ク
を
持
っ
た
方
に
就
業
配
慮
を
す
る
時

に
、
非
常
に
困
る
の
は
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
リ
ス
ク

に
過
ぎ
な
い
の
で
、
ど
こ
ま
で
制
限
す
べ
き
か
と
い

う
判
断
を
常
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
点
で

す
。
ど
こ
か
で
話
し
合
い
、
納
得
感
を
得
る
か
た
ち

で
「
エ
イ
、
ヤ
ッ
」
と
や
る
場
合
が
多
い
で
す
。
そ

の
時
に
、
た
と
え
ば
慢
性
疾
患
の
よ
う
な
、
制
限
が

そ
の
人
の
職
業
人
生
に
比
較
的
大
き
な
影
響
が
あ
る

よ
う
な
疾
患
の
場
合
は
、
制
限
を
し
過
ぎ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
母
性
健
康
管
理
の
よ
う
な
、
つ
ま
り
一

定
期
間
、
ま
た
は
周
り
に
納
得
感
が
あ
る
よ
う
な
状

況
に
お
い
て
就
業
配
慮
を
す
る
時
に
は
、
で
き
る
だ

け
安
全
サ
イ
ド
に
立
っ
た
就
業
配
慮
を
意
見
と
し
て

出
す
こ
と
が
、産
業
医
と
し
て
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
も
が
ん
患
者
の
場
合
は
そ
の
間
に
あ
る
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
す
。
た
だ
そ
の
部
分
の
ス
タ
ン
ス
を

ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
議
論
が
ま
だ
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
か
ら
疾
病
を
有
す
る
労
働
者
へ
の
支
援
と
い

う
こ
と
で
は
、
支
援
状
況
に
与
え
る
要
因
と
し
て
、

制
度
的
要
因
、
共
感
的
要
因
、
業
務
的
要
因
の
３
つ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

制
度
的
要
因
と
し
て
は
、
や
は
り
復
職
支
援
と
い

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
こ
の
病
気
の
場
合
非
常
に
重
要
な

の
で
す
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
と
く
に
「
心
の
健
康
問
題
に
よ
り
休
業
し
た

労
働
者
の
職
場
復
帰
支
援
の
手
引
き
」
が
厚
生
労
働

省
か
ら
依
頼
、
多
く
の
企
業
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を

中
心
に
、
職
場
に
戻
っ
て
く
る
時
に
ど
う
い
う
手
順

を
踏
み
、
ま
た
は
情
報
を
集
め
て
就
労
配
慮
に
結
び

つ
け
て
い
く
か
と
い
う
制
度
が
か
な
り
整
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
と
て
も
こ
の
問
題
を
考
え
る
時
に

有
利
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
一
度
に
戻
れ
な
い
方
が
非
常
に

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
制
度

産業医と臨床医の連携

がん患者（両立支援）

企業の中でしっかりと
機能する産業医

社会的要因をしっかりと
理解するがんの専門医

コミュニケーション



PART1 F o c u s 3

33

が
あ
り
ま
す
。
職
場
に
戻
る
と
い
う
こ
と
は
「
労
働

す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
会
社
に
よ
っ

て
制
度
上
違
い
ま
す
が
、「
労
働
し
な
い
」
こ
と
を

前
提
の
制
度
も
含
め
て
、
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
と
い
う
制

度
を
制
度
上
設
け
る
企
業
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
支
援
状
況
に
は
プ
ラ
ス
に
働
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
一
方
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
は
、

も
う
一
度
再
燃
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。
先
ほ

ど
言
わ
れ
た
長
期
休
職
制
度
が
私
企
業
に
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
い
う
こ
と
と
少
し
違
う
感
想
を
持
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
大
手
企
業
の
場
合
、
け
っ
こ
う
休
職

制
度
は
長
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
が
知
る
範
囲
の

産
業
医
が
い
る
と
こ
ろ
で
は
１
・
５
年
か
ら
、
長
い

も
の
で
は
４
年
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

範
囲
内
で
、
何
度
か
休
む
場
合
に
、
休
職
期
間
を
ど

の
よ
う
に
延
長
す
る
か
、
つ
ま
り
通
算
す
る
か
と
い

う
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
１
ヵ
月

間
、
普
通
に
働
け
れ
ば
、
次
に
休
ん
で
も
、
一
度
休

職
期
間
は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
と
い
う
制
度
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。
こ
れ
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
当
て
は

め
る
と
何
度
も
何
度
も
休
み
、
そ
の
た
び
に
休
職
期

間
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
て
、
今
は
同
一
疾
患
に
対
し
て

リ
セ
ッ
ト
を
す
る
条
件
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
方
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
が
ん
患
者
の
就
労
支
援
と
い

う
こ
と
に
当
て
は
め
た
場
合
、
支
援
制
度
上
、
不
利

な
方
向
に
働
く
問
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
共
感
的
要
因
と
い
う
の
は
、
先
ほ
ど
職

場
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
、
得
ら
れ
な
い
か
と
い
う

こ
と
が
話
に
出
て
い
ま
し
た
が
、
病
気
と
い
う
種
類

か
ら
し
ま
す
と
、
少
な
く
と
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

問
題
よ
り
も
が
ん
の
問
題
の
ほ
う
が
共
感
的
理
解
は

得
ら
れ
や
す
い
わ
け
で
す
。
た
だ
翻
訳
が
き
ち
ん
と

さ
れ
て
い
な
い
と
、
そ
の
方
に
働
い
て
も
ら
っ
て
、

も
し
本
人
に
何
か
あ
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
こ
と
を
、過
剰
に
考
え
る
方
が
出
て
き
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
結
果
的
に
辞
め
る
と
い
う
話
が
出

て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

業
務
的
要
因
と
い
う
の
は
、
当
た
り
前
の
話
で
す

が
、
今
の
日
本
企
業
は
ど
こ
で
も
非
常
に
人
員
が
限

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、「
い
ち
ば
ん
困
る
の
は
、
正

直
に
言
っ
て
〝
休
ん
だ
り
、
出
て
き
た
り
〞
と
い
う

こ
と
を
繰
り
返
す
方
で
す
」
と
い
う
こ
と
を
み
な
さ

ん
は
っ
き
り
と
言
わ
れ
ま
す
。
が
ん
と
い
う
病
気
の

特
徴
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
は
い
ち
ば
ん
大
き
な
課
題

な
の
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
が
ん
患
者
の
就
労
を
産
業
保
健

の
立
場
か
ら
見
る
と
、
大
企
業
の
場
合
は
、
き
ち
ん

と
手
順
を
持
っ
て
や
っ
て
い
け
ば
比
較
的
う
ま
く
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
中
小
企

業
の
場
合
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
小
規

模
企
業
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
調
査
を
や
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
社
長
が
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
非
常

に
家
族
的
に
対
応
す
る
の
で
す
が
、
抱
え
き
れ
な
く

な
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
「
辞
め
て
も
ら
う
」
と
い
う

こ
と
が
実
際
に
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
に
産
業
保
健
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
が
、
ほ
と
ん
ど
手
が
回
っ
て
い
な
い
こ
と

を
考
え
る
と
、
こ
こ
の
部
分
は
産
業
保
健
に
ま
ず
期

待
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
は
非
正
規
労
働
者
が
非
常
に
増
え
て
い

ま
す
。
非
正
規
労
働
者
に
対
し
て
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
考
え
る
と
、
産
業
保
健
が
な
ん
と
か
で
き
る
、
期

待
を
持
て
る
と
い
う
範
囲
が
非
常
に
限
ら
れ
て
き
ま

す
。
こ
の
非
正
規
労
働
者
の
問
題
は
た
ぶ
ん
こ
の
が

ん
患
者
の
就
業
と
い
う
問
題
で
も
非
常
に
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

・復職支援プログラム　 プラス

・リハビリ出勤＋プラス

・休職制度の要件の締め付け
　 マイナス

疾病を有する労働者への支援

制度的要因

・職場の理解　 プラス

共感的要因

・休んだり、出てきたりが困る
→中小企業で特に厳しい
　 マイナス

業務的要因

＋ ＋

－

－
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私
の
話
は
、
抗
が
ん
剤
を
中
心
と
し
た
ヘ
ル
ス
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
す
な
わ
ち
医
療
技
術

評
価
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
を

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
に
生
か
し
た
経
験
な
ど
か

ら
、
研
究
方
法
論
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
効
用

の
評
価
と
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
測
定
法
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

　

今
回
の
研
究
の
一
つ
の
目
的
は
、
皆
様
方
が
お
話

し
さ
れ
た
よ
う
に
、
身
体
的
・
心
理
的
・
社
会
的
実

態
調
査
の
結
果
を
産
業
医
と
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
M
S
W
）
に
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
資

源
が
限
ら
れ
た
時
代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
測
定
が
職
場
復
帰
の
助
け
に
な

る
か
、
ど
の
よ
う
な
医
療
資
源
の
配
分
が
必
要
で
あ

ろ
う
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
研
究
デ
ザ
イ
ン
作
り
に

関
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
話
を
い
た
し
ま

す
。

　

従
っ
て
、
本
日
は
、「
効
用
」
の
意
味
と
測
定
法
、

そ
し
て
「
が
ん
等
勤
労
者
の
罹
患
率
の
高
い
疾
病
の

治
療
と
職
業
の
両
立
支
援
」
に
関
わ
る
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
測
定
法
と
い
う
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
的
な

お
話
を
少
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
「
効
用
」（utility

）
で
す
。
経
済
学
を
正

式
に
学
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
の
で
間
違
っ
た
ら
申
し

訳
な
い
の
で
す
が
、
効
用
と
い
う
も
の
は
、「
消
費

者
が
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得

る
主
観
的
な
満
足
の
度
合
い
」（
大
辞
泉
）
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。私
が
医
療
の
技
術
評
価
研
究
の
中
で
、

ど
う
し
て
こ
う
い
う
世
界
に
入
っ
た
か
と
申
し
ま
す

と
、
抗
が
ん
剤
の
治
療
を
や
っ
て
い
て
、
患
者
さ
ん

が
非
常
に
副
作
用
に
苦
し
ん
で
い
る
中
で
、
癌
治
療

学
会
と
か
臨
床
腫
瘍
学
会
で
は
カ
プ
ラ
ン
マ
イ
ヤ
ー

の
カ
ー
ブ
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
、
そ
れ
以
外
は
何
も

考
え
な
い
、
と
い
う
現
状
、
つ
ま
り
多
く
の
医
師
は

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
と
し
て
生
存
期
間
の
み
し
か
考
え

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
実
際
に
そ
れ
に
汲
々
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
が
ん
の
治
療
が
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ど
こ
か
で
立
花
隆
さ
ん

も
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
が
医
師
に
な
っ

た
1
9
8
1
年
頃
は
、
21
世
紀
ま
で
に
が
ん
を
克
服

で
き
る
治
療
法
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
は
非
常
に
手
ご
わ
い
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
医
師
が
生
存
期
間
を
気
に
す
る
の
は

職
業
と
し
て
当
然
で
す
が
、
先
ほ
ど
か
ら
お
話
が
あ

り
ま
し
た
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
や
一
般
の
方
の
視
点

に
立
て
ば
、
健
康
お
よ
び
生
活
ア
ウ
ト
カ
ム
が
非
常

に
重
要
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
、
患
者
会
の
活
動
を

通
じ
て
気
づ
き
ま
し
た
。
よ
く
考
え
て
み
た
ら
、
そ

う
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
と
評
価
し
て
エ
ビ
デ
ン
ス

を
出
し
て
い
る
研
究
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
気

づ
き
、
私
が
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
最
近
で
は
、
生
存
期
間
と
Q
O
L
を
掛
け

合
わ
せ
た
も
の
、
必
ず
し
も
掛
け
算
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
両
方
を
加
味
し
た
ア
ウ
ト
カ
ム
を
改
善

す
る
の
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
コ
ス
ト
が
社
会
的
に
か

か
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
評
価
す
る
医
療

経
済
評
価
に
私
の
研
究
の
中
心
は
移
っ
て
い
ま
す
。

医
療
経
済
評
価
の
中
で
は
、「
Q
O
L
に
関
す
る
価

値
観
や
選
好
の
度
合
」
と
い
う
も
の
を
、「
効
用
値
」

4F o c u s

下
妻 

晃
二
郎　
立
命
館
大
学　

総
合
理
工
学
院　

生
命
科
学
部　

教
授

「
が
ん
等
勤
労
者
の
罹
患
率
の
高
い
疾
病
の
治
療
と
職
業
の
両
立
支

援
に
係
る
社
会
的
効
用
と
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
測
定
に
つ
い
て
」
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と
い
う
指
標
で
測
る
こ
と
が
、
実
は
長
年
に
わ
た
っ

て
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
効
用
」
は
「
Q
O
L
」
とnearly equal

と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
経
済
の
先
生
方
に
は
、
効
果

は
Q
O
L
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
医
療
現
場
の
視
点
で
は
少
し
違
う

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
個

人
の
効
用
を
ま
ず
評
価
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
厚
生
経
済
学
で
は
、「
個
人
の
効
用

の
合
計
が
社
会
の
効
用
に
な
る
」
と
仮
に
考
え
て
い

ま
す
。
実
際
に
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
個
人

の
効
用
と
社
会
の
効
用
と
は
当
然
異
な
る
こ
と
も
多

い
の
で
す
が
、
一
応
個
人
の
効
用
の
合
計
が
社
会
の

効
用
を
構
成
す
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
、
費
用
対

効
用
、
費
用
対
効
用
の
測
定
を
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

　

効
用
値
の
測
定
法
で
す
が
、
簡
単
に
言
え
ば
「
想

定
で
き
る
最
低
の
健
康
状
態
あ
る
い
は
死
を
〝
０
〞、

想
定
で
き
る
最
高
の
健
康
状
態
を
〝
１
〞」
と
し
ま

す
。
そ
の
場
合
に
た
と
え
ば
乳
癌
術
後
患
者
さ
ん
の

効
用
値
は
0
・
8
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
使
い
ま

す
。
臨
床
家
か
ら
見
た
ら
け
っ
こ
う
粗
い
評
価
を
し

ま
す
。
身
体
面
、
心
理
面
、
社
会
面
と
い
う
少
な
く

と
も
３
つ
や
、
そ
れ
に
機
能
面
な
ど
を
加
え
た
多
要

素
で
構
成
さ
れ
る
Q
O
L
な
の
で
す
が
、
無
理
矢
理

一
つ
の
尺
度
に
押
し
込
め
た
や
り
方
で
す
。
な
ぜ
そ

う
す
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
生
存
期
間
、
効
用
値

（
Q
O
L
）、コ
ス
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
統
合
指
標（
代

表
例
：
費
用
効
用
比Cost/Q

uality－
A
djusted 

Life Y
ear

﹇
Q
A
L
Y
﹈）
を
、
医
療
経
済
学
や
医

療
管
理
学
に
お
い
て
、
医
療
資
源
配
分
の
指
標
と
し

て
用
い
た
い
た
め
で
す

　

日
本
で
は
な
か
な
か
社
会
的
に
し
っ
か
り
と
し
た

費
用
調
査
そ
の
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
い
乳
癌
で

は
臨
床
試
験
の
中
な
ど
で
評
価
さ
れ
デ
ー
タ
が
積
み

重
ね
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
他
の
が
ん
種
で
は
私

の
知
る
限
り
そ
れ
ほ
ど
調
査
が
さ
れ
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
の
研
究
で
は
、
実
態
調
査
を

す
る
だ
け
で
も
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、最
終
的
に
は
、

最
初
に
行
う
横
断
研
究
に
引
き
続
き
経
時
的
に
調
査

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、就
労
復
帰
を
予
測
す
る
式（
最

初
に
研
究
計
画
を
作
ら
れ
た
先
生
方
は
ク
リ
ニ
カ
ル

ス
コ
ア
、
と
名
付
け
て
お
ら
れ
ま
す
）
を
作
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
ハ
イ
リ
ス
ク
、
ア
ッ
ト

リ
ス
ク
の
患
者
さ
ん
を
ま
ず
選
び
出
す
作
業
を
し
ま

す
。
次
に
、
ア
ッ
ト
リ
ス
ク
の
患
者
さ
ん
に
M
S
W

の
方
や
産
業
医
が
集
中
的
に
関
わ
る
効
率
の
い
い
介

入
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
そ
の
費
用
対
効
果
、
費

用
対
効
用
を
見
た
ら
ど
う
か
と
い
う
提
案
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

研
究
期
間
的
に
無
理
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
最

初
の
計
画
の
よ
う
に
経
時
的
調
査
を
省
略
し
て
い
き

な
り
介
入
調
査
も
あ
り
う
る
か
と
も
思
う
の
で
す

が
、
そ
の
場
合
は
、
後
づ
け
解
析
に
は
な
り
ま
す
が
、

ハ
イ
リ
ス
ク
で
あ
っ
た
方
と
そ
う
で
な
い
方
と
で
、

ど
の
く
ら
い
費
用
対
効
果
が
異
な
る
の
か
、
と
い
う

よ
う
な
見
方
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

費
用
対
効
果
は
、
実
際
に
は
費
用
効
用
比
あ
る
い

は
増
分
費
用
効
用
比
で
み
ま
す
。
増
分
費
用
効
用

比
と
い
う
の
は
、
臨
床
試
験
な
ど
で
見
る
場
合
に

は
、
対
照
群
あ
る
い
は
標
準
治
療
群
と
較
べ
て
、
治

療
群
で
生
存
期
間
を
完
全
な
Q
O
L
で
の
１
年
間

（
1
Q
A
L
Y
）
を
延
ば
す
た
め
に
い
く
ら
か
か
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
1
Q
A
L
Y 

の
延
長
に
ど

の
く
ら
い
の
お
金
を
か
け
る
こ
と
が
社
会
的
に
許
さ

れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
国
よ
っ
て
異
な
る
は
ず
で

す
が
、あ
る
程
度
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
出
て
い
ま
す
。

W
illingness to pay

（
W
T
P
）（
支
払
意
思
）
と

い
う
指
標
の
調
査
を
行
っ
て
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
は
日
本
円
に
直
し
て
、
約
5
0
0

〜
8
0
0
万
円
と
い
う
と
こ
ろ
が
合
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
の
調
査
で
も
、
私
の
共
同
研
究
者
が
同

じ
よ
う
な
数
値
を
出
し
て
い
ま
す
。
限
界
の
あ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
も

ア
ジ
ア
の
国
々
で
も
だ
い
た
い
欧
米
と
そ
う
変
わ
ら

質で調整した生存年
ここでは、質 ≒ QOL ≒ 効用値
■費用効用比では、「効用」の一つの単位として
「QALY」が用いられている

Quality-Adjusted Life Year
（QALY）
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な
い
値
が
出
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
も
の
を

一
つ
の
指
標
と
し
て
、
わ
が
国
の
M
S
W
あ
る
い
は

産
業
医
に
よ
る
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ど
の
よ
う
な
費

用
対
効
果
、
費
用
対
効
用
を
示
す
か
、
が
こ
の
研
究

で
わ
か
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Q
uality－

A
djusted Life Y

ear

（
Q
A
L
Y
）

と
い
う
考
え
方
を
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
ま
す

と
、
生
存
年
x
Q
O
L
あ
る
い
は
効
用
値
、
と
い

う
も
の
で
、
た
と
え
ば
効
用
値
が
0
・
4
で
あ
れ

ば
、
0
・
4
Q
A
L
Y
、
と
い
う
単
位
で
考
え
ま
す
。

Q
A
L
Y
の
概
念
モ
デ
ル
と
し
ま
し
て
は
、
生
存
時

間
だ
け
で
し
た
ら
、
対
照
群
と
治
療
群
の
差
は
生
存

期
間
だ
け
を
見
て
い
た
の
で
す
が
、
も
し
健
康
度
や

Q
O
L
が
測
れ
る
と
し
た
ら
、
ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
よ

う
な
面
積
で
差
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の

が
概
念
モ
デ
ル
で
す
。

　

実
際
の
臨
床
研
究
等
で
も
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
他
の
研
究
者
の
デ
ー
タ
で
す
が
、
単
純
に

生
存
期
間
の
差
と
実
際
の
C
o
s
t
/
Q
A
L
Y
で

や
っ
た
場
合
で
は
お
勧
め
の
治
療
法
の
優
先
順
位
が

変
わ
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
い
う
デ
ー
タ
も

出
て
い
ま
す
。

効用値は生存期間やコストと
組み合わせて使うことが多い

●費用効用比
Cost-Utility Ratio：CUR

■Cost / QALY
＝1QALY生存するためにかかる費用

●増分費用効用比
Incremental Cost-Utility Ratio：ICUR

■Incremental Cost / QALY
＝「対照群」と比べて「治療群」で生存期
間を1QALY延長するためにかかる費用

QALY League Table - 治療間比較

Cost/QALY
（£ Aug 1990）

220

240

270

490

940

1,100

1,180

1,140

1,480

2,090

4,710

5,780

7,840

14,150

17,260

18,830

19,870

21,970

54,380

107,780

126,290

コレステロール検査と食事療法（40-69才）

頭部外傷に対する脳神経外科的治療

GPによる禁煙指導

クモ膜下出血に対する脳神経外科的治療

脳卒中予防のための高血圧治療（45-64才）

ペースメーカー装着

股関節人工骨頭置換手術

大動脈狭窄症に対する弁置換手術

コレステロール検査と治療

冠動脈バイパス手術（左主幹部病変、重度の狭心症）

腎臓移植

乳がんスクリーニング

心臓移植

コレステロール検査と段階的治療（25-39才）

家庭での血液透析

冠動脈バイパス手術（1枝病変、軽度の狭心症）

腹膜透析

病院での血液透析

透析患者の貧血に対するエリスロポエチン療法（死亡率10%減少と仮定）

悪性脳腫瘍に対する脳神経外科的治療

透析患者の貧血に対するエリスロポエチン療法（死亡率減少なしと仮定）

Maynard（1991）

QALYの概念モデル

健
康
度
／Q

O
L

治療群

対照群

生存時間
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英
国
で
は
、
N
I
C
E
と
い
う
政
府
関
連
機
関
の

組
織
が
あ
り
、医
薬
品
や
医
療
機
器
の
費
用
対
効
果
・

費
用
対
効
用
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が

公
的
資
金
に
よ
る
償
還
に
値
す
る
か
に
つ
い
て
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
Q
A
L
Y

に
関
す
る League T

able 

と
い
う
も
の
を
作
っ
て

い
ま
す
。
実
際
の
公
的
資
金
に
よ
る
償
還
に
Ｏ
Ｋ
を

出
す
か
ど
う
か
は
、
主
に
こ
の
値
と
実
際
に
罹
患
し

て
い
る
方
の
人
数
を
掛
け
て
考
え
ま
す
。
単
に
こ
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
エ
ビ
デ
ン

ス
を
出
し
て
国
民
に
説
明
を
し
て
医
療
政
策
を
決
め

て
い
ま
す
。
日
本
で
も
こ
れ
か
ら
こ
う
い
う
よ
う
な

考
え
方
が
で
て
こ
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。
20

年
前
に
医
療
崩
壊
し
た
英
国
が
せ
っ
か
く
こ
う
い
う

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
考
え
て
や
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
か

ら
、参
考
に
し
な
い
手
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ま
ま
導
入
は
全
く
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
は
、
適
正
な value based pricing 

と
い
う
も

の
の
日
本
版
と
し
て
ど
う
い
う
も
の
が
で
き
る
の
か

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

効
用
値
の
測
定
に
つ
い
て
、
本
日
は
こ
れ
以
上
詳

し
く
説
明
し
ま
せ
ん
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
は

評
点
尺
度
法
（Rating scale

:RS

）、
基
準
的
賭

け
法
（Standard Gam

ble
:SG

）、
時
間
得
失
法

（T
im
e T
rade -O

ff:T
T
O

）
と
い
う
３
つ
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。
な
か
な
か
こ
の
方
法
を
実
際
に
患
者

さ
ん
に
や
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
タ
イ
ム
ボ
ー
ド

な
ど
を
使
っ
た
り
工
夫
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
や
は
り
難
し
い
の
で
、
実
際
に
は
E
Q－

5
D

（EuroQ
ol-5D

im
ension

：「
移
動
の
程
度
」、「
身

の
回
り
の
管
理
」、「
ふ
だ
ん
の
生
活
」、「
痛
み
・
不

快
感
」、「
不
安
・
ふ
さ
ぎ
こ
み
」
の
５
項
目
に
答
え

る
こ
と
に
よ
り
、
対
応
す
る
T
T
O
の
値
が
算
出
で

評点尺度法
（RS）

想像できる最高の健康状態

想像できる最悪の健康状態 or 死

等価値となる場合のP

完全な健康状態

即死

現在の状態 i

基準的賭け法
（SG）

時間得失法
（TTO）

1
0.7

0

P

1.0

0

1-P

x / t
hi

x t

完全な健康状態

現在の状態 i

時間i で t 年生きれるとする。神様が完全な健康の 
x 年と交換してくれるとすると、x は何年か？

効用値測定の3つの方法（直接測定法）

「移動の程度」、「身の回りの管理」、「ふだんの生活」、「痛み・
不快感」、「不安・ふさぎこみ」の5項目に答えることにより、
対応するTTOの値が算出できるようになっている。

■EQ-5Dの他に、Health Utility Index（HUI）も
　世界的に良く用いられる。

EQ-5Dによる効用値の測定（間接測定法）
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き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
）
と
い
う
よ
う
な
も
の
を

使
い
ま
す
。
一
見
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
型
の
Q
O
L
尺
度

の
よ
う
に
見
え
て
、
効
用
値
へ
変
換
で
き
る
換
算
表

が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
英
国
と
日
本
で
こ
の
換
算

表
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
研
究
で
も
こ
れ
を
使
わ
せ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
シ
ナ
リ
オ
を
提
示
し
て

行
っ
た
結
果
で
す
が
S
G
と
い
う
西
洋
が
好
む
方
法

だ
け
少
し
値
が
は
ず
れ
て
い
ま
す
が
、
他
の
R
S
、

T
T
O
、
E
Q－

5
D
は
同
じ
よ
う
な
信
頼
性
の
高

い
値
が
出
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
方
法
を
今
回
も
使

わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
何
か
お
役
に
た
て
る
デ
ー

タ
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
お
話
で
す
。
医

療
経
済
評
価
は
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
評
価
す

る
か
が
大
事
な
の
で
す
が
、
一
般
的
に
は
社
会
全
体

の
視
点
で
の
評
価
が
最
も
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て

い
て
い
ま
す
（
ス
ラ
イ
ド
「
医
療
経
済
評
価
・
分
析

の
視
点
」
参
照
）。
実
は
こ
の
視
点
が
医
師
に
一
番

欠
け
が
ち
だ
と
私
自
身
の
反
省
も
含
め
て
思
っ
て
い

ま
す
。
現
場
が
良
け
れ
ば
そ
れ
で
す
べ
て
良
し
、
と

い
う
時
代
で
は
今
や
全
く
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
費
用
の
計
算
で
す
。
基
本
的
に
は
費
用
の

種
類
は
、
直
接
費
用
と
間
接
費
用
に
分
か
れ
ま
す
。

直
接
費
用
と
い
う
の
は
何
ら
か
の
形
で
直
接
患
者
さ

医療経済評価・分析の視点
─ 「視点」をまず明らかにして議論を行うことが重要 ─

視　点 目　的 費用の範囲

国民・患者・家族

医療機関

支払い者

社会全体
（最も望ましい）

・個々の国民・患者・家族の臨床判断

・患者の代理としての個別臨床判断
・医療機関経営における意思決定

・保険償還の決定、価格決定の参考

・社会的な医療政策の決定
・理想的な医療システムの構築

・保険システム内の費用

・すべての経済的費用が含まれる

・国民・患者・家族が負担する医療・ヘルス
ケア関連費用
　（自己負担、OTC*、介護、健康増進・予防などを含む）

・医療機関内の費用
・他の医療機関での費用、保険システムの費
用は含まれない

*Over the counter drug：医師の処方箋なしで購入できる医薬品 やさしく学ぶ薬剤経済学
坂巻弘之著、じほう社　より改変

EQ-5Dの回答の効用値への換算表
（Tariff）

池上直己、下妻晃二郎　他：臨床のためのQOL
評価ハンドブック、医学書院、2001．p16
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ん
が
支
払
っ
て
い
る
費
用
で
す
。
そ
の
中
で
は
直
接

医
療
費
と
直
接
非
医
療
費
が
あ
り
ま
す
。
直
接
医
療

費
は
日
本
の
場
合
、
実
際
の
費
用
が
病
院
か
ら
得
ら

れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
仕
方
な
く
レ
セ
プ
ト
か
ら

計
算
し
ま
す
。
直
接
非
医
療
費
は
、
た
と
え
ば
乳
癌

で
言
い
ま
す
と
、
補
整
具
で
あ
る
と
か
、
サ
プ
リ
メ

ン
ト
、
健
康
食
品
な
ど
に
使
っ
て
い
る
費
用
、
交
通

費
な
ど
で
す
。
間
接
費
用
は
、
直
接
は
払
っ
て
い
ま

せ
ん
が
今
回
の
研
究
テ
ー
マ
に
非
常
に
関
係
し
て
く

る
と
思
い
ま
す
が
、
損
失
費
用
で
す
。
労
働
損
失
な

ど
機
会
費
用
で
す
。
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め

の
費
用
と
か
、
ご
主
人
に
送
り
迎
え
し
て
も
ら
っ
た

た
め
に
ご
主
人
か
ら
得
ら
れ
た
は
ず
の
収
入
が
失
わ

れ
た
と
い
う
よ
う
な
費
用
で
す
。
こ
れ
ら
を
ト
ー
タ

ル
に
評
価
し
な
い
と
社
会
的
に
は
意
味
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
あ
る
臨
床
試
験
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
う

い
う
費
用
を
算
出
す
る
方
法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

費
用
分
析
法
の
種
類
と
し
て
は
、
費
用
最
小
化
分

析
、
費
用
効
果
分
析
、
費
用
効
用
分
析
、
費
用
便
益

分
析
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
費
用
最
小
化
分
析
と
い
う

の
は
、
同
じ
効
果
で
あ
れ
ば
安
い
ほ
う
が
い
い
と
い

う
当
た
り
前
の
話
で
す
。
こ
れ
は
な
か
な
か
医
療
で

は
使
え
な
い
や
り
方
で
す
。
費
用
効
果
分
析
と
費
用

効
用
分
析
を
使
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
費
用
効
果
分

析
は
１
単
位
の
効
果
の
指
標
を
決
め
て
や
る
と
い
う

こ
と
で
、
必
ず
し
も
先
ほ
ど
の
よ
う
な
生
存
期
間
で

や
る
と
か
、
Q
O
L
に
規
定
す
る
必
要
は
な
く
、
検

査
値
な
ど
に
意
味
を
持
た
せ
て
も
い
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
費
用
効
果
分
析
の
内
の
一
つ
の
か
た
ち
と
し

て
Q
O
L 

x 

生
存
期
間
と
い
う
も
の
で
求
め
た
費

用
効
用
分
析
が
今
回
は
使
え
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

直接費用
Direct cost

直接医療費
Direct health care cost

間接費用（生産性費用）
Indirect cost（productivity cost）

直接非医療費
Indirect health care cost

医療機関に
支払われる費用

通院費用
疾病に関連する
補装具の購入費

労働時間損失を
機会費用として算出

病院からレセプト（紙媒体、電子媒体）を回収 患者へのアンケート調査により情報収集

収集する費用の内訳と収集方法

分析法の種類

❶  費用最小化分析
cost-minimization analysis： CMA

❷  費用効果分析
cost-effectiveness analysis： CEA

❸  費用効用分析
cost-utility analysis： CUA

❹  費用便益分析
cost-benefit analysis： CBA
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●
吉
谷　

真
治
（
司
会
）　

そ
れ
で
は

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
小
テ
ー
マ
を
挙
げ
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

（1）　

非
正
規
労
働
者
の
増
加
や
家
族
、

会
社
の
社
会
保
障
機
能
の
低
下
と

い
っ
た
社
会
の
変
容
が
、
臨
床
の
現

場
や
産
業
保
健
の
現
場
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
。

（2）　

が
ん
治
療
の
現
状
（
医
療
技
術
の

進
歩
等
）
と
、
治
療
と
職
業
の
両
立

支
援
の
た
め
の
課
題
に
つ
い
て

（3）　

両
立
支
援
の
あ
り
方
、
具
体
的
方

策
に
つ
い
て

（4）　

が
ん
の
治
療
と
職
業
の
両
立
支
援

に
係
る
費
用
対
効
果
と
測
定
法
に
つ

い
て

（5）　

今
後
の
研
究
の
方
向
性
（
機
構
に

期
待
す
る
こ
と
）
に
つ
い
て

　

こ
の
5
つ
に
つ
い
て
先
生
方
か
ら
お

話
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
1
番
目
の
「
非
正
規
労
働

者
の
増
加
や
家
族
、
会
社
の
社
会
保
障

機
能
の
低
下
と
い
っ
た
社
会
の
変
容

が
、
臨
床
の
現
場
や
産
業
保
健
の
現
場

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る

か
」
で
す
が
、
先
ほ
ど
の
森
先
生
の
お

話
の
中
で
も
少
し
出
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

●
森　

晃
爾　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
会

社
側
の
制
度
で
ど
の
く
ら
い
カ
バ
ー
で

き
る
の
か
と
い
う
こ
と
と
、
一
般
の
社

会
資
源
が
ど
う
ケ
ア
で
き
る
か
と
い
う

組
み
合
わ
せ
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す

が
、
や
は
り
非
正
規
労
働
者
と
い
う
の

は
会
社
の
制
度
に
よ
る
カ
バ
ー
を
受
け

ら
れ
る
範
囲
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
実
際
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題

で
あ
っ
て
も
他
の
疾
患
の
問
題
で
あ
っ

て
も
、
企
業
で
で
き
る
こ
と
は
、
制
度

が
定
め
ら
れ
て
労
働
契
約
や
就
業
規
則

の
中
に
あ
る
と
い
う
条
件
に
お
い
て
何

が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

以
上
の
こ
と
は
企
業
で
は
で
き
な
い

し
、
産
業
医
も
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
と

い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
条

件
が
整
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
ほ
と
ん

ど
そ
こ
か
ら
先
へ
は
進
め
ま
せ
ん
。

非
正
規
労
働
者
ヘ
の
対
応 

│ 

大
企
業
の
人
事
構
成
も
限
界
状
況

医療事業部勤労者医療課長　吉谷 真治司会
進行

D i s c u s s

（発言順）

産業医科大学副学長　森 　晃爾
東洋大学経済学部総合政策学科教授　今村 　肇

静岡県立静岡がんセンター総長　山口　 建
立命館大学総合理工学院生命科学部教授　下妻 晃二郎

（以下、独立行政法人労働者健康福祉機構より）

理事長　伊藤 庄平
東京労災病院院長　野村 和弘

総括研究ディレクター　関原 久彦
特任研究ディレクター　嶋田　 紘

東京労災病院両立支援・がん分野主任研究者　門山　 茂

がんの治療と職業の
両立支援に向けて
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産
業
医
側
と
か
産
業
看
護
職
側
か
ら

す
る
と
、
自
分
た
ち
の
サ
ー
ビ
ス
対
象

は
で
き
る
だ
け
同
じ
レ
ベ
ル
の
、
同
じ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
誠
実
に
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
最
近
は
雇
用

条
件
が
人
に
よ
っ
て
違
い
、
差
を
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

は
何
、
制
度
は
何
と
い
う
こ
と
を
意
識

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
、
よ
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
健
康
な
時
は

問
題
な
い
の
で
す
が
、
健
康
問
題
を
抱

え
た
場
合
に
こ
の
問
題
は
非
常
に
大
き

な
影
響
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
す
で

に
そ
う
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●
吉
谷　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

非
正
規
労
働
者
、
あ
る
い
は
中
小
企
業

に
つ
い
て
は
、
会
社
側
の
カ
バ
ー
が
非

常
に
し
づ
ら
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

●
森　

例
え
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ば
か

り
で
恐
縮
で
す
が
、
リ
ワ
ー
ク
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
あ
の
よ
う
な
社

会
的
資
源
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き

た
時
に
、
そ
の
情
報
を
し
っ
か
り
理
解

し
て
い
る
の
は
や
は
り
大
企
業
な
の
で

す
。
そ
う
す
る
と
社
会
資
源
を
せ
っ
か

く
作
っ
て
い
る
の
に
、
い
ち
ば
ん
恵
ま

れ
て
い
る
大
企
業
が
制
度
的
に
使
い
、

そ
の
よ
う
な
情
報
に
対
し
て
な
か
な
か

ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
中
小
企
業
が
、
そ

の
制
度
を
使
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
さ
ら
に
格
差
が

出
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
点
も
医
療
側
か
ら
見
た

時
に
、
ぜ
ひ
情
報
提
供
の
よ
う
な
部
分

に
配
慮
し
な
が
ら
や
っ
て
い
た
だ
か
な

い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

●
吉
谷　

こ
の
第
1
の
小
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
先
生
方
か
ら
何
か
ご
質
問
、
ご

意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
今
村　

肇　

ひ
と
つ
だ
け
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
大
企
業
が
整
備
さ
れ

て
い
る
と
い
う
話
が
出
て
い
ま
す
が
、

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
大
企

業
と
い
う
の
は
、
今
は
当
然
株
式
会
社

と
か
営
利
企
業
を
考
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
う
い
う
企
業
で
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
競
争
の
中
で
勝
ち
残
っ
て
い
く

た
め
に
ど
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
も
ち
ゃ
ん
と
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
整
備

さ
れ
て
い
る
中
で
も
過
労
死
を
は
じ

め
、
い
ろ
い
ろ
な
勤
労
状
況
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
の
持
っ
て
い
る

目
的
に
対
し
て
、
こ
う
い
う
疾
病
患
者

が
コ
ス
ト
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
意
識

さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
れ
ば
、
当
然
そ

れ
は
排
除
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　

先
ほ
ど
の
山
口
先
生
の
ご
報
告
に

あ
っ
た
よ
う
に
、
ち
ゃ
ん
と
投
資
を
す

れ
ば
、
そ
れ
が
元
を
と
っ
て
返
っ
て
く

る
の
だ
と
い
う
発
想
を
、
大
企
業
に
お

い
て
も
き
ち
ん
と
理
解
さ
れ
て
い
な
い

と
、
完
全
な
疾
病
患
者
の
就
労
環
境
の

森　晃爾　（もり・こうじ）
産業医科大学副学長。
1986年、産業医科大学医学部卒業。1990年、
産業医科大学大学院博士課程修了。（財）西日本
産業衛生会北九州産業衛生診療所健康管理部長、
エクソンモービル（有）医務産業衛生部統括部長、
産業医科大学産業医実務研修センター所長等を経
て、2005年より現職。
主研究領域：産業医学、産業医実務教育。

今村　肇　（いまむら・はじめ）
東洋大学経済学部総合政策学科　教授。同大大
学院経済学研究科経済学専攻　主任。1920年、
慶応義塾大学経済学部卒業。1981年、医学博
士号（東京大学）取得。1927年、同大大学院
商学研究科博士課程（計量経済学専攻）単位取得
退学。東洋大学経済学部専任講師、同助教授を経
て、1995年より現職。
研究領域：社会経済システム設計における社会的
経済・社会関係資本の貢献に関する日欧比較研究、
各国の社会経済におけるソーシャル・キャピタル形
成と組織のガバナンスの国際比較研究。
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救
済
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
大

企
業
に
お
い
て
も
問
題
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、

そ
れ
が
日
本
に
お
け
る
就
労
の
中
の
か

な
り
の
割
合
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、

そ
こ
は
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
伊
藤　

庄
平　

非
正
規
労
働
者
の
労

働
と
病
気
と
の
両
立
と
い
う
問
題
は
も

ち
ろ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
同
時
に
非
正

規
労
働
者
を
入
れ
て
、
コ
ア
の
人
材

は
、
長
期
雇
用
、
終
身
雇
用
と
考
え
る

労
務
構
成
、
人
事
構
成
と
い
う
も
の
が

か
な
り
ギ
リ
ギ
リ
に
絞
ら
れ
て
い
る
中

で
、
そ
の
長
期
雇
用
、
終
身
雇
用
に

な
っ
て
い
る
人
の
治
療
と
仕
事
の
両
立

に
し
て
も
、
企
業
に
と
っ
て
は
相
当
ギ

リ
ギ
リ
の
状
態
で
判
断
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
あ
る
意
味
で
は
そ
の
人
の
持

つ
人
材
と
し
て
の
価
値
と
治
療
の
か
ね

あ
い
で
、
治
療
が
ど
の
く
ら
い
の
重
み

を
持
ち
、
人
材
と
し
て
の
価
値
を
ま
っ

た
く
喪
失
さ
せ
な
い
で
維
持
す
る
、
仕

事
も
大
事
な
時
に
は
化
学
療
法
も
医
師

が
加
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て

く
れ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
か
と
思
い

ま
す
。
企
業
の
労
務
構
成
、
人
事
構
成

が
タ
イ
ト
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
こ
の

人
を
残
し
て
も
大
丈
夫
で
す
と
言
う
た

め
に
は
、
人
材
と
し
て
の
質
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
う
い
う
治
療
体
系
で
あ
れ
ば

こ
の
人
を
残
せ
る
と
企
業
が
判
断
で
き

る
よ
う
な
情
報
提
供
を
ど
こ
ま
で
で
き

る
か
、
と
い
う
こ
と
と
の
か
ね
あ
い
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

●
山
口　

建　

今
こ
こ
で
話
さ
れ
て
い

る
の
は
正
規
に
お
勤
め
さ
れ
て
い
る
方

と
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
非
正

規
の
場
合
は
パ
ー
ト
の
女
性
が
か
な
り

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
な
ぜ

か
と
申
し
ま
す
と
、
女
性
の
代
表
的
な

が
ん
で
あ
る
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
と
い

う
の
は
ピ
ー
ク
が
40
・
50
代
に
き
ま
す
。

企
業
で
正
規
労
働
者
と
し
て
働
い
て
い

る
男
性
の
病
気
で
あ
る
胃
が
ん
、
肺
が

ん
等
々
は
だ
い
た
い
60
代
以
降
で
す
。

し
た
が
っ
て
女
性
に
問
題
が
非
常
に
起

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
と
く
に
パ
ー
ト

女
性
に
問
題
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
現
在
の
経
済
不
況
に
よ
っ
て

一
般
の
非
正
規
労
働
者
に
問
題
が
起
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
が
ん
患
者
の

雇
用
に
非
常
に
大
き
な
影
響
が
及
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
か
と
現
場
で
は
感
じ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
病
院
に
相
談
に
来
ら
れ
る

方
が
企
業
で
す
と
労
務
の
担
当
で
す
。

人
事
の
担
当
と
労
務
の
担
当
は
考
え
方

が
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
医
師
と
し
て

対
応
す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
労
務
担
当

者
で
す
。
労
務
担
当
者
に
は
犠
牲
も
や

む
な
し
と
い
う
視
点
が
あ
り
ま
す
。
大

企
業
で
も
、
厳
し
い
こ
と
を
い
う
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
企
業
の
考
え
方

も
含
め
て
視
野
に
入
れ
て
お
か
な
い

と
、
両
立
支
援
と
い
う
問
題
は
な
か
な

か
取
り
組
み
に
く
い
だ
ろ
う
と
い
う
気

が
し
て
い
ま
す
。

　

3
点
目
に
1
つ
だ
け
デ
ー
タ
を
申
し

上
げ
ま
す
。N
H
K
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

「
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
当
時
に
仕
事
に

つ
い
て
誰
に
相
談
し
ま
し
た
か
」
と
い

う
設
問
に
対
し
て
、
や
は
り
企
業
に
は

話
し
に
く
い
の
で
し
ょ
う
、「
主
治
医
」、

「
病
院
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
多

く
、「
産
業
医
」
と
い
う
項
目
も
設
け

て
い
る
の
で
す
が
、
た
っ
た
1
・
8
％

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
会
社
の

上
司
・
同
僚
」
に
は
36
・
5
％
の
方
が

相
談
を
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

り
ま
す
。

●
下
妻　

晃
二
郎　

今
の
こ
と
に
関
連

し
て
気
づ
い
た
こ
と
で
す
が
、
医
療
経

済
評
価
の
と
こ
ろ
で
、
社
会
的
立
場
か

ら
見
る
の
は
大
事
だ
と
い
う
話
を
し
ま

し
た
が
、
大
事
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し

た
が
、
企
業
側
に
と
っ
て
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
い
う
視
点
か
ら
も
医
療
経
済

評
価
で
見
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

山口　建　（やまぐち・けん）
静岡県立静岡がんセンター　総長・研究所長。静
岡県理事も務める。
1974年、慶應義塾大学医学部卒業。国立がんセ
ンター研究所内分泌部部長、同研究所細胞増殖因
子研究部部長、同研究所副所長を経て、2002年
より現職。この間、宮内庁御用掛も務める。
研究領域：乳がん治療、腫瘍マーカー、がんの社
会学。
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も
う
ひ
と
つ
、
主
治
医
は
相
談
を
受

け
て
い
る
の
で
す
が
、
柔
軟
な
労
働
環

境
を
提
供
で
き
る
産
業
医
の
先
生
と
は

ほ
と
ん
ど
相
談
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
そ
の
方
た
ち
に
「
ど
う
し
て
で
す

か
」
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
ら
、

ひ
と
つ
は
守
秘
義
務
で
し
た
。
が
ん
の

患
者
さ
ん
の
こ
と
を
ど
こ
ま
で
、
ど
の

よ
う
に
話
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
た
産
業
医
の
先
生
は
同
じ

医
師
と
い
う
範
疇
で
す
が
、
衛
生
委
員

会
と
か
、
新
た
な
復
職
委
員
会
と
い
う

も
の
を
設
け
た
ら
ど
う
で
す
か
と
い
う

こ
と
も
聞
い
た
の
で
す
が
、
そ
う
し
た

と
こ
ろ
に
個
人
情
報
を
ど
こ
ま
で
開
示

し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
少
し

ネ
ッ
ク
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
の
で
す

が
、
森
先
生
な
ど
は
個
人
情
報
保
護
と

守
秘
義
務
と
い
う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う

な
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
の
か
少
し
教
え

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
森　

最
近
復
職
の
制
度
が
整
っ
て
き

た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く

の
場
合
、
適
切
な
方
法
は
や
は
り
産
業

医
が
中
心
と
な
る
よ
り
は
、
人
事
労
務

が
中
心
と
な
っ
て
産
業
医
が
そ
こ
に
関

与
し
、
職
場
を
含
め
て
意
見
を
出
し

合
っ
て
最
終
的
に
事
業
者
が
判
断
を
す

る
と
い
う
流
れ
で
す
。
そ
の
中
で
ど
こ

ま
で
個
人
情
報
を
出
せ
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
最
終
的
に
職
場
の
中
に

戻
っ
た
時
に
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
就

労
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
あ

る
い
は
安
全
配
慮
義
務
を
負
う
の
は
事

業
者
の
ほ
う
な
の
で
、
ど
う
し
た
ら
逆

に
積
極
的
に
必
要
な
情
報
を
出
せ
る
か

と
い
う
こ
と
を
産
業
医
は
考
え
た
ほ
う

が
い
い
と
私
は
思
い
ま
す
し
、
多
く
の

産
業
医
は
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　

情
報
を
出
せ
る
の
は
本
人
の
同
意
が

あ
っ
た
時
で
す
。「
守
秘
義
務
が
あ
る

か
ら
情
報
は
出
せ
ま
せ
ん
」
と
つ
っ
ぱ

ね
、
そ
の
結
果
本
人
に
適
切
な
配
慮
が

さ
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
私
は
最
悪
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
あ
な
た
が

適
切
な
配
慮
が
受
け
ら
れ
る
た
め
に

は
、「
あ
な
た
が
き
ち
ん
と
自
分
の
情

報
を
職
場
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
だ
か
ら
、
そ
れ
で
ど
う
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
話
を
し
て
同
意
を
得
て
、

適
切
に
情
報
を
共
有
し
て
対
応
し
て
い

く
と
い
う
流
れ
に
産
業
医
が
ど
う
や
っ

て
も
っ
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
場
合
、
最
近
は

そ
う
い
う
や
り
方
が
正
し
い
の
だ
ろ
う

と
思
っ
て
、
話
し
合
う
場
を
持
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
こ
れ
は
あ
く
ま
で
個
人
の

医
療
サ
イ
ド
の
課
題

│ 

個
人
情
報
保
護
法
の
考
え
方

●
吉
谷　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ま
山
口
先
生
が
2
つ
め
の
小
テ
ー
マ

の
「
（2）
が
ん
治
療
の
現
状
（
医
療
技
術

の
進
歩
等
）
と
治
療
と
職
業
の
両
立
支

援
の
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
」
と
い
う

医
療
側
か
ら
の
観
点
に
も
触
れ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
「
（4）
が
ん
の
治
療
と
職
業

の
両
立
支
援
に
係
る
費
用
対
効
果
と
測

定
法
に
つ
い
て
」
も
少
し
入
っ
て
い
ま

す
の
で
、ど
う
い
う
課
題
が
あ
る
の
か
、

ま
た
「
（3）
両
立
支
援
の
あ
り
方
、
具
体

的
方
策
に
つ
い
て
」、
ど
う
い
う
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
く
の
が
こ
の
研
究
の

大
き
な
テ
ー
マ
に
な
る
の
か
、
何
が
課

題
で
、
何
を
や
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
ご
意
見
等
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

●
嶋
田　

紘　

（1）
に
遡
る
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
す
が
、
予
備
調
査
と
し
て
30
名

弱
の
産
業
医
の
先
生
、
が
ん
の
主
治
医

の
先
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
産
業
医
の
先
生
は
ほ

と
ん
ど
が「
が
ん
の
患
者
さ
ん
の
復
職
」

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
し
か
し
人
事
管
理
者
、
労
務
管

理
者
と
は
ほ
と
ん
ど
相
談
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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科大学外科講師、UCLA公衆衛生院留学、立命館
大学理工学部教授等を経て、2009年より現職。
主研究領域：臨床疫学、臨床腫瘍学、緩和医療学。
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問
題
に
対
し
て
、
そ
の
人
を
配
慮
す
べ

き
複
数
の
人
間
が
集
ま
り
、
情
報
共
有

し
、
そ
の
人
た
ち
も
合
わ
せ
て
、
何
ら

か
の
守
秘
義
務
の
自
覚
を
持
つ
と
い
う

こ
と
で
す
。
衛
生
委
員
会
と
い
う
よ
う

な
不
特
定
多
数
の
人
が
入
る
よ
う
な
場

で
個
人
名
を
挙
げ
て
言
っ
て
は
絶
対
に

い
け
な
い
と
い
う
線
の
引
き
方
を
し
て

い
る
の
が
普
通
で
す
。

●
嶋
田　

許
可
を
得
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
個
人
の
不
利
益
に
な
ら
な
け
れ

ば
ど
こ
ま
で
話
し
て
い
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
か
ら
ど
の
範
囲
に
そ
の

情
報
を
提
供
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ

を
、
わ
れ
わ
れ
も
き
ち
ん
と
明
確
に
制

度
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

●
森　

制
度
と
し
て
ど
こ
ま
で
と
い
う

こ
と
を
示
す
の
は
非
常
に
む
ず
か
し
い

と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
お
い
て

就
労
配
慮
す
る
時
に
共
有
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
範
囲
と
い
う
の
は
、本
当
は
、

病
名
は
無
し
で
、「
こ
う
い
う
配
慮
を

し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
だ
け
で
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
先
ほ

ど
共
感
的
問
題
で
職
場
の
理
解
を
得
ら

れ
る
と
か
、
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
話
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
っ

た
く
病
気
の
名
前
も
知
ら
せ
ず
に
、
と

に
か
く
あ
な
た
は
こ
の
人
を
配
慮
し
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
う
の
は
、
お
そ

ら
く
納
得
感
が
周
り
に
生
ま
れ
に
く
い

と
思
い
ま
す
。
や
は
り
本
人
が
自
分
の

病
気
を
周
囲
に
理
解
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
気
持
に
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、

結
果
的
に
配
慮
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
し
、
そ
う
い
う
こ
と
が
言
え
る

よ
う
な
職
場
の
雰
囲
気
が
な
い
と
そ
れ

も
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
を
ど
う

作
っ
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

●
野
村　

和
弘　

患
者
さ
ん
の
就
労
支

援
を
し
よ
う
と
い
う
時
に
は
、
患
者
さ

ん
の
情
報
を
で
き
る
だ
け
開
示
で
き
る

と
い
う
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
だ
め
で
す
。
そ
う
し
な
い
と
同

僚
も
、
あ
い
つ
は
何
も
し
な
い
で
遊
ん

で
い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
環
境
を
作

る
と
い
う
こ
と
は
、
現
状
で
は
か
な
り

む
ず
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
す
が
、
そ
れ
を
ど
う
解
決
し
て
い
く

か
は
こ
れ
か
ら
の
問
題
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
へ
ん
の
工
夫
と
い
う

こ
と
で
何
か
ご
意
見
が
あ
れ
ば
お
教
え

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
森　

先
ほ
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
話
も
出
ま
し
た
が
、
結
局
、
病
名
だ

け
が
先
に
出
て
い
き
誤
解
さ
れ
る
こ
と

が
、
病
気
の
場
合
は
非
常
に
多
い
。
こ

れ
は
た
ぶ
ん
、
が
ん
も
そ
う
で
す
し
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
も
、
い
ろ
い

ろ
な
も
の
が
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
や

は
り
き
ち
ん
と
病
気
と
い
う
情
報
や
、

職
場
の
中
で
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
理

由
を
含
め
て
翻
訳
で
き
る
人
が
、
職
場

に
は
誰
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
情
報

の
出
し
手
の
立
場
と
し
て
は
非
常
に
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
産
業
医
が
い
る
と

こ
ろ
は
産
業
医
で
い
い
で
し
ょ
う
し
、

保
健
師
さ
ん
が
い
る
と
こ
ろ
は
保
健
師

さ
ん
で
も
い
い
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ

で
カ
バ
ー
で
き
る
範
囲
が
非
常
に
小
さ

け
れ
ば
、
社
会
的
資
源
と
し
て
、
別
な

も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

「
が
ん
」
と
い
う
疾
病
の
特
徴
を
考
慮
す
る
必
要
性

●
山
口　

こ
の
研
究
を
進
め
る
上
で
、

「
が
ん
」
と
い
う
言
葉
で
一
括
り
す
る

と
絶
対
に
間
違
え
る
で
し
ょ
う
。
本
日

ご
出
席
の
方
も
、
私
も
含
め
て
半
分
は

い
つ
か
が
ん
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど

多
い
病
気
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ

し
意
外
に
就
労
に
関
し
て
気
が
つ
か
れ

て
い
な
い
理
由
は
、男
性
の
60
歳
以
上
、

退
職
し
た
後
に
が
ん
に
な
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
非

常
に
多
い
病
気
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

2
番
目
に
「
が
ん
」
は
ピ
ン
キ
リ
だ

と
思
い
ま
す
。
胃
が
ん
に
絞
っ
て
も
、

早
期
胃
が
ん
と
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
で
は
ま
っ

た
く
違
う
病
気
で
す
。

　

3
番
目
で
す
が
、「
が
ん
」
と
い
う

の
は
、
実
は
治
っ
て
し
ま
う
と
ほ
ぼ
完

全
に
職
場
復
帰
で
き
ま
す
。
ま
っ
た
く

健
康
体
に
戻
る
代
表
的
な
病
気
で
す
。

　

こ
れ
く
ら
い
の
こ
と
は
し
っ
か
り
と

押
さ
え
て
や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

企
業
の
労
務
担
当
者
の
方
と
お
話
し
す

る
と
2
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
ま
す
。
1

つ
の
パ
タ
ー
ン
は
が
ん
と
い
う
病
気
の

特
性
を
考
え
て
い
な
い
方
で
す
。「
診

断
書
に
「
3
ヶ
月
で
職
場
復
帰
可
」
と

書
か
れ
て
い
れ
ば
、
1
0
0
％
す
ぐ
に

働
け
る
」
と
考
え
る
方
で
す
。
も
う
ひ
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と
つ
は
、「
が
ん
で
す
ね
。
も
う
だ
め

な
の
で
す
ね
」と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
重
要
な
点
は
、
た
と
え

ば
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
よ
く
例
に
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、
か
な
り
大
き
な
違
い
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
同
列
で
は
語
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
先
ほ
ど
申
し

上
げ
た
よ
う
に
一
時
乗
り
切
れ
ば
元
に

戻
れ
ま
す
か
ら
、
企
業
側
も
た
い
し
た

理
解
は
要
り
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
が
、

「
今
日
は
抗
が
ん
剤
の
点
滴
が
あ
る
か

ら
休
み
た
い
」
と
い
う
こ
と
に
対
応
で

き
れ
ば
、
こ
の
両
立
支
援
で
ほ
と
ん
ど

役
割
が
果
た
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

あ
る
い
は
再
発
し
て
し
ま
っ
た
場
合

が
あ
り
ま
す
。
後
ほ
ど
問
題
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
先
に
、
一
言
で
申

し
上
げ
て
し
ま
う
と
が
ん
は
治
っ
て
し

ま
え
ば
ほ
ぼ
1
0
0
％
職
場
に
復
帰

し
、
治
ら
な
い
場
合
は
、
一
時
、
働
け

て
も
、
い
ず
れ
5
年
以
内
に
死
亡
退
職

と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
の
で

す
。
そ
こ
が
メ
ン
タ
ル
な
ど
と
ま
っ
た

く
違
う
と
こ
ろ
で
す
。
治
る
、
治
ら
な

い
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
そ
れ
ほ
ど
長

期
化
し
な
い
病
気
で
す
。
先
ほ
ど
の
医

療
費
の
話
が
ち
ょ
う
ど
そ
れ
に
反
映
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り

を
踏
ま
え
て
両
立
支
援
を
考
え
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

●
伊
藤　

私
ど
も
も
こ
う
い
う
両
立
支

援
を
一
種
の
シ
ス
テ
ム
と
言
い
ま
す

か
、
事
業
的
な
か
た
ち
に
構
築
し
て
い

く
、
そ
れ
に
向
け
て
研
究
を
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
際
に
も
山
口
先
生
が
言
わ

れ
る
よ
う
に
、「
が
ん
」
と
い
う
も
の

を
一
括
り
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
が
ん
を

す
べ
て
両
立
さ
せ
る
の
だ
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
主
治
医
の
方
が
企
業
な

り
、
産
業
医
の
方
に
対
し
て
あ
る
種
の

が
ん
に
つ
い
て
、
あ
る
治
療
計
画
を
立

て
て
、
主
治
医
と
し
て
は
こ
う
い
う
治

療
計
画
で
こ
の
人
に
対
応
し
て
い
く
の

で
、
企
業
の
理
解
さ
え
あ
れ
ば
、
両
立

し
て
い
け
る
だ
ろ
う
と
提
言
す
る
。
そ

の
時
に
治
療
計
画
も
含
め
て
企
業
側

の
、
そ
の
人
を
残
し
て
い
く
、
が
ま
ん

し
な
が
ら
で
も
能
力
を
活
用
し
て
い
く

と
い
う
プ
ラ
ス
思
考
を
引
き
出
せ
る
よ

う
な
治
療
計
画
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

情
報
提
供
を
し
て
い
け
る
か
。
そ
う
い

う
治
療
計
画
の
あ
り
方
と
情
報
化
が
、

ま
ず
最
初
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
そ
れ
を
理
解
し
企
業
側

に
つ
な
ぐ
人
は
誰
な
の
か
と
い
う
こ
と

が
次
に
来
ま
す
。
そ
こ
に
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
人
も
必
要
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
産
業

医
の
方
の
協
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以
上
に
な
る
と
、

病
院
側
の
臨
床
の
場
の
研
究
の
幅
を
超

え
て
く
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
人
事
労

務
と
い
う
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
先
ほ
ど
先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う

に
、
人
事
と
い
う
の
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
本
社
で
、
工
場
で
は
な
い
部
分
で

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
や
っ
て
い
る
人
た
ち

で
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
幅
が
あ
り
、
労

務
の
方
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
工
場
の

方
で
す
。
製
造
業
派
遣
で
は
な
い
で
す

が
、
今
の
時
代
、
労
働
力
が
コ
ス
ト
化

さ
れ
て
い
ま
し
て
、
人
材
と
し
て
よ
り

も
、
あ
る
意
味
で
コ
ス
ト
の
一
部
と
し

て
と
ら
え
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
こ

の
へ
ん
を
ど
う
理
解
さ
せ
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
は
企
業
の

人
事
労
務
政
策
に
対
す
る
希
望
を
、
わ

れ
わ
れ
と
し
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
人
事
労
務
政
策
の
ほ
う
で

も
、「
が
ん
」
に
対
し
て
配
慮
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
人
を
残
せ
る
、

能
力
も
活
用
で
き
る
の
だ
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
を
始
め
る
た
め
に
も
、
主
治
医

か
ら
の
治
療
計
画
を
含
め
た
情
報
発
信

を
ま
ず
整
備
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
乳
が
ん
の
場
合
で
す
と
、

女
性
が
多
い
。
パ
ー
ト
の
方
も
た
し
か

に
多
い
。
パ
ー
ト
の
場
合
は
、
派
遣
な

ど
と
違
っ
て
有
期
雇
用
の
場
合
が
多
い

と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
方
に
対
し
て
、

一
定
の
が
ん
に
つ
い
て
、
と
く
に
乳
が

ん
の
場
合
の
よ
う
に
手
術
後
化
学
療
法

な
り
、
放
射
線
治
療
が
残
る
と
い
う
場

合
に
つ
い
て
の
知
識
が
必
要
で
し
ょ

う
。
ま
た
そ
れ
が
企
業
に
と
っ
て
は
、

配
慮
し
て
い
け
ば
使
っ
て
い
け
る
人
材

な
の
で
す
よ
と
い
う
こ
と
を
、
あ
る
程

度
広
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
ま
た
機
構

に
つ
い
て
も
病
休
制
度
等
を
き
ち
ん
と

整
備
し
て
、
対
応
を
は
か
る
と
い
う
制

度
的
対
応
を
提
言
し
て
、
役
所
の
方
で

検
討
し
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
。
そ
こ

の
つ
な
ぎ
を
研
究
成
果
と
し
て
世
の
中

に
出
し
て
、提
言
を
し
た
い
の
で
す
が
、

ま
ず
中
心
は
主
治
医
か
ら
治
療
計
画
を

含
め
て
ど
う
い
う
情
報
提
供
を
し
て
も

主
治
医
か
ら
の
情
報
発
信
が
第
一
歩
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ら
う
か
だ
と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
は
出

せ
な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
こ
の
人
な
ら

企
業
に
残
れ
る
し
、
企
業
に
と
っ
て
も

何
も
辞
め
さ
せ
な
く
て
も
や
れ
る
人
だ

し
、
私
の
治
療
計
画
を
信
頼
し
て
く
れ

れ
ば
企
業
に
残
せ
ま
す
と
い
う
こ
と
を

企
業
に
印
象
づ
け
る
、
そ
し
て
プ
ラ
ス

思
考
で
両
立
支
援
を
や
っ
て
く
れ
そ
う

な
形
に
つ
な
が
る
治
療
計
画
を
持
ち
、

情
報
発
信
を
し
て
け
る
形
が
、
ま
ず
第

一
歩
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
あ
た

り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
今
村　

少
し
乱
暴
な
言
い
方
で
す

が
、
や
は
り
上
か
ら
の
発
想
で
、
企
業

の
人
事
と
か
政
策
が
変
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
限

り
は
、
こ
の
問
題
は
解
決
し
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
つ

ま
り
個
人
の
側
か
ら
、
私
の
プ
レ
ゼ
ン

で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち

の
側
か
ら
や
は
り
仕
組
み
を
作
っ
て
い

く
の
だ
と
い
う
発
想
を
、
労
働
者
一
人

ひ
と
り
が
持
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を

何
ら
か
の
か
た
ち
で
触
発
し
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
と
い
う
新
し
い
試
み
が
必

要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
2
つ
の
経
験
か
ら
で
す
。
こ
れ

は
医
療
で
は
な
く
法
令
遵
守
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
問
題
で
調
査
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
企
業
の
あ
か
ら
さ
ま

な
態
度
と
し
て
は
、
仕
組
み
を
作
れ
ば

そ
れ
で
ア
リ
バ
イ
が
で
き
て
終
わ
り
だ

と
い
う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
誰
を
救
う
か
と
い
う
こ
と

は
あ
ま
り
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
規
制
の

中
で
自
分
た
ち
企
業
が
生
き
残
る
た
め

に
は
、
仕
組
み
を
作
っ
て
、
そ
れ
で
終

わ
り
と
い
う
発
想
が
非
常
に
強
い
。

　

一
方
で
特
定
拠
出
年
金
の
4
0
1
k

の
件
で
調
査
を
し
た
時
で
す
が
、
中
小

企
業
の
従
業
員
で
、
自
分
で
年
金
の
運

用
を
選
択
す
る
の
だ
と
言
っ
て
も
、「
そ

ん
な
の
お
か
し
い
、
第
一
、
退
職
金
は

み
ん
な
会
社
が
め
ん
ど
う
を
み
て
く
れ

る
は
ず
だ
」
と
い
う
意
識
の
従
業
員
が

多
い
わ
け
で
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
こ
の
治
療
の
問
題

に
つ
い
て
、
企
業
の
現
場
の
人
事
労
務

の
意
識
と
個
人
の
意
識
が
そ
う
い
う
状

態
で
は
な
か
な
か
一
人
ひ
と
り
の
き
め

細
か
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
働
き
方

を
変
え
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
づ
く
り

は
非
常
に
む
ず
か
し
い
。
非
常
に
漠
然

と
し
た
言
い
方
な
の
で
す
が
、
個
人
の

中
に
そ
う
い
う
意
識
を
う
ま
く
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
教
育
と
か
情
報
提

供
、
あ
る
い
は
個
人
の
側
か
ら
そ
う
い

う
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
こ
う

い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
の
だ
と
い
う
よ

う
な
仕
組
み
づ
く
り
の
よ
う
な
も
の

が
も
し
か
し
た
ら
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
が
ま
さ
に
デ
モ
ク
ラ

テ
ィ
ッ
ク　

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
、
民

主
的
仕
組
み
作
り
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
や
や
乱
暴
な
言
い
方
で
申

し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
想
と
し
て

申
し
上
げ
ま
し
た
。

●
下
妻　

い
ま
先
生
が
言
わ
れ
た
こ
と

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
研
究
で
で
き
る
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
の
で
す
が
、
や
は
り
個
人
の

意
識
を
変
え
る
の
は
、
日
本
は
な
か
な

か
む
ず
か
し
い
。参
加
型
と
叫
ん
で
も
、

参
加
し
た
く
な
い
と
い
う
人
が
多
い
類

い
の
民
族
な
の
か
と
思
っ
た
り
も
し
ま

す
。
個
人
の
意
識
を
変
え
る
ひ
と
つ
の

い
い
方
法
は
、
マ
ス
コ
ミ
等
を
う
ま
く

利
用
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
実
際
に

い
ろ
い
ろ
な
疾
患
の
ス
テ
ィ
グ
マ
感
と

言
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
だ
い

ぶ
払
拭
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
実
際
に
私
が
関
わ
っ
て
い
る
民
間

組
織
で
は
、
患
者
さ
ん
の
声
を
ビ
デ
オ

で
撮
り
、ウ
ェ
ブ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

が
ん
で
始
め
て
、
最
近
は
統
合
失
調
症

も
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
、
実
際
に

名
前
を
出
す
人
も
か
な
り
増
え
て
き
ま

し
た
。
そ
う
い
う
よ
う
に
ウ
ェ
ブ
を
通

し
た
り
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
た
活
動
と

い
う
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
今
言
わ

れ
ま
し
た
よ
う
に
、
会
社
の
ほ
う
の
意

識
だ
け
が
急
に
良
く
な
る
こ
と
は
な
い

の
で
、
社
会
全
体
が
変
わ
る
と
い
う
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た

点
は
、提
言
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

●
山
口　

私
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
う

ち
精
神
科
疾
患
に
比
べ
る
と
、
が
ん
の

両
立
支
援
は
、
は
る
か
に
や
さ
し
い
と

い
う
の
が
第
一
の
ス
タ
ン
ス
で
す
。
私

自
身
の
厚
生
労
働
省
科
学
研
究
班
で
始

め
て
い
る
の
は
、
小
さ
な
こ
と
な
の
で

す
が
、
企
業
の
労
務
担
当
者
向
け
の
が

ん
の
説
明
書
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ

た
「
重
篤
な
が
ん
、
軽
症
の
が
ん
」
と

か
「
種
類
に
よ
っ
て
違
う
」
と
い
う
こ

と
は
す
で
に
作
製
に
と
り
か
か
っ
て
い

ま
す
。
で
き
れ
ば
こ
の
研
究
班
と
合
同

個
人
の
意
識
変
革
の
た
め
に
も

社
会
全
体
へ
の
取
り
組
み
を
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で
そ
う
い
う
も
の
を
作
製
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
私
ど
も
の
配
布
先
は
患
者
さ
ん

が
中
心
に
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
ち
ら
の

班
で
は
企
業
を
対
象
と
す
る
な
ど
協
力

で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
ご
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

●
嶋
田　

抗
が
ん
剤
を
投
与
し
て
い
る

場
合
、
そ
の
日
と
次
の
日
く
ら
い
は
休

ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
し
ま
す

と
山
口
先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
「
出

た
り
出
な
か
っ
た
り
」
が
長
い
こ
と
続

き
ま
す
。
そ
う
な
る
と
辞
め
て
も
ら
え

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
る
い
は
本
人
が
長
い
間
、
周
り
に
負

担
を
か
け
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
自
主

退
職
す
る
と
い
う
形
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
見
ま
し
て
、
や
は
り
情
報
を
共
有

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
医
学
が
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
て
、
そ

の
治
療
に
よ
り
、
今
ま
で
は
1
年
だ
っ

た
の
が
5
年
あ
る
い
は
7
、
8
年
も
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

と
い
う
情
報
を
共
有
す
る

た
め
に
D
V
D
を
作
っ
た

り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
計
画

は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
や
っ

て
も
企
業
や
社
会
な
ど
周

り
の
支
援
が
な
い
と
な
か

な
か
む
ず
か
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

●
森　

他
の
分
野
の
例
で

す
が
、
体
内
植
え
込
み
型

の
除
細
動
器
を
入
れ
た

方
の
就
業
支
援
に
関
し

て
、
日
本
循
環
器
学
会
が

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
出
し
ま

し
た
。
そ
の
前
の
段
階
で

は
、
そ
う
い
う
も
の
を
植

え
た
方
で
も
、
運
転
業
務
な
ど
を
除
い

て
、
多
く
の
職
業
に
お
い
て
就
労
上
の

問
題
は
な
い
場
合
が
多
い
。
と
こ
ろ
が

そ
の
分
野
で
も
3
、
4
割
の
人
が
植
え

込
み
を
し
た
後
に
辞
め
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
背
景
の
中
に
、
ひ
と
つ
は

医
療
者
が
健
康
と
か
生
命
と
い
う
も
の

を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
本
人
が
不
安
を

訴
え
た
時
に
、「
あ
ま
り
無
理
を
し
な

い
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
」
と
い
う
一
般

的
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

辞
め
て
い
く
と
い
う
例
が
か
な
り
あ
る

と
聞
き
ま
す
。
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

む
し
ろ
医
療
者
側
に
対
し
て
、
そ
う
い

う
措
置
を
し
て
も
し
っ
か
り
働
け
る
の

だ
と
い
う
意
識
を
与
え
る
た
め
に
作
っ

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
た
先

生
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
が

ん
の
分
野
で
も
、
そ
う
い
う
意
識
が
あ

る
先
生
も
少
な
く
な
く
、
職
業
生
活
も

な
ん
と
か
両
立
で
き
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
お

そ
ら
く
そ
う
で
は
な
い
立
場
の
先
生
方

も
か
な
り
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
伊
藤
理
事
長
が
言
わ
れ
た
よ
う

に
、
労
災
病
院
の
多
く
の
医
療
者
が
意

識
を
も
ち
、
働
く
こ
と
に
不
安
に
な
っ

て
い
る
患
者
さ
ん
を
「
が
ん
ば
っ
て
仕

事
を
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

支
援
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
非
常
に
重

要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

●
今
村　

質
問
も
か
ね
て
で
す
が
、
少

し
視
点
を
変
え
て
、
ど
う
い
う
研
究
を

す
る
か
と
い
う
ひ
と
つ
の
可
能
性
に
つ

い
て
で
す
。
下
妻
先
生
の
Q
A
L
Y
の

中
で
、
満
足
度
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

私
も
経
済
学
を
や
っ
て
い
る
の
で
よ
く

わ
か
る
の
で
す
が
、
最
近
経
済
学
の
中

で
、
と
く
に
イ
タ
リ
ア
の
人
を
中
心
に

リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
と
い
う
も
の

を
効
用
と
い
う
満
足
度
の
選
択
肢
の
中

に
入
れ
る
。
無
差
別
曲
線
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
し
て
、
最
初
は
リ
ン
ゴ
と
ミ

カ
ン
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
や
る
の
で

す
が
、
所
得
と
も
う
ひ
と
つ
の
軸
に
リ

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
と
し
て
、
職
場

内
の
人
間
関
係
の
満
足
度
と
か
、
組
織

に
お
け
る
満
足
度
の
よ
う
な
も
の
を
と

り
ま
す
。
つ
ま
り
所
得
は
そ
う
高
く
な

Q
A
L
Y
の
活
用
と

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
グ
ッ
ズ
の
視
点



48

く
て
も
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
た

く
さ
ん
あ
れ
ば
効
用
は
高
く
な
る
。
逆

に
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
低
い

と
、
お
金
を
あ
る
程
度
も
ら
わ
な
い
と

効
用
は
高
く
な
い
と
い
う
研
究
で
す
。

　

そ
う
し
ま
す
と
企
業
の
コ
ス
ト
意
識

と
の
関
係
で
言
え
ば
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
が
高
く
な
れ
ば
、
安
い
賃
金

で
も
が
ん
ば
っ
て
働
く
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
治
療
の
環

境
を
う
ま
く
整
備
し
て
、
疾
病
者
も
含

め
て
こ
の
会
社
で
は
楽
し
く
働
け
る
、

人
間
関
係
が
非
常
に
い
い
の
だ
と
い
う

環
境
を
企
業
が
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
コ
ス
ト
が
き
ち
ん
と
生
産
性
に
反

映
し
て
返
っ
て
く
る
の
だ
と
い
う
よ
う

な
研
究
を
、
も
し
先
生
の
研
究
の
延
長

で
で
き
た
ら
お
も
し
ろ
い
な
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
下
妻　

私
は
専
門
で
は
な
い
の
で
す

が
、
こ
ち
ら
で
使
う
こ
と
を
決
め
て
お

ら
れ
た
就
労
に
関
す
る
自
記
式
調
査
票

の
中
に
、
企
業
の
中
で
の
人
間
関
係
に

つ
い
て
聞
い
て
い
る
項
目
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
実
際
の
尺
度
の
中
で
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
重
み
づ
け

を
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
そ
う
い
う
項
目
に
注
目
を
し
て
関

連
の
解
析
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
い
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

●
山
口　

後
ほ
ど
「
効
用
」
の
と
こ
ろ

で
申
し
上
げ
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
今
ち
ょ
う
ど
話
題
が
出
ま
し
た
の

で
発
言
し
ま
す
。
Q
A
L
Y
の
仕
事
は

か
つ
て
私
も
一
緒
に
や
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
が

あ
ま
り
表
に
出
て
い
な
い
の
は
、
ほ
と

ん
ど
の
が
ん
で
Q
A
L
Y
を
み
る
と
、

積
極
的
に
治
療
し
な
い
ほ
う
が
い
い
と

い
う
デ
ー
タ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
給
与
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
男
性

の
が
ん
の
罹
患
年
代
は
だ
い
た
い
60
歳

以
上
で
す
か
ら
、
生
涯
給
与
で
出
し
て

い
く
と
絶
対
に
治
療
し
た
ほ
う
が
い
い

と
は
出
ま
せ
ん
。
今
の
G
D
P
で
は
な

く
G
H
P
的
な
発
想
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
新
し
い
や
り
方
で
や
っ
た
ら
、

ま
た
別
な
結
果
が
出
る
と
思
い
ま
す

が
。

●
下
妻　

今
言
わ
れ
た
よ
う
に
が
ん
の

患
者
さ
ん
に
対
し
て
一
律
に
同
じ
よ
う

な
指
標
で
や
る
と
そ
う
い
う
結
果
が
出

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
医
療
経

済
学
の
Q
A
L
Y
の
使
い
方
の
基
本
が

少
し
違
う
の
か
と
思
い
ま
す
。
治
療
効

果
が
し
っ
か
り
と
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
は
基
本
的
に
は
認
め
ま
す
。

そ
こ
の
と
こ
ろ
を
治
療
効
果
の
な
い
も

の
ま
で
す
べ
て
一
緒
に
し
て
Q
A
L
Y

の
評
価
を
す
る
と
、
今
言
わ
れ
た
よ
う

な
こ
と
が
起
き
う
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
が
ん
の
患
者
さ
ん
に
限
ら
ず
お
年

寄
り
は
み
な
そ
う
で
す
。
し
た
が
っ
て

そ
こ
は
や
は
り
や
り
方
、
方
法
論
を
変

え
て
比
較
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
の
は
、
今
、
山
口
先
生
が
言
わ
れ
た

通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

●
吉
谷　

費
用
対
効
果
の
話
で
、
わ
れ

わ
れ
の
研
究
は
、
政
府
の
ほ
う
か
ら
は

費
用
対
効
果
、
ど
う
や
っ
て
測
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
非
常
に
強
く
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
費
用
対
効
用
の
と
こ
ろ
を
ど

の
よ
う
に
測
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、

た
だ
今
ご
示
唆
い
た
だ
い
た
点
、
そ
こ

は
門
山
先
生
の
ほ
う
で
ご
検
討
い
た
だ

き
、
下
妻
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
数
百
万
人
規
模
で
労
働
者

が
減
る
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
個
々
の
企
業
で
見
れ
ば
確
か
に

病
気
に
な
っ
た
人
を
排
除
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
、
企
業
単
位
で
見
れ
ば
費

用
対
効
果
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
社
会
全
体
で
見
る
と
労
働
人
口

が
減
る
の
に
ど
ん
ど
ん
排
除
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
社
会
的
効

用
と
い
う
も
の
が
減
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
が
素
人
の
考
え
で

す
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
点
で
こ
の

事
業
が
社
会
的
効
用
と
い
い
ま
す
か
、

個
々
の
も
の
を
積
み
あ
げ
る
と
誤
謬
に

な
る
も
の
で
も
、
大
き
く
見
る
と
効
用

が
あ
る
。
そ
れ
に
社
会
的
関
係
と
い
う

も
の
を
加
味
す
る
と
、
単
に
こ
れ
だ
け

の
治
療
費
を
か
け
て
、
そ
の
人
の
給

与
を
見
た
場
合
の
も
の
と
は
異
な
る
、

も
っ
と
大
き
な
効
用
が
あ
る
と
い
う
よ

う
な
気
も
す
る
の
で
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

●
下
妻　

先
ほ
ど
今
村
先
生
が
言
わ
れ

た
よ
う
に
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で

は
な
い
の
で
す
が
、
安
い
賃
金
で
も
ア

ウ
ト
カ
ム
指
標
に
何
を
持
っ
て
く
る
か

に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
環
境
の
整
備
に

よ
っ
て
、
高
齢
者
ば
か
り
に
な
っ
た
と

し
て
も
社
会
的
効
用
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。
社
会
的
効
用
と
言
っ
て
も
ひ
と
つ

の
指
標
ば
か
り
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
も
う
ひ
と
つ
は
先
ほ
ど
言
わ
れ
た

賃
金
等
の
関
係
で
、
安
け
れ
ば
必
ず
し

も
悪
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
、

そ
こ
を
ど
の
よ
う
な
設
定
に
持
っ
て
い

く
か
と
い
う
課
題
は
残
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
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岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
よ
ろ
ず
相
談
は
、

数
名
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
運
営

し
て
い
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
問
題
点
は
、
病
院
で
す
と
事
務
職
に

な
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
給
与
的
に

は
医
療
職
よ
り
低
い
。
ま
た
、
今
ま
で

病
院
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は

医
事
課
長
の
下
に
い
て
、
お
金
が
払
え

な
く
な
っ
た
人
の
時
だ
け
出
て
い
く
と

い
う
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
た
。
医
学

的
知
識
は
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
言
え
ど
も
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
な

い
が
、
患
者
の
訴
え
を
聞
く
能
力
に
長

け
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
が
始
ま
る
。

両
立
支
援
も
含
め
、
患
者
さ
ん
や
家
族

へ
の
医
療
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
の
場

は
非
常
に
明
確
に
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
国
で
三
百
数
十
カ
所
あ
る
診
療

連
携
拠
点
病
院
は
す
べ
て
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
持
っ
て
お
り
、
こ
こ
が
拠
点

に
な
り
ま
す
。
そ
の
半
数
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
そ
の
方
々
に
、
先
ほ
ど
出
た

わ
れ
わ
れ
が
作
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う

な
『
が
ん
患
者
の
お
仕
事
』
と
い
っ
た

わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
提
供

す
る
だ
け
で
、
こ
の
事
業
に
お
け
る
医

療
者
側
の
役
割
は
か
な
り
進
む
と
思
い

ま
す
。

　

私
が
申
し
上
げ
た
の
は
、
医
療
者
側

は
簡
単
に
そ
れ
が
で
き
る
の
で
す
が
、

企
業
側
が
そ
れ
を
や
っ
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
そ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
と
い
う
こ
と
を
申

し
上
げ
て
い
る
の
で
す
。

　

や
や
話
題
が
ず
れ
ま
す
が
、
こ
の
研

究
全
体
で
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
は
、
い
ず
れ
日
本
の
定
年
は
70

歳
ぐ
ら
い
に
た
ぶ
ん
な
る
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
し
ま
す

と
、
が
ん
の
問
題
は
大
問
題
に
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
時
点
で
は
Q
A
L
Y
で

も
い
い
デ
ー
タ
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
両
立
支
援
の
研
究
が
実
際
に

ま
と
ま
っ
た
頃
に
は
、
定
年
制
は
65
歳

ど
こ
ろ
か
70
歳
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
視
点

は
ぜ
ひ
お
持
ち
に
な
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

●
嶋
田　

そ
の
点
で
、
少
子
高
齢
化
社

会
と
い
う
こ
と
で
は
日
本
は
世
界
の

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
こ
の
少
子
高
齢
化
の
社
会
構

造
を
ど
の
よ
う
に
活
力
あ
る
社
会
に

持
っ
て
い
け
る
の
か
、
そ
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
を
作
ろ
う
と
い
う
意
欲
を
持
っ

て
、
世
界
に
発
信
で
き
る
も
の
を
つ
く

情
報
発
信
の
担
い
手
ヘ
の
期
待

│ 

M
S
W
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等

●
吉
谷　

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
言
い

ま
す
か
、
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
。

企
業
の
労
務
担
当
者
も
知
っ
て
い
れ
ば

そ
う
し
な
い
、
患
者
さ
ん
自
身
も
「
あ

あ
そ
う
な
の
か
、
あ
と
1
ヵ
月
が
ま
ん

す
れ
ば
」、「
2
ヵ
月
が
ま
ん
す
れ
ば
そ

う
な
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

い
れ
ば
退
職
を
選
ば
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
情
報
を

発
信
し
て
い
く
、
そ
の
た
め
の
仕
組
み

が
今
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

こ
の
事
業
の
中
で
、
た
と
え
ば
M
S
W

等
を
活
用
し
て
、
そ
う
い
う
も
の
を
発

信
し
て
い
く
。
従
業
員
が
1
千
人
以

上
で
な
い
と
専
属
産
業
医
は
い
な
い
。

99
・
7
％
が
3
0
0
人
未
満
の
中
小
企

業
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
受
け
手
も
な

い
、
モ
デ
ル
事
業
を
し
て
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
こ
と
自
体

を
発
信
す
る
こ
と
に
も
非
常
に
大
き
な

効
用
が
あ
る
よ
う
な
気
も
し
て
い
る
わ

け
で
す
。そ
の
あ
た
り
で
臨
床
の
現
場
、

も
し
く
は
産
業
保
健
の
現
場
か
ら
何
か

ご
示
唆
を
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い

の
で
す
が
。

●
下
妻　

私
は
、
今
の
大
学
の
前
に
社

会
福
祉
士
と
M
S
W
を
育
て
る
と
こ
ろ

に
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
行
っ
て
ま
ず
驚

い
た
の
は
、
社
会
福
祉
士
の
方
の
自
分

た
ち
の
職
業
の
役
割
と
か
意
義
に
つ
い

て
の
ア
ピ
ー
ル
が
い
か
に
少
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
も
行
く
ま
で
は
ほ

と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
み
な

さ
ん
き
わ
め
て
控
え
目
で
す
。
医
師
の

世
界
と
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
そ
う

い
う
姿
を
見
て
社
会
福
祉
士
の
方
と

か
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
る

方
、
あ
る
い
は
産
業
医
の
方
も
含
め
て

ア
ピ
ー
ル
が
足
り
な
さ
過
ぎ
る
と
い
う

の
は
、言
わ
れ
る
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

情
報
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
う
と
い

う
こ
と
で
は
、
費
用
対
効
果
と
い
う
こ

と
を
含
め
て
エ
ビ
デ
ン
ス
が
な
か
な
か

出
に
く
い
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
形
で

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
自
体
が
役
に

立
つ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
期
待
を
す
る
と

い
う
こ
と
し
か
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん

が
。

●
山
口　

先
ほ
ど
少
し
触
れ
ま
し
た
静
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る
。
そ
の
組
織
づ
く
り
の
た
め
の
デ
ー

タ
を
ま
ず
と
る
と
い
う
こ
と
で
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
は

失
業
者
が
多
く
な
っ
て
経
済
不
況
だ
と

い
う
状
況
で
す
の
で
、
と
て
も
が
ん
の

患
者
は
雇
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う

よ
う
な
考
え
で
は
だ
め
だ
と
思
い
ま

す
。
10
年
、
20
年
後
の
高
齢
者
が
社
会

に
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
状
況

で
は
、
が
ん
が
年
間
50
〜
60
万
人
発
生

し
、
そ
の
半
分
は
治
り
ま
す
。
そ
う
す

る
と
25
万
人
ぐ
ら
い
は
治
り
ま
す
。
そ

の
中
で
、
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー

タ
で
は
30
％
ぐ
ら
い
が
離
職
し
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
そ
う
な
っ

て
き
ま
す
と
25
万
人
の
30
％
で
す
か
ら

7
〜
8
万
人
の
人
が
離
職
し
て
い
る
の

で
す
。
実
際
に
そ
の
人
は
就
業
す
れ
ば

働
け
る
の
で
す
。
た
と
え
ば
今
は
出
生

率
が
2
2
0
0
0
人
ほ
ど
毎
年
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
カ
バ
ー
す

る
力
は
、
が
ん
だ
け
で
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
長
期
の
展
望
を

持
ち
な
が
ら
こ
れ
を
や
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

●
山
口　

私
も
同
じ
考
え
で
す
。

●
森　

こ
こ
ま
で
議
論
を
し
て
き
て
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
の
は
、
が
ん
に
か

か
っ
た
30
％
の
方
が
な
ぜ
辞
め
た
の
か

と
い
う
こ
と
の
本
当
の
理
由
が
き
ち
ん

と
分
析
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
こ
は
ど
う
な
の
で
し
ょ

う
か
。
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
す
と
、

パ
ー
ト
さ
ん
が
辞
め
た
時
に
、
パ
ー
ト

を
辞
め
て
治
っ
た
時
に
ま
た
パ
ー
ト
に

戻
る
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
が
低
け
れ
ば
、

そ
の
間
は
仕
事
を
し
な
い
で
お
こ
う
と

思
う
の
で
し
ょ
う
。
正
社
員
の
方
が
一

度
辞
め
る
と
、
ま
た
元
の
レ
ベ
ル
の
正

社
員
に
戻
る
と
い
う
の
は
非
常
に
む
ず

か
し
い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も

含
め
て
一
人
ひ
と
り
が
辞
め
た
原
因
と

か
要
因
は
ど
こ
ま
で
分
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
先
ほ
ど
労
務
の
問
題
が

出
ま
し
た
が
、
私
が
い
ろ
い
ろ
な
企
業

と
関
わ
っ
て
き
た
感
じ
で
は
、
会
社
と

し
て
初
め
か
ら
、
こ
の
人
は
辞
め
さ
せ

る
と
い
う
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
今

リ
ス
ト
ラ
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
時
に

ど
の
人
を
辞
め
さ
せ
た
い
か
と
い
う
優

先
順
位
の
問
題
の
中
で
、
た
ま
た
ま
病

気
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
が
リ
ス
ト
に

あ
が
る
と
い
う
こ
と
は
お
そ
ら
く
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
む
し
ろ
、
職
場
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
も
う
職
場

が
抱
え
き
れ
な
い
と
い
う
、
た
と
え
ば

上
司
な
ど
の
個
人
的
な
意
見
が
出
て
き

て
、
個
別
に
判
断
を
す
る
こ
と
の
ほ
う

が
、
私
は
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
こ
と
も
含
め
て
も
う
少
し
そ
の

辺
り
の
分
析
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ

と
で
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
。

●
嶋
田　

た
し
か
山
口
先
生
の
と
こ
ろ

で
デ
ー
タ
を
と
っ
た
の
が
、
依
願
退
職

で
確
か
約
34
％
程
度
で
し
た
。
た
ぶ
ん

そ
れ
は
職
場
を
移
っ
て
も
、
今
の
上
司

の
関
係
と
か
同
僚
の
関
係
か
ら
、
な
か

な
か
気
分
的
に
や
っ
て
い
け
な
い
と
思

わ
れ
て
辞
め
た
と
い
う
の
が
多
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
休
ん
だ
り
ま

た
出
た
り
す
る
と
、
も
う
い
い
加
減
に

し
て
く
れ
よ
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
と

こ
ろ
も
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
解
雇
さ

れ
た
と
い
う
の
は
4
％
ぐ
ら
い
で
す
。

●
森　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
場
合
で

も
、
就
労
配
慮
を
や
り
続
け
る
と
い

う
の
は
、
労
務
担
当
者
と
か
産
業
医

が
、
職
場
の
上
司
に
「
ま
あ
ま
あ
も
う

少
し
が
ま
ん
し
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と

の
積
み
重
ね
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
し

た
が
っ
て
そ
こ
の
と
こ
ろ
の
人
間
関
係

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。

●
山
口　

私
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
よ

り
は
、
が
ん
の
ほ
う
が
や
り
や
す
い
は

ず
だ
と
申
し
上
げ
た
の
は
、
そ
う
い
う

場
面
は
少
な
く
、
期
間
も
短
い
と
い
う

点
で
す
。
私
の
資
料
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
だ
い
た
い
出
て
い
ま
す
。
千
人
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
が
ん
に
な
っ
た
患
者

さ
ん
の
約
半
数
が
前
と
同
じ
よ
う
に
働

け
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
半
数
は

前
と
同
じ
に
で
き
る
だ
ろ
う
。
半
数
は

前
と
同
じ
に
は
で
き
な
い
。
30
％
が
依

願
退
職
を
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
周
り

の
人
が
あ
ま
り
に
も
気
を
遣
い
過
ぎ
る

の
で
、
も
う
辞
め
よ
う
と
思
う
と
か
、

い
い
区
切
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
年

齢
の
問
題
も
少
し
あ
り
ま
す
。
2
、
3

年
定
年
を
早
め
て
辞
め
て
し
ま
お
う
と

が
ん
罹
患
者
の
離
職
理
由
の
解
析
を
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い
う
方
も
当
然
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ

の
へ
ん
の
分
析
が
も
う
少
し
必
要
で

す
。
き
わ
め
て
厳
し
く
辞
め
さ
せ
ら
れ

る
と
い
う
の
は
ご
く
少
数
で
す
。
あ
と

の
半
数
は
、
支
え
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
も

う
少
し
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
に
な
る

で
し
ょ
う
。
再
発
し
た
方
で
も
が
ん
の

場
合
は
、
い
ろ
い
ろ
な
治
療
を
し
な
が

ら
状
況
さ
え
整
え
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
、

2
、3
年
は
ち
ゃ
ん
と
働
け
る
の
で
す
。

●
伊
藤　

糖
尿
病
の
網
膜
症
の
場
合

は
、
視
力
が
落
ち
て
辞
め
る
と
い
う
方

が
い
ま
す
。
仕
事
と
治
療
を
両
立
さ
せ

て
い
く
こ
と
に
非
常
に
負
い
目
を
感
じ

て
、
視
力
も
落
ち
た
の
で
辞
め
る
と
い

う
形
で
す
。
ま
た
手
術
し
て
ど
こ
ま
で

回
復
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の

知
識
が
な
い
。
会
社
の
ほ
う
も
辞
め
て

も
ら
っ
て
当
然
、
と
い
う
よ
う
な
感
じ

で
す
。
た
だ
手
術
し
た
結
果
、
一
定
の

業
務
が
で
き
る
ま
で
視
力
が
回
復
す

る
。
こ
の
研
究
を
さ
れ
た
大
阪
労
災
の

先
生
か
ら
す
れ
ば
、
主
治
医
か
ら
み
る

と
少
し
残
念
な
、
無
念
な
気
持
が
残
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
糖
尿
病

の
網
膜
障
害
の
ケ
ー
ス
で
す
が
、

そ
う
い
う
こ
と
が
出
て
い
ま
す
。

●
山
口　

私
は
糖
尿
病
も
専
門
な

の
で
す
が
、
両
立
支
援
と
い
う
観

点
か
ら
糖
尿
病
と
が
ん
を
比
較
す

る
の
は
、
か
な
り
異
な
る
面
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら

糖
尿
病
の
ほ
と
ん
ど
の
方
、
大
部

分
の
方
は
何
の
問
題
も
な
く
治
療

と
労
働
を
両
立
し
て
い
る
。
両
立

支
援
の
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今

言
わ
れ
た
よ
う
な
特
殊
な
ケ
ー
ス

で
そ
う
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
る

の
で
す
が
、
今
の
視
力
の
問
題
と

い
う
の
は
本
当
に
仕
事
が
で
き
な

く
な
る
身
体
的
要
件
が
入
る
場
合

●
下
妻　

今
の
こ
と
と
少
し
関
連
が
あ

る
の
で
す
が
、
今
回
の
研
究
で
わ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
が
ん
の
場
合
、

最
近
は
外
来
化
学
療
法
が
増
え
て
、
こ

の
10
年
ほ
ど
で
入
院
期
間
の
短
縮
が
た

い
へ
ん
進
ん
で
い
ま
す
。
物
理
的
な
も

の
で
言
え
ば
、
み
な
さ
ん
の
意
識
は
別

に
し
て
、
外
来
に
な
っ
た
ら
周
り
も
働

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
す
。
入
院
す
る
と
、
日
本
は
あ
の

人
は
も
う
だ
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
患
者
さ
ん
で
も
再

発
さ
れ
た
方
は
、
化
学
療
法
で
再
入
院

す
る
時
に
、
家
の
雨
戸
な
ど
は
開
け
た

ま
ま
で
き
ま
し
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

入
院
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
周

り
の
人
が
、
あ
の
人
は
も
う
だ
め
だ
と

言
わ
れ
る
の
で
そ
う
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
う
い
う
文
化
的
背
景
も
あ
り

ま
す
。
と
に
か
く
外
来
化
学
療
法
で
入

院
期
間
は
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
職

場
復
帰
が
促
進
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
へ
ん
を
山

口
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

●
山
口　

が
ん
の
化
学
療
法
は
最
近
大

き
な
変
革
が
訪
れ
て
い
て
、
再
発
を
防

ぐ
た
め
の
術
後
補
助
化
学
療
法
と
い
う

も
の
が
ず
い
ぶ
ん
伸
び
て
い
ま
す
。
一

方
で
再
発
が
ん
に
対
す
る
抗
が
ん
剤
治

療
も
、
臨
床
試
験
的
な
も
の
を
含
め
て

進
ん
で
い
ま
す
。
も
と
も
と
補
助
療
法

と
い
う
も
の
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
2
、
3
年
で
い
い
デ
ー

タ
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
い
る
の
で
、

こ
の
部
分
が
外
来
に
非
常
に
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
私
は
も
し
か
し
た
ら
下
妻

先
生
が
言
わ
れ
る
こ
と
と
逆
の
効
果
が

起
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て

で
す
。
が
ん
の
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
見

た
目
で
は
ま
っ
た
く
普
通
の
人
で
す
。

病
院
に
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
っ
た
要
因
が
加
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
の
で
、
が
ん
の
場
合
は
少
し
問

題
の
あ
り
よ
う
が
違
う
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
ま
さ
に
こ
の
研
究
で
そ
う
い
う

整
理
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

化
学
療
法
の
進
歩
に
応
じ
て
変
化
す
る
就
労
要
因
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い
ま
す
。
外
来
治
療
を
受
け
て
い
る
方

は
、
ふ
だ
ん
は
会
社
に
行
っ
て
、
週

に
1
回
や
2
回
ぐ
ら
い
病
院
に
行
き
、

1
、
2
、
3
日
ぐ
ら
い
は
働
け
な
い
よ

う
な
副
作
用
が
出
ま
す
。そ
う
す
る
と
、

昨
日
は
元
気
で
い
た
の
に
今
日
は
全
然

だ
め
と
い
う
繰
り
返
し
が
起
き
ま
す
。

し
か
し
企
業
の
ほ
う
に
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
1
年
間
で
す
べ
て
終
わ
り
に
な
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
伝
え
ら

れ
れ
ば
、
周
り
も
そ
う
な
の
か
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
を
起
こ
し
う
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
や
は
り
理
解
を
し

て
い
た
だ
か
な
い
と
、
へ
た
を
す
る
と

外
来
化
学
療
法
の
進
ん
で
い
る
こ
と
が

逆
効
果
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

気
が
少
し
し
て
い
ま
す
。

●
下
妻　

た
と
え
ば
今
分
子
標
的
治
療

な
ど
、
非
常
に
高
額
の
治
療
法
が
あ
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
高
額
療
養
費
制
度
と

い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
高

い
医
療
費
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
個

人
に
と
っ
て
は
負
担
が
多
く
、
本
当
は

働
い
て
お
金
を
も
う
け
た
い
と
思
う
の

で
し
ょ
う
が
、
企
業
に
と
っ
て
、
あ
る

い
は
健
康
保
険
組
合
に
と
っ
て
は
負
担

が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
あ
た
り
の
デ
ー
タ
、

あ
る
い
は
影
響
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

●
山
口　

た
と
え
ば
、
乳
が
ん
で
す
と

術
後
補
助
化
学
療
法
で
経
口
薬
で
す

が
、
月
に
数
万
円
の
負
担
が
加
わ
り
ま

す
。
そ
う
し
ま
す
と
が
ん
の
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
は
三
重
苦
、
四
重
苦
の
世
界

が
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
医
療
費
は

高
く
な
る
、
し
か
し
職
は
解
雇
さ
れ

た
、
あ
る
い
は
辞
め
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
、
給
与
が
減
る
。
こ
の
繰
り
返
し
が

今
起
き
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。ま
た
、

企
業
、
健
康
保
険
組
合
、
国
保
で
言
え

ば
市
町
村
な
ど
の
負
担
も
当
然
増
え
ま

す
。

●
下
妻　

健
康
保
険
組
合
側
か
ら
の
圧

力
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
今
は
も
ち

ろ
ん
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

●
山
口　

立
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
て
い
る

健
康
保
険
組
合
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
患
者
や
医
療
機
関
に
対
す
る
圧
力

は
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
下
妻　

今
後
は
あ
り
得
る
の
か
心
配

で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
人
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ

り
ま
す
が
、
高
額
の
が
ん
の
患
者
さ
ん

は
困
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な

●
嶋
田　

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
が
、
が
ん
の
患
者
さ
ん
は
、
糖

尿
病
と
は
少
し
違
う
と
い
う
こ
と
で
、

私
も
そ
う
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ひ

と
つ
の
違
い
は
50
％
の
人
が
、
自
分
は

治
ら
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
非
常
に
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
資
料
1
の
7
ペ
ー
ジ
に
も
書

き
ま
し
た
が
、
診
断
さ
れ
た
時
か
ら
、

あ
な
た
は
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
あ
る
い
は
ス

テ
ー
ジ
Ⅳ
で
す
か
ら
こ
う
い
う
よ
う
な

経
過
を
た
ど
り
、
再
発
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
時
は
こ
う
や
る
と
い

う
こ
と
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
す
る
。
治
療
が
終
わ
り

ま
し
た
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
や

り
、
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
し
、
産

業
医
と
職
場
と
の
医
療
連
携
を
や
り
な

が
ら
復
職
す
る
。
ま
た
再
発
し
た
ら
治

療
を
す
る
と
い
う
よ
う
に
ト
ー
タ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
時
々
に
や
る
の
で
は
な

く
、
最
初
に
診
断
し
た
時
か
ら
、
医
学

が
進
歩
し
、
だ
い
た
い
の
経
緯
が
わ
か

る
し
、
そ
れ
以
下
の
、
あ
る
い
は
以
上

の
こ
と
も
あ
る
時
は
あ
り
ま
す
が
、
だ

い
た
い
わ
か
る
と
い
う
こ
と
で
ト
ー
タ

ル
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
た
方
が
効

率
が
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

こ
の
研
究
で
で
き
る
の
か
な
と
い
ろ
い

ろ
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

●
山
口　

理
想
像
は
言
わ
れ
る
通
り
で

す
。
医
療
の
全
体
像
に
つ
い
て
の
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
の
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
含
め
て
世
界
中
で
養
成

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
問
題
は
た

ぶ
ん
2
つ
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け

の
人
材
が
い
る
か
。
医
師
は
そ
こ
ま
で

の
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
の
時
間

当
た
り
の
給
与
単
価
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
だ
い
た
い
3
〜
4
倍
、
看

護
師
の
2
倍
に
な
り
ま
す
の
で
、
医
師

に
ど
れ
だ
け
の
時
間
を
使
わ
せ
る
か
と

い
う
の
は
、
医
療
機
関
の
経
営
の
問
題

に
か
か
っ
て
き
ま
す
の
で
、
医
師
に
す

べ
て
を
さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る

い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
関
与

│ 

情
報
処
方
、
患
者
の
組
織
化
等
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と
誰
が
す
る
の
か
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
患
者
さ
ん
の
ほ
う
の

理
解
度
の
問
題
で
す
。
手
術
が
終
わ
っ

て
治
っ
た
と
思
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に

「
あ
な
た
の
将
来
再
発
す
る
可
能
性
は
、

…
…
」
と
言
い
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど
の

方
が
、
私
は
再
発
す
る
の
だ
な
、
だ
か

ら
先
生
は
そ
う
言
う
の
だ
な
と
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
嶋
田
先
生
は
外
科
医

で
す
か
ら
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を

ず
っ
と
や
っ
て
こ
ら
れ
て
、
私
は
内
科

で
し
た
の
で
、外
科
で
再
発
し
た
人
は
、

乳
が
ん
の
場
合
、
全
部
引
き
受
け
て
い

ま
し
た
の
で
、
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
理

解
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

や
は
り
私
は
い
つ
も
申
し
あ
げ
て
い

る
の
で
す
が
、
が
ん
の
診
療
過
程
の
そ

れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
適
切
な
情
報
を
提

供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
は
情
報

処
方
と
い
う
言
葉
が
で
き
て
い
ま
し

て
、
患
者
さ
ん
は
自
分
で
探
せ
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
の
こ
の
患

者
さ
ん
に
は
、
こ
の
情
報
を
と
に
か
く

読
み
な
さ
い
と
言
っ
て
提
供
し
ま
す
。

そ
こ
を
明
確
に
す
る
考
え
方
が
こ
れ
か

ら
は
必
要
で
、
そ
こ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
と
い
う
議
論
は
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

●
嶋
田　

症
状
に
応
じ
て
時
間
を
と
っ

て
そ
の
患
者
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
相
談
す

る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
中
核
病
院
の
主
治

医
が
や
る
べ
き
で
す
か
、
そ
れ
と
も
か

か
り
つ
け
医
が
や
る
べ
き
で
す
か
、
と

ア
ン
ケ
ー
ト
で
質
問
し
ま
し
た
ら
50
％

は
か
か
り
つ
け
医
が
や
る
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
落
ち
着
い
た
場
合
に

は
か
か
り
つ
け
医
で
い
い
が
、
変
化
が

あ
る
時
は
主
治
医
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

主
治
医
に
は
病
気
の
こ
と
は
わ
か
り
ま

す
が
、
余
裕
が
な
い
。
専
門
性
の
あ
る

の
は
か
か
り
つ
け
医
で
、
医
療
連
携
を

や
っ
て
い
る
、
か
か
り
つ
け
医
だ
と
お

考
え
の
方
が
50
％
い
ま
し
た
。

●
今
村　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
話
で
、

社
会
と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て

い
く
と
い
う
時
の
ひ
と
つ
の
発
想
で
、

C
S
O
市
民
社
会
組
織
を
ど
う
活
用
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
先
日
イ
ン
ド
の
社
会
的
企
業
の

研
究
者
を
招
い
て
議
論
し
た
時
の
こ
と

で
す
。
今
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
日
本

は
本
当
に
幸
せ
な
い
い
国
だ
と
思
っ
た

の
は
、
イ
ン
ド
で
は
公
的
サ
ー
ビ
ス
は

医
療
に
し
て
も
教
育
に
し
て
も
ま
っ
た

く
信
用
が
な
い
の
で
、
民
間
と
言
い
ま

す
か
個
人
が
自
分
た
ち
で
な
ん
と
か
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
政
府
が

提
供
す
る
も
の
は
み
ん
な
質
が
悪
い
か

ら
自
分
た
ち
で
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
意
識
が
非
常
に
強

い
。
逆
に
彼
ら
か
ら
指
摘
さ
れ
た
の

は
、
日
本
は
公
的
な
も
の
が
あ
る
程
度

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
、
質
の
高
い

も
の
が
次
か
ら
次
と
提
供
さ
れ
る
の
で

民
間
の
や
る
も
の
に
対
す
る
信
頼
が
あ

ま
り
な
い
だ
ろ
う
と
彼
は
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
こ
の
ま
ま

い
け
ば
日
本
は
本
当
に
幸
せ
な
国
に
な

る
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
逆
に
言
え
ば

市
民
組
織
と
言
い
ま
す
か
、
個
人
を
ど

の
よ
う
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く

か
と
い
う
発
想
を
ち
ゃ
ん
と
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

逆
に
お
伺
い
し
た
い
の
は
、
た
と
え

ば
依
願
退
職
し
た
が
ん
患
者
さ
ん
は
何

を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
し
か
し
て
こ
の
方
た
ち
を
C
S
O
の

よ
う
な
形
で
組
織
化
し
て
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
と
か
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
自
分

の
経
験
を
活
か
す
と
い
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
そ
う
い
う
人
材
の
ソ
ー
ス
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
な
と
聞
い
て
い

て
思
い
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
労
働
経
済
の
課
題

な
の
で
す
が
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
ス
キ

ル
ズ
と
言
う
の
で
す
が
、
日
本
の
企
業

と
か
組
織
は
ひ
と
つ
の
組
織
の
中
で
は

非
常
に
う
ま
く
や
る
の
で
す
が
、
組
織

を
超
え
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
ス
キ

ル
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
レ
ー

シ
ョ
ナ
ル
ス
キ
ル
ズ
と
呼
ん
で
い
る
こ

の
ス
キ
ル
、
そ
う
い
う
も
の
を
ど
う

や
っ
て
作
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、
医
療
情
報
が
個
人
を
媒
介
に
し
て

ど
ん
ど
ん
伝
わ
っ
て
い
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
前
向
き
の
治
療
計
画
と
い
う
も
の

が
社
会
の
中
に
伝
播
し
て
い
く
と
い
う

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
や
り
方
も
、
も
し

か
し
た
ら
あ
る
の
か
な
と
い
う
気
が
し

ま
し
た
。

●
伊
藤　

今
、
私
ど
も
は
が
ん
や
、
糖

尿
病
等
も
含
め
て
仕
事
と
治
療
と
の
両

立
支
援
に
つ
い
て
医
療
側
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
作
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と

両
立
支
援
を
必
要
だ
と
考
え
る
新
た
な
コ
ン
セ
プ

ト
を 

│ 

日
本
文
化
度
の
問
題
に
も
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チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
は
人
材
確
保
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
か
ら
の
高
齢
化
あ
る
い
は
人
口
減
少

の
中
で
の
人
材
確
保
、
労
働
力
確
保
と

い
う
だ
け
の
視
点
で
あ
れ
ば
、
た
ぶ
ん

た
と
え
ば
保
育
所
を
作
り
、
女
性
の
就

業
率
を
上
げ
た
ほ
う
が
、
数
的
に
も
確

実
で
す
。
あ
る
い
は
若
年
者
の
職
業
訓

練
を
や
る
と
か
、
先
ほ
ど
山
口
先
生
が

言
わ
れ
た
よ
う
に
70
歳
定
年
を
、
奨
励

金
を
出
し
て
で
も
や
っ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く

労
働
経
済
的
に
人
の
確
保
と
い
う
意
味

で
は
、
こ
の
両
立
支
援
よ
り
も
っ
と
量

的
に
確
実
に
で
き
る
方
法
が
あ
る
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
そ
う

い
う
観
点
か
ら
だ
け
で
は
、
病
気
と
仕

事
の
両
立
支
援
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は

作
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
う
仕
事
に
対
し
て
、
何
か
必

要
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
本
人
の

生
き
甲
斐
の
た
め
に
も
何
か
必
要
だ
と

い
う
、
も
う
ひ
と
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が

事
業
化
す
る
時
に
は
ほ
し
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。
医
療
人
と
し
て
悩
む

と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
か

そ
の
へ
ん
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
作
り
方
に

つ
い
て
お
知
恵
が
あ
り
ま
し
た
ら
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

●
下
妻　

私
は
こ
の
世
界
に
入
っ
て
初

め
て
わ
か
っ
た
の
は
、
費
用
対
効
果
と

ひ
と
言
で
言
う
の
で
す
が
、
効
果
を
何

で
見
る
か
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事

な
の
で
す
が
、
実
は
そ
こ
を
皆
さ
ん
あ

ま
り
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
言
わ
れ
た

よ
う
に
効
果
の
指
標
を
、
こ
れ
こ
そ
価

値
が
あ
る
と
思
え
ば
、
そ
れ
を
指
標
と

し
て
用
い
れ
ば
い
い
の
で
す
。
わ
れ
わ

れ
が
目
指
す
よ
う
な
目
標
を
う
ま
く
一

効
果
の
と
こ
ろ
に
入
れ
れ
ば
、
い
い
結

果
が
出
て
く
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
で
ま
と
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
山
口　

関
連
し
て
で
す
が
、
今
の
日

本
と
い
う
国
で
「
が
ん
」
に
か
か
る
と

い
う
こ
と
は
医
療
者
が
考
え
る
以
上

に
、
そ
の
人
に
と
っ
て
た
ぶ
ん
人
生
の

最
大
の
危
機
と
思
え
る
の
で
す
。
し
ば

ら
く
前
で
す
と
戦
争
と
か
結
核
と
い
う

の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど

の
方
に
聞
く
と
「
が
ん
」
と
い
う
の
が

最
大
の
試
練
と
言
い
ま
す
。
半
数
の
方

は
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
の
で
、
日

本
の
文
化
度
の
問
題
に
な
り
ま
す
が
、

そ
う
い
う
方
を
社
会
で
大
切
に
す
る
と

い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

小
さ
な
職
場
で
す
が
、
先
ほ
ど
言
い

●
吉
谷　

関
原
先
生
、
糖
尿
病
の
話
が

出
ま
し
て
、
失
明
し
た
方
に
つ
い
て
、

そ
れ
は
失
明
な
の
で
そ
も
そ
も
働
け
な

い
。
た
だ
失
明
す
る
ま
で
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
（
医
学
的
に
は
）
で
き
る
の

に
職
業
上
の
事
情
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
13
分

野
研
究
で
出
て
い
た
よ
う
に
思
う
の
で

す
が
、
何
か
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
ま

す
か
。

●
関
原　

久
彦　

今
日
は
非
常
に
勉
強

に
な
っ
て
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
糖
尿
病
で
す
が
、
先
ほ
ど

伊
藤
理
事
長
も
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
も
そ
も
両
立
支
援
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
が
出
て
き
た
の
は
、
糖
尿
病

の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
の
第
1
期
の
13

分
野
の
研
究
か
ら
で
す
。
大
阪
労
災
を

受
診
し
た
糖
尿
病
性
網
膜
症
の
患
者
さ

ん
の
H
b
A
1
c
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し

た
。こ
れ
は
糖
尿
病
の
血
糖
値
の
最
近
、

1
、
2
ヵ
月
の
平
均
値
を
表
わ
す
指
標

で
す
。
こ
れ
が
7
％
と
か
8
％
と
い
う

値
を
示
し
た
の
で
す
。
正
常
値
が
だ
い

た
い
4
〜
5
％
な
の
で
す
。
現
在
の
イ

ン
ス
リ
ン
は
遅
効
型
、
速
効
型
、
超
速

効
型
な
ど
の
製
剤
も
出
て
い
ま
す
し
、

経
口
血
糖
降
下
薬
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
の
で
、
治
療
を
や
り
さ
え
す
れ
ば
、

だ
い
た
い
H
b
A
1
c
が
4
〜
5
％
の

間
に
収
ま
っ
て
く
る
は
ず
な
の
で
す
。

そ
れ
が
7
〜
8
％
と
い
う
値
が
出
て
い

て
、
わ
れ
わ
れ
も
驚
い
て
し
ま
っ
た
わ

ま
し
た
が
ん
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

が
ん
体
験
者
が
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

し
て
入
り
始
め
て
い
ま
す
。
企
業
な
ど

で
も
労
務
担
当
な
ど
の
と
こ
ろ
に
そ
う

い
う
方
が
配
置
さ
れ
れ
ば
、
き
っ
と
非

常
に
い
い
効
果
を
生
ん
で
く
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
は
ま
さ
に
一
人
ひ
と
り
の

生
き
甲
斐
と
い
う
観
点
か
ら
い
き
ま
す

と
、
や
は
り
職
業
と
い
う
の
は
非
常
に

大
き
な
生
き
甲
斐
な
の
で
す
。そ
れ
を
、

治
る
が
ん
な
の
に
何
と
な
く
辞
め
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の
は
い
ち

ば
ん
勿
体
な
い
気
が
し
ま
す
。
そ
の
へ

ん
が
ひ
と
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
か
な

と
い
う
気
が
し
ま
す
。

両
立
支
援
の
必
要
性
の
発
端

│ 

糖
尿
病
性
網
膜
症
の
事
例
か
ら
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け
で
す
。
そ
う
い
う
状
態
を
放
置
し
ま

す
と
、
当
然
の
成
り
ゆ
き
の
結
果
と
し

て
合
併
症
と
し
て
の
網
膜
症
が
進
展
し

て
視
力
が
落
ち
て
き
ま
す
。
一
度
落
ち

て
し
ま
い
ま
す
と
手
術
を
す
れ
ば
回
復

し
ま
す
が
、
だ
い
た
い
0
・
1
ぐ
ら
い

ま
で
落
ち
た
も
の
が
0
・
3
ぐ
ら
い
に

な
る
だ
け
で
す
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
糖
尿
病
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
悪
い
の
か
検
討
し
ま
し
た

ら
、
仕
事
が
忙
し
く
て
非
常
に
受
診
率

が
低
い
の
で
す
。
労
災
病
院
以
外
の
実

地
医
家
の
先
生
の
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
し

て
、
や
は
り
治
療
を
中
断
し
た
人
た
ち

の
半
数
以
上
の
方
は
仕
事
が
多
忙
で
治

療
が
で
き
な
い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、

糖
尿
病
の
視
力
低
下
と
か
失
職
す
る
方

が
多
い
と
い
う
こ
と
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
糖
尿
病
の
治
療
を
き
ち
ん
と
や

ら
な
け
れ
ば
だ
め
な
の
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
現

在
で
も
、
主
治
医
は
企
業
の
上
司
の
方

に
申
し
上
げ
て
、
き
ち
ん
と
治
療
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
形
で
、
わ
れ
わ
れ
は
ム

ン
テ
ラ
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い

う
こ
と
を
し
て
い
る
と
思
の
で
す
が
、

そ
れ
で
は
効
果
が
な
い
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
主
治
医
と
患
者
さ
ん
と
職
場

の
3
つ
が
連
携
で
き
る
、
協
力
で
き
る

よ
う
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
が
ん
と
糖
尿

病
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
の

で
す
。
治
療
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
が
ん
と
違
う
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

●
吉
谷　

そ
れ
で
は
閉
会
の
時
間
が
近

づ
い
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
両
立
支
援

の
が
ん
分
野
の
研
究
セ
ン
タ
ー
で
あ
る

東
京
労
災
病
院
院
長
で
、
勤
労
者
医
療

総
合
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
野
村
先
生
か

ら
、本
日
の
議
論
を
総
括
的
に
ひ
と
言
、

ご
発
言
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総 
括

●
野
村　

和
弘（

東
京
労
災
病
院　

院
長
）

　

本
日
の
パ
ネ
ル
を
総
括
す
る
と
い
う

の
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
課
題
で
す

が
、
今
、
伊
藤
理
事
長
の
ほ
う
か
ら
お

話
が
あ
り
ま
し
た
、「
が
ん
の
就
労
支

援
に
よ
っ
て
労
働
力
だ
け
が
補
強
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
は
目
標
と
し
て
弱
い

の
で
は
な
い
か
」と
い
う
こ
と
で
す
が
、

確
か
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
実

際
に
は
労
働
力
を
補
強
す
る
と
い
う
側

面
も
あ
り
ま
す
が
、
職
場
復
帰
に
関
す

る
質
問
を
が
ん
患
者
に
す
る
と
必
ず
元

の
職
に
就
き
た
い
と
い
う
気
持
が
強

い
。
こ
れ
ら
の
患
者
さ
ん
の
社
会
復

帰
、
職
業
復
帰
の
門
戸
を
開
い
て
あ
げ

る
と
い
う
こ
と
が
、
個
人
に
と
っ
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
さ
せ
る
と

と
も
に
家
族
、
社
会
へ
非
常
に
い
い
影

響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
だ
け
多
い
が
ん
患
者
が
い
る

の
で
す
か
ら
、
そ
う
し
た
が
ん
患
者
の

再
就
職
、
職
業
復
帰
が
で
き
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ず

い
ぶ
ん
と
が
ん
を
経
験
し
た
患
者
に
対

す
る
社
会
の
認
識
も
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
医
療
の
必
要
性

を
訴
え
る
事
に
よ
っ
て
、
こ
の
医
療
の

重
要
性
が
明
確
に
さ
れ
、
社
会
か
ら
も

支
援
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
意
味
で
は
、

こ
こ
で
は
ま
だ
明
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
患
者
さ
ん
の
視
点
に
た
っ
た
調
査

が
絶
対
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
研
究
代
表
者
に
お
願
い
し
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
企
業
側
か
ら
す
る

と
、
企
業
と
し
て
、
ど
う
い
う
こ
と
が

あ
れ
ば
復
帰
可
能
と
な
る
か
と
い
う
視

点
か
ら
も
の
を
考
え
て
ほ
し
い
。
そ
れ

に
対
し
て
産
業
医
、そ
し
て
主
治
医
が
、

こ
の
調
査
を
参
考
に
し
て
本
当
に
社
会

復
帰
で
き
る
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
、
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
パ
ス
を
作
り
、
そ
れ
を
患
者

さ
ん
、
企
業
サ
イ
ド
、
産
業
医
に
も
お

見
せ
し
て
、
こ
う
い
う
よ
う
に
や
れ
ば

復
帰
で
き
る
の
だ
と
い
う
指
針
を
示

す
。
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
大
事
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
支
援

そ
の
も
の
が
効
果
の
あ
る
も
の
に
な
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

●
吉
谷　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
で
は
こ
れ
で
閉
会
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
本
当
に
長
時
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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本
調
査
は
、
平
成
21
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
独
立
行

政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
の
労
災
疾
病
等
医
学

研
究
・
開
発
、
普
及
事
業
に
係
る
研
究
「
が
ん
罹
患
勤

労
者
の
就
労
に
関
す
る
研
究
」（
主
任
研
究
者
門
山

茂
）に
お
け
る
主
治
医
と
産
業
医
の
が
ん
罹
患
勤
労

者
の
就
労
支
援
の
実
態
と
そ
の
障
壁
、
企
業
に
お
け

る
が
ん
の
理
解
と
就
労
支
援
に
つ
い
て
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
予
備
又
は
中
間
調

査
の
結
果
で
す
。以
下
そ
の
概
要
を
記
し
ま
す
。

主
治
医
は
関
東
近
郊
に
あ
る
病
院
の
主
治
医
に
対

し
、
産
業
医
は
神
奈
川
県
内
の
産
業
医
及
び
産
業
保

健
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
産
業
医
に
対
し
、
自
記
式

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
記
入
後
回
収
し
た
。
期
間

は
主
治
医
が
2
0
0
9
年
9
月
24
日
〜
10
月
19
日
、

産
業
医
が
2
0
0
9
年
9
月
12
日
〜
12
月
22
日
で
あ

り
ま
す
。
主
治
医
の
有
効
回
答
数
は
29
名
、
産
業
医

の
有
効
回
答
数
は
25
名
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
主

治
医
、
産
業
医
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
本
研
究

の
た
め
の
予
備
調
査
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

企
業
の
調
査
は
北
海
道
及
び
関
東
近
郊
の
企
業
に

対
し
、
直
接
訪
問
し
て
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者

（
経
営
者
や
人
事
・
総
務
担
当
者
等
）
に
主
旨
を
説

明
し
た
後
、
調
査
し
た
。
そ
の
期
間
は
2
0
0
9
年

11
月
6
日
〜
2
0
1
0
年
2
月
26
日
で
、
実
施
施

設
数
１
３
８
０
ヶ
所
中
、
有
効
回
収
数
は
２
１
２
ヶ

所
（
15
％
）
で
あ
り
ま
し
た
。
企
業
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
、
2
月
5
日
ま
で
の
有
効
回
収
数

１
３
７
ヶ
所
を
解
析
し
た
中
間
調
査
と
し
て
報
告
す

る
も
の
で
、
後
日
に
最
終
報
告
を
行
う
予
定
で
あ
り

ま
す
。

が
ん
罹
患
患
者
が
利
用
で
き
る
相
談
窓
口
は
半
数

以
上
の
医
療
機
関
や
職
場
に
お
い
て
設
置
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
主
治
医
、
産
業
医
と
も
に
復
職
の

相
談
を
う
け
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
転
職
・
離
職

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
相
談
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
産
業
医
の
半
数
は
相
談
人
数
が
年
間
5

人
未
満
と
回
答
し
ま
し
た
。
産
業
医
の
64
％
が
復
職

に
つ
い
て
主
治
医
と
相
談
し
た
と
回
答
し
ま
し
た

が
、
主
治
医
の
わ
ず
か
7
％
が
産
業
医
と
相
談
し
た

と
の
回
答
で
あ
り
ま
し
た
。
産
業
医
の
う
ち
会
社
の

人
事
労
務
担
当
者
と
就
労
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
相

談
し
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
た
も
の
は
33
％
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。
復
職
判
定
指
標
な
ど
が
あ
れ
ば
活

用
す
る
か
と
い
う
設
問
で
は
、
産
業
医
の
76
％
、
主

治
医
の
80
％
が
賛
成
し
ま
し
た
。
反
対
の
意
見
で

は
、
両
者
と
も
守
秘
義
務
に
不
安
が
あ
る
と
い
う
回

答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
主
治
医
の
反
対
理
由
と
し

て
は
、
責
任
に
伴
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
見
合
わ
な

い
、
多
忙
で
あ
る
、
負
担
が
増
え
る
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
が
ん
患
者
の
就
労
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を

検
討
す
る
い
わ
ゆ
る
復
職
委
員
会
の
設
置
に
関
し
て

背

景

調
査
方
法

結　
　

果

主治医、産業医、各企業に行った
「がん罹患勤労者の就労支援」に関する

予備等調査の概要

労働者健康福祉機構 特任研究デイレクター 嶋田  紘

がん罹患勤労者の復職、就労と治療の両立支援研究 主任研究者 門山  茂

1 ～ 3 まとめと執筆
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は
主
治
医
の
80
％
が
賛
成
し
た
の
に
対
し
て
、
産
業

医
は
52
％
で
あ
り
ま
し
た
。
産
業
医
が
消
極
的
な
理

由
は
守
秘
義
務
の
不
安
や
労
働
安
全
衛
生
法
の
範
囲

外
、
専
門
性
の
違
い
な
ど
で
あ
り
ま
し
た
。
主
治
医

の
反
対
の
理
由
は
守
秘
義
務
の
不
安
の
他
に
、
復
職

可
能
判
定
が
困
難
で
あ
る
な
ど
で
あ
り
ま
し
た
。
主

治
医
の
55
％
が
復
職
プ
ラ
ン
の
作
成
等
両
立
支
援
の

た
め
に
産
業
医
と
医
療
連
携
を
す
る
に
は
特
に
病
状

が
一
定
し
て
い
る
時
に
は
か
か
り
つ
け
医
が
よ
い
と

答
え
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
か
か
り
つ
け
医
の
方
が

患
者
の
日
常
に
接
し
て
い
る
た
め
、
細
か
な
相
談
や

健
康
管
理
が
で
き
る
と
の
意
見
で
あ
り
ま
し
た
。

次
に
企
業
に
対
す
る
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。産

業
医
の
設
置
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
従
業
員
数
50

名
以
上
の
企
業
に
お
い
て
も
産
業
医
の
配
置
が
あ
る

と
答
え
た
企
業
は
平
成
17
年
厚
生
労
働
省
安
全
衛
生

基
本
調
査
結
果
で
は
75.4
％
で
し
た
が
、本
調
査
で
は

52
％
で
あ
り
ま
し
た
。病
気
休
暇
期
間
を
認
め
て
い

る
企
業
は
51
％
で
休
業
補
償
制
度
が
あ
る
と
回
答
し

た
企
業
は
37
％
で
あ
り
ま
し
た
。会
社
内
で
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
い
る
と
回
答
し
た
会
社
は
27
％
で
、

私
疾
病
に
お
け
る
上
司
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
企
業

は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。安
全
衛
生
委

員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
企
業
は
平
成
17
年
の
厚
生

労
働
省
の
調
査
結
果
で
は
76.2
％
で
し
た
が
、本
調
査

結
果
は
50
％
で
、産
業
医
を
設
置
し
て
い
る
企
業
に

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。上
司
と
産
業
医
が
連
携
し
、が

ん
に
罹
患
し
た
従
業
員
へ
柔
軟
な
雇
用
体
制
を
提
供

し
て
い
る
企
業
や
病
休
し
た
従
業
員
へ
の
職
場
復
帰

を
行
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
企
業
は
20
％
に
達
し
ま

１．医療機関、職場とも就労に関する相談窓口の設置は不十分であった。

２．がんに関することやがん罹患勤労者の就労支援の重要性について企業内教育は十

分に行われていなかった。

３．病気休暇制度や休業補償制度は不十分であった。

４．主治医と産業医との医療連携、更に産業医と人事労務管理者との情報交換が専門

性の違いや守秘義務不安のため円滑に行われていなかった。

５．衛生委員会などで柔軟な労働環境の提供（就労支援）を行っている企業は少なかった。

６．復職プログラムなどの就労支援（企業福祉）の具体策の作成や管理については大

企業は企業内、中小企業は企業外で行うことが望ましいという意見が多かった。

７．福祉のための財源については、税金、社会保険料、自社利益の順であった。
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予備調査から考えられた就労支援対策

【企業】
人事労務管理者

職場

人事労務管理者

MSWなど

衛生管理者*
（産業医） 主治医

患者・家族

【病院】

2、3、、 、7*

8

4、5*
1、6*

【ツール、制度】

（勤労者）

1．復職判定指標
2．病気休暇制度
3．休業補償制度

【教育、啓蒙】
8．がんや就労支援の
　  重要性の教育

【システム】
4． 主治医などとの時間をかけた話し合いの場
5． 相談窓口の設置
6*．主治医と衛生管理者（産業医）の医療連携
 （復職支援プログラム作成）
7*．衛生管理者と人事労務管理者の連携
 （復職支援プログラム実行・管理）

＊衛生管理体制が不十分な企業が私疾患に対する就労支援などの企業内福祉を
　行う際には専門性を持つ企業外資源を活用しなければならないことが多い

せ
ん
で
し
た
。多
く
の
企
業
が
主
治
医
と
産
業
医
の

連
携
は
必
須
で
あ
る
と
回
答
（
56
％
）
し
ま
し
た
。

主
治
医
と
産
業
医
の
連
携
が
不
十
分
な
理
由
に
は

「
復
職
を
求
め
る
事
例
が
な
い
」「
産
業
医
の
責
務
外
」

「
現
場
の
処
理
能
力
に
問
題
」「
個
人
情
報
の
保
護
」

「
就
労
支
援
の
考
え
が
な
い
」「
産
業
医
の
専
門
性
」で

あ
り
ま
し
た
。復
職
プ
ラ
ン
の
作
成
に
賛
成
と
回
答

し
た
企
業
は
38
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。反
対
し
た

理
由
は
守
秘
義
務
不
安
、労
働
安
全
衛
生
法
の
範
囲

外
で
あ
り
ま
し
た
。柔
軟
な
労
働
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
か
と
い
う
設
問
で
は
、社
会
全
体

と
し
て
は
62
％
、自
社
の
将
来
と
し
て
は
51
％
が
重

要
で
あ
る
と
回
答
し
ま
し
た
。企
業
福
祉
を
充
実
さ

せ
る
理
由
は
企
業
の
人
的
資
源
の
充
実
や
C
S
R
、

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
で
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、が
ん

患
者
に
対
す
る
就
労
支
援
な
ど
の
企
業
福
祉
の
義
務

化
に
は
大
企
業
に
比
べ
、中
小
企
業
は
体
力
な
ど
の

理
由
で
消
極
的
で
あ
り
、企
業
外
で
の
整
備
を
望
む

意
見
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。企
業
福
祉
の
財
源
と
し

て
考
え
ら
れ
る
も
の
は
自
社
利
益
、税
金
、社
会
保

障
、大
企
業
基
金
等
で
あ
り
ま
し
た
。企
業
の
85
％
が

病
気
に
な
っ
た
も
の
へ
の
支
援
は
必
要
と
回
答
し
ま

し
た
が
、既
往
歴
の
あ
る
勤
労
者
を
積
極
的
に
採
用

す
る
と
回
答
し
た
の
は
6
％
で
あ
り
ま
し
た
。

が
ん
罹
患
勤
労
者
の
就
労
支
援
の
具
体
策
と
し
て

は
、
ま
ず
患
者
と
主
治
医
が
十
分
に
話
し
合
え
る
機

会
や
病
院
と
職
場
に
お
け
る
機
能
の
充
実
し
た
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
次
い

で
、
が
ん
や
が
ん
罹
患
勤
労
者
の
就
労
支
援
の
重
要

性
に
つ
い
て
企
業
内
教
育
を
行
い
職
場
の
理
解
を
得

る
と
共
に
、
病
気
休
暇
制
度
、
休
業
補
償
制
度
や
復

職
判
定
指
標
な
ど
の
制
度
や
ツ
ー
ル
を
整
備
し
、
主

治
医
と
企
業
側
と
の
密
な
連
携
の
も
と
に
、
柔
軟
な

労
働
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
実
現
の
為
に
は
医
学
的
、
経
済
的
、
制
度
的
研

究
と
支
援
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

考　
　

察



産　

業　

医

調
査
時
期

9
月
12
日
〜
12
月
22
日

調
査
対
象 

神
奈
川
県
内
の
産
業
医
及
び
産
保
セ
ン
タ
ー
に

所
属
す
る
産
業
医

調
査
方
法

自
記
式
ア
ン
ケ
ー
ト

有
効
回
答
数

25
名
（
専
任
7
名
、
嘱
託
16
名
）

【産業医 n=25】= 5】25】55

運送運 ・倉庫業倉 業業
4％4

無回答無回答答答回回
4％4％％％％％ 製造業造業製

％60％0％

建築業業建
4％％

サービス業ビスビス業ビ 業業
12％

その他 ％16％116％1 ％％％％％％

【産業医 n=25】n=25】252

いいえい
52％2

無回答無回答答答無無
4％％％

はいいはいいいは
44％

え

4％4％％％ 44％％44％％％％44

【主治医 n=29】n=29】292

いいえい
65％5

無回答無回答答答無無 7％％7％7％％77
はいいいいいいはは
28％％％

え

はいはいはははは
28％％288％

Q1 がんに罹患した患者さんが利用できる
相談窓口を設けていますか？

会社の業種について

産業医及び主治医への
　　　　　「がん罹患勤労者の就労支援」
　　　　　　　　に関するアンケート調査

主　

治　

医

調
査
時
期

２
０
０
９
年
9
月
24
日
〜
10
月
19
日

調
査
対
象

主
治
医
の
い
る
３
病
院

調
査
方
法

自
記
式
ア
ン
ケ
ー
ト

有
効
回
答
数

29
名
（
内
科
医
師
12
名
、
外
科
医
師
17
名
）

がん相談窓口は半数以上の医療機関、
職場にも設置されていない
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PART2 「がん罹患勤労者の就労支援」に関する予備等調査 2PART2

【産業医 n=25】n=25】252

いいえい
28％8

無回答無回答答答無無
8％％％

はいいはいいいは
64％

え

8％8％％％ 64％％64％％％％66

1000人未満満人未満未未満未
10％％％％

20人以上以以以上以上上
35％

5人未満未
50％

2002222 人未満人未満人未未
5％％5

1010
1010

上上上上
5人未人5
50％％5

満満満

0 20 40 60 80 100%

治療内容

休　　業

復　　職

転職・離職

【産業医 n=25】

66464646464646464 36363636363636363636363636

27272727272727272 28282828282828282828282828

808080808080808080 2020202020202020202020202020

242424242424242424 7272727272727272727272727272

はい いいえ

【主治医 n=29】n=29】292

いいえい
93％3

はいはいはは 7％％7％％％

え

0 20 40 60 80 100%

治療内容

休　　業

復　　職

転職・離職

【主治医 n=29】

909090909090909090 0101010101010101010101010

97979797979797979 2212121212121212121212121

97979797979797979 2121212121212121212121212121

55555555555555555555 4545454545454545454545454545

はい いいえ

Q3 1年間でどれくらいの相談を
受けましたか？（産業医のみ）

【専任・嘱託 n=xx】

0 20 40 60 80 100%

専　任

嘱　託

100100100100100100100100100

505050505050505050 444444444444444444444444 666666666

はい いいえ 無回答
産業医の64％が主治医と医療連携を
行っているが、産業医に相談した経験
をもつ主治医は7％であった。

産業医の80％ががん患者の就労について相
談を受けているが、その数は年間5人未満
が半数を占めた

Q2 がんに罹患した患者さんから今後の治療や休業、転職・離職につ
いて相談を受けたことがありますか？

Q4 病気又はがん患者について産業医は主治医と、主治医は産業医と
何か相談したことはありますか？



「いいえ」（参加しない）理由
・守秘義務に不安がある
・労働安全衛生法の範囲外である
・ケースが多すぎる

【産業医 n=25】n=25】252

いいえいいえいい
12％12％22

無回答無回答答答無回
12％

はいいいははははははは
6％％6％767666

12％12％％

はは
77

「いいえ」（参加しない）理由
・守秘義務上問題がある
・衛生委員会とは切り分けるべきだ
・意義がよくわからない
・個別対応でよい

【産業医 n=25】n=25】252

いいえい
40％0

無回答無回答答答無無
8％％％

はいい
52％％％

え

8％8％％％

はいはいはは
52％2％

【主治医 n=29】n=29】292 どちらともどちらとももももととららちちどど
いえないいいなええい 3％％％

いいえいいえええ
14％14％

無回答無無無回無回答 3％％％33

はいい
80％％％％％

いえないいえないななええいい 3％％3％％％回答回答回回 3％3％％％

はいはいいい
80％80％％

「いいえ」（参加しない）理由
・守秘義務に不安がある
・責任に伴うインセンティブが見合わない
・参加したいが時間がない
・仕事量が増加し、負担である

【主治医 n=29】n=29】29】292

いいえいいいえい ええ
7％77％

とももどちらともどちらとともとららちちどど
いえないなええい 3％％％％％3

はいいいはいいいい
80％％0％％％

無回答無無無無 答回
10％100

いえないいえないいいええいい 3％3％3333

はは
808088

無回答無回答答答回回
0％0％0％0

「いいえ」（参加しない）理由
・守秘義務に不安がある
・転職・離職に関することは難しい
・ 患者が現在の体力でどの程度の仕事がこなせ
るのか判断できないし、体力の判断なら、がん
の治療医である必要がない

主治医の80％が復職委員会を設けることに賛成であったが、産業医では52％であった。

Q5
将来、病気又はがん患者への復職への意欲（評価表）や回復状態、
治療内容、今後の見通しなどの治療状況を主治医により提出する
制度ができれば、その制度に参加しますか？

Q6 患者の会社の衛生委員会で復職委員会を設けることは賛成ですか？



PART2 「がん罹患勤労者の就労支援」に関する予備等調査 2PART2

【産業医 n=25】n=25】252

いいえい
42％2

はいいはいいいは
58％

え

58％％58％％％％55

n=25】252

いいえい
59％9

はいいはいはいいは
33％無回答無 答無回

8％8888

え

33％％33％％％％33無回答無回答答答無無
8％8％88

Q7 人事労務管理者と病気又はがんの回復度に応じた就労と治療の両立のため
の就労プログラムについて相談したことがありますか？（産業医のみ）

Q8 復職プランの作成や両立支援のために、産業医との医療連携をするに
は、主治医とかかりつけ医、どちらがよいですか？（主治医のみ）

全疾患では疾患に罹患した患者に対し、58％の産業医が人事労務管理者と相談していたが、
がんにおいては33％であった。

復職プラン等の作成のために産業医と医療連携をするには、
半数以上の医師が「かかりつけ医がよい」と回答していた。

【主治医 n=29】n=29】292

主治医治医主主
28％％

どちらとももどちらともももらちちどど
いえないいええい 3％％％％％33無回答無無回回回答

14％114％％％

かかりつけ医医つか
55％％％医

いえないいえないいいないい 3％3％3333回答回答答答
％％％％

かかか
55％5

「かかりつけ医がよい」理由
・患者の日常に接しており、普段の状況もわかるため、細かなフォローアップができる
・患者の全体的な視野に立ったプランが可能となる・・・・・など

「主治医がよい」理由
・かかりつけ医では病態ごとの治療経過計画や病状把握が十分把握できないから・・・・・など

「どちらともいえない」理由
・ケースバイケースである、医師同士やりとりできるコーディネーターが必要

全疾患 がん
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　　企業への「がん罹患勤労者の就労支援」
　に関するアンケート調査（中間結果報告）

調
査
名「
各
企
業
に
お
け
る
私
疾
病
休
職
者（
特
に
、「
が
ん
」患
者
）へ
の
対
応
に
関
す
る
調
査
」

調
査
時
期

２
０
０
９
年
11
月
6
日
〜
２
０
１
０
年
2
月
26
日

調
査
対
象

北
海
道
及
び
関
東
近
郊
の
企
業

調
査
方
法 

 

訪
問
調
査

調
査
主
体

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構

調
査
協
力

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
次
世
代
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構

回
収
状
況
及
び 

 

企
業
訪
問
数

９
３
０
ヵ
所

回
収
数

１
３
７
ヵ
所

標
本
バ
ラ
ン
ス

今
回
調
査
報
告 

 
２
０
０
９
年
２
月
５
日
ま
で
の
有
効
回
収
数
１
３
７
ヵ
所
に

つ
い
て
の
中
間
結
果
報
告

【n=137】

300～999～ 名
14％ ～499499名

34％％4％444

100010000000 名～名名～
12％％2

0～299950～0～ 名
40％40

999名名99
～44～4
34344

12％12％％％22

名名

規模分類バランス

0

500

1000

調査全体 回答数

930

137

回収率 15％

回収率

【n=137】

第３次産業３次次次
82％％

第２次産業次２次次第２２２第第
18％％％88次産業次産業業業産産 18％18％％88

産業分類バランス

○アンケートに協力していただけなかった理由について
　忙しい、今はそれどころではない ... . . . . . . 6割
　質問が多すぎる、質問内容が難しい .. . . . . 3割
　その他 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1割
　　・協力する意義がわからない
　　・義務アンケート以外は無理（1000名以上の企業）
　　・会社規定などが調べられない（300名以下の企業）
　　・会社が何もしていないと思われたら困る
　　・情報漏えいが危惧されるため・・・・・・・など
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PART2 「がん罹患勤労者の就労支援」に関する予備等調査 3PART2

0

20

40

60

80

100％

あり なし あり なし

49名以下
【n=47】

50名以上
【n=90】

4％

47％

96％

52％

Q1 1年間に病気休職者はいましたか？

Q2 産業医またはそれに順ずる
ものを配置していますか？

【n=137】

なしし
58％8

無回答無回回回答
26％226％2 ％

ありり
16％

回答回答答答
％％％％

ありりありりりりああ
16％％16％％％16

私疾病

【n=137】

なししししし
51％％％

無回答無無回回回
29％2229％2 ％

ありあ
20％

なしなし
51％51％55

回答回答答答
％％％％

ありありり
20％20％％％22

メンタルヘルス不調

【n=137】

なししししし
56％％％

無回答無無回回回答
32％3332％3 ％％

ありあ
12％

なしなし
56％56％55

回答回答答答
％％％％

ありありり
12％12％％％

がん

【n=137】

なししししし
56％％％

無回答無無回回回答
35％3335％3 ％

ありあ
9％

なしなし
56％56％55

回答回答答答
％％％％

ありありり
9％9％％％99

生活習慣病

※パーセンテージは規模n数あたり

49名以下の規模の企業（産業医設置規定なし）
では産業医またはそれに順ずるものの設置は
4％であった。

50名以上の企業（産業医設置規定あり）でも
47％の企業は産業医またはそれに順ずるもの
の設置をしていないと回答していた。

メンタルヘルス不調を原因として病気休職として扱った会社は20％であり、がんは12％であった。
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なしななしなな
49％449％9499

ありりり
51％

しし
％％

ありりあ
51％％5

【n=137】

なしななしなな
63％663％633

ありりり
37％

しし
％％

ありりあ
37％％3

Q3 病気休暇期間を認めていますか？

Q4 休業補償制度はありますか？

Q5 従業員の方ががんになった場合の相談窓口を設けていますか？

【n=137】

なしし
73％3

ありりりあ
27％％％
ありありああああ
27％％277％

がん
【n=137】

メール相談メメメメ ル相談談相談談ール
14％14％％％

電話相談相談相相相
32％

専門カウンセラーウカウウ専門カカカ専門門専
21％％％22その他そのの他他

33％33333％3 ％

電話相電話相電電
32％32％322

21％21％％％22の他の他他他
％％％％

窓口形態

窓口形態その他の記述
・人事、総務部
・産業医、社医
・社長
・外注
・安全衛生担当者・・・など

病気休暇期間は半数の企業で認められていたが、休業補償制度は4割弱の企業しか導入されていなかった。
病気休暇期間、休業補償制度共に第2次産業の方が割合として多く導入していた。（データは示さず）

メンタルヘルス不調のための相談窓口の設置が最も多かった。
（データ示さず）

相談窓口の形態としては人事・総務部などのその他の項目が多く、
中小企業については社長自ら相談窓口となっているケースがみら
れた。
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PART2 「がん罹患勤労者の就労支援」に関する予備等調査 3PART2

していないいいしし
79％％7

無回答無回答答答無回回無
2％％％ しているし るていしし

19％

【n=137】

ないい

2％2％％％ しているるいし
19％9

【n=137】

していないいしし
88％％

しているるし いて
11％

無回答無回答答答回回無無
1％％％

ないい

11％％11％1％％％

メンタルヘルス不調

【n=137】

していないいしし
94％％

しているるし いて
5％

無回答無回答答答回回無無
1％％％

ないい

5％51％1％％％

生活習慣病
【n=137】

していないいいしし
98％9

無回答無回答答答回回無無
2％％％

ないい

2％2％％％

がん

【n=137】

していないいし
97％％

無回答無回答答答回回無無
1％％％ しているし るていしししし

2％

ないい

1％1％％％ 2％％

がん治療への配慮

Q7 柔軟な雇用体制の提示

Q6 各疾患マネージャー教育

具体的な教育内容（多い順に記載）
・研修の実施（管理職向け含む）
・ガイドブック等の配布
・産業医、産業カウンセラーによる指導
・トライアル復帰
・こころの健康相談開催、セミナー開催
・ホームページでの案内

がん治療への配慮について具体的な教育内容
・面談によるヒアリングと対応法のアドバイス教育
・DVD学習

具体的な内容
・時短勤務等勤務時間の変更
・雇用形態の変更、異動
・個別対応
・再雇用
・リハビリ出勤・・・・・など

メンタルヘルス不調によるマネージャー
教育に比べ、がんは全く行われておら
ず、治療への配慮をしている企業は2％
であった。

主に時短勤務等の対応であるが、柔軟な雇用体制の提示を行っているのは2割弱の企業だけにとど
まっていた。
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【n=137】

わからないわわからないなななかか
30％30％00

無回答無回答答答回回無無 7％7％7％7
行っているってっ行行
17％％％

行っていないていないななてて
46％％％

いい

行っ行っ行行行行
17％％177％

行っ行っ行行
46％46％44

0 20 40 60 80 100%

【全体 n=79】

2212121212121212121 232323232323232323231717171717171717 171717171717171717171717 919191919191919191919

2626262626262626262626 1515151515151515151515202020202020202020 2020202020202020202020202020 1717171717171717171717

2121212121212121 212121212121212126262626262626266 6161616161616161616161616 161616161616161616166

505050505050505050 666666666666 3333333333388888888888

している ときどき まれに
まったくない わからない

49名以下

50～299名

300～999名

1000名以下

Q8 私疾病等に罹患した従業員につ
いて上司や産業医が会社復帰に
むけて連携をとっているか？

0 20 40 60 80 100%

49名以下

50～299名

300～999名

1000名以下

【全体 n=79】

11111111 5555555555555511111111111111 444444444777777777

4141414141414141414141413131313131313131 2828282828282828

72727272727272727272727272721717171717171717 1111111111111111

35353535353535353535353535354141414141414141 242424242424242424

あり なし 無回答

Q9 産業医等ががん等罹患従業員の
上司に対し、病気に対する配慮
をするよう指導しているか？

【n=137】

なしし
47％7

無回答無回答答答回回無無 32％％32％％％323
ありりりあ
21％％％
ありありああああ
21％％21％

Q10 経営者と従業員が健康対策に
ついて話し合っていますか？

具体的な内容（多い順に記載）
・時短勤務等勤務時間の変更
・無理をさせない指導
・面談式の知識教育
・外勤から内勤等への配置転換
・セカンドオピニオンによる就業上の配慮教育
・産業医によるカウンセリング・・・・・など 大企業（産業医の設置が多い）の方が病

気に対する配慮指導がなされている傾
向が見られた。

上司や産業医が連携をとり、従業
員の会社復帰に努めている企業は
17％であった。

大企業の方が経営者と従業員が健康
対策について話し合っている傾向が
みられた。
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PART2 「がん罹患勤労者の就労支援」に関する予備等調査 3PART2
【n=137】

医療機関証明書機関証明書明明明機機
58％％％

その他その他他他ののそそ 8％8％8％8
本人申告のみ人申人人本
12％％％

特に
考えていないていていいないな
22％

医療機医療機医医
58％58％55

本人本人本本本本
12％％122％ないないいいなな

0

20

40

60

80

100％

あり なし あり なし

49名以下
【n=46】

50名以上
【n=97】

あり なし あり なし

産業医あり
【n=47】

産業医なし
【n=82】

20％

28％

91％

80％

72％

9％

28％

72％

【n=137】

なしし
47％7

無回答無回答答答回回無無 3％3％％％33
ありりりあ
50％％％
ありありああああ
50％％500％

Q11 がんに罹患した従業員が職
場復帰できるかどうかの判
断はどうしますか？

Q12 衛生委員会は設置されていますか？

半数以上の企業が職場復帰には医療
機関の証明書が判断材料であると回
答していた。

衛生委員会の有無は規模及び産業医
の有無に比例する傾向が見られた。
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0 10 20 30 40 50%

十分機能している 1313131313131313

機能している 47474747474747474747474747

どちらでもない 22222222222222222222

していない 11111111111111111111

全くしていない 77777777777

【全体 n=xx】

員から復帰をを復帰ら従業員員従
求める事例がないない求める事例がなななな例例るる求求
22％2

私疾病に関しては病に私疾
産業医の責務の範の業業
囲外であるるであるる外外で外
20％％％

現場の処理能力にに場の処理能力にに理能理場の場
問題がある題があるがが
18％

完全に個人情報を完完 個 情報情情に
保護できないい護で
17％％

企業内で職場復帰で 帰場場
支援の考えがないの考の考考えが考 ががが
13％

その他のそ 10％％1

私疾疾
産業業産業業業
囲外囲外
20％20％22

現場現場
問題問題
18％

を

復帰帰
ないないいい

Q13 衛生委員会は機能
していますか？

Q14 主治医と産業医の連携が
不十分であると言われる
理由は何だと思われます
か？（複数回答可）

Q15 衛生委員会で復職プラン等を立てることに賛成ですか？

【n=137】

らないなわからからわわ らななわわ
44％4 いいえええ 0％0％100

はいいいいいいは
38％％％

無回答無無 答回
8％88％88％

いい
いいえいいえいい

はいはいはははは
38％％388％

無回答無回答答答無回回
％％％％

【「いいえ」」の理由のの理由理由理の理の （複数回答可）（複数回答可）可））答答回回数数複複 】】

法の範囲外法法の範囲外外外範範
18％18％％％ インセンティブがィィセ

見合っていないないて
9％

守秘義務が不安義務義義
55％

調整が整が
難しいししいし
9％9％％％

その他他 9％

インセ
見合っ見
9％9

守秘義秘義守秘秘秘秘
55％％55％％％55

9％％

その他の記述内容
・主治医の非協力と産業医の専門性の違い
・医師のコミュニケーション能力の問題
・主治医と産業医の価値観の違い・・・など

その他の記述
・衛生委員会でやることではない

「機能している」との回答が47％
ともっとも多かった。

職場において、医療連携や就労支援の復職体制が十分でないことが推測される。

復職プランの作成に賛成した企業は38％にとどまった。
反対した理由には守秘義務不安、労働安全衛生法の範囲外
である、などであった。
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PART2 「がん罹患勤労者の就労支援」に関する予備等調査 3PART2

Q16 がん罹患勤労者でも回復度に応じて柔軟な
労働環境を整えることが重要ですか？

【n=137】

思わないなな思思
1％

無回答無回答答答無無 1％％1％％％1

思う思う
62％％62％626

わからないららないらない
36％％

い

思思思思
6666

いいいい

社会全体として

【n=137】

思わないなな思思
4％

無回答無回答答答無無 3％％3％％％33

思う思う
51％％51％515

わからないらららないらない
42％％

い

思思思思
5555

いいいい

貴社の将来として

【n=119】
思うう思 29％29

思わないわないいいわわ
22％％％％％

わからないららないらない
49％％

思わ思わわわ
22％22％

いいいい

○ がん罹患勤労者の回復度に応じた柔軟な労
働環境の整備の「義務化」は必要ですか？義務化は必要ないと思う理由

・負担となる、義務化には体力が必要
・業種等により様々で義務化である必要がない
・形骸化、有形無実になるだけ
・本来の労働環境を整える主旨と異なる
・障害者ほど弱者ではないから

義務化は具体的にどのような取り組みを行うべきか
・生きる意欲のエネルギー源となる支援
・意識改革の啓蒙
・企業の受容能力に応じた給付制度が重要
・ どのような病気であっても働く意思を持つ人材は
会社にも社会にも重要

19％の企業が現在は柔軟な労働環境を整えている（問17）が、将来は51％の企業が労働環境の整備
が重要と考えていた。しかし、「義務化」に賛成した企業は29％であった。

73



【n=xx】

ブランドドラ
13％3

採用有利用有利
7％％％％

その他その他他他そそ 15％15％％％11

戦力充実力充戦力力
37％％7％3377

CSR活動活活
28％

戦戦戦
33

CSRC
28％28％88

○企業の福祉を充実させる理由はなんですか？（複数回答可）

【n=46】 思わない思わないいいななわわ思思 15％％5％％155

思う思ううう
85％85％8 ％％8

【n=69】 するするるる 6％％6％％％66

わからないかからからら
61％1

しないしないなな
33％33％％％3

らないらないいいらなら

○病気になった人へのサポートは必要か？ ○既往歴のあるものを積極的に採用するか？

○病気になった人に対するサポートはどのように行うことが望ましいと考えますか
・生活支援、所得保障などの経済的・金銭的な支援
・労働時間の工夫などその人にあったサポート
・社会復帰のための意向や希望をかなえることができる体制づくり
・専門的なカウンセリングなどを行える機関の設置
・行政と企業の連携
・単身者のケアステーション
・周囲の理解と協力
・主治医との連携システム
・十分な時間をかけた復帰へのプロセス
・無理をさせない環境づくり

○がん罹患患者などに対して今後どのような対応を取る予定ですか
・現状ではまったく考えていない
・本人との話し合いにより各当事者ごとに最善の対策をする

その他の記述
・働きやすい職場づくり
・人員不足解消
・雇用の安定のため
・ES向上
・幸せになるため

病気になった人へのサポートは85％の企業が必要と回答したが、既往歴のある人を採用すると回答
したのは6％のみであった。

企業福祉を充実させる理由として
は、企業の人的資源の充実や企業の
社会的責任（CSR）、ブランド力の
向上であった。
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PART2 「がん罹患勤労者の就労支援」に関する予備等調査 3PART2

社会保険料社社会保険料保険険社会会
33％33％333

基金 13％13133％3％％

その他その他の他のそそ 5％％5％％％5
税金税金 49％444

料料

％％％％
税金金税金金金金税

【n=104】

社会保険料料保険社会
28％％％

共同体基金共同体基金金金基基同体体共同共
7％7

その他その他の他のそそ 5％％5％％％5
税金税金 29％222

大企業基金業基基金基金
1％

自社利益自社利益利利益益自社社
30％30％303

社
28

7％7％77 税金金税金金金金税
金金金金

企業内サービス内サ内サ内業
46％％％

企業外サービス企業外サ ビー業業
54％54％44

企業内業内企業業業業企
46％％46％％％44

ビスビススス

【n=137】

いいえい
66％6

無回答無回答答答無無 4％4％44

はいいいはいい
30％％0％3300
ははは
333

○ 「公共サービス」充実のための財源はど
こから徴収することが妥当ですか？

○ 「企業福祉」の充実のための財源はどこ
から徴収することが妥当ですか？

○ 柔軟な労働環境を整えるためには企業
内福祉と企業外サービスのどちらが適
していると考えますか？

Q17 産業保健センターをご存知ですか？

福祉の財源としては税金や社会保険料、企業福祉としては自社利益が多かった。

柔軟な労働環境の提供のためには、企業内福祉
と企業外サービスがおおよそ半数ずつであっ
た。中小企業の方が企業外サービスが適してい
るとの回答が多かった。

産業保健センターを認知している
と回答した企業は30％であった。
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4

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
調
査

調
査
名　

が
ん
患
者
さ
ん
の
「
働
く
こ
と
」
に
関
す
る
相
談
支
援
実
態
調
査

調
査
時
期

２
０
０
９
年
10
月
19
日
（
木
）
〜
11
月
30
日
（
月
）

対
　
　

象
 

全
国
の
全
て
の
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

３
７
５
ヵ
所
（
実
際
に
相
談
に
当
た
っ
て
い
る
専
門
職
の
方
に

記
入
い
た
だ
い
た
）

調
査
方
法

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
宛
に
調
査
票
を
郵
送
し
、
複
数
の

ス
タ
ッ
フ
か
ら
回
答
を
得
ら
れ
る
よ
う
依
頼
。

回
収
状
況

回
答
者
ベ
ー
ス

有
効
回
収
数

３
１
５
名

施
設
ベ
ー
ス

 

病
院
名
が
判
明
し
て
い
る
の
は

１
９
３
ヵ
所
（
51.4
％
）、

病
院
名
無
記
名

20
ヵ
所

調
査
主
体

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
ン
サ
ー
リ
ボ
ン
ズ
就
労
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

調
査
協
力

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構

0

20

40

60％

社
会
福
祉
士

精
神
保
健
福
祉
士

看
護
師

事
務
系
ス
タ
ッ
フ

そ
の
他

0 20 40 60 80 100％

社会福祉士

精神保健福祉士

看護師

その他

【n=315】

【n=315】

〔分析軸として複数資格を整理した場合〕
50.2％

4.4％

43.2％

19.7％

1.9％

34.34.3 0％0％0％ 191919.7％7％7％ 4141.6％6％

4.8％

1．回答者の資格（Ｑ1：MA） 

＊ 

今
回
、
当
機
構
と
連
携
し
て
調
査
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
ン
サ
ー

リ
ボ
ン
ズ
よ
り
、
貴
重
な
調
査
結
果
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※「精神保健福祉士」「社会福祉士」「看護師」の順に優先して整理。

・ 回答者の半数は「社会福祉士」や「看護師」の
資格がある。「精神保健福祉士」も2割近い。
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特別資料「がん診療連携拠点病院相談支援センター調査」

0

100％

80

60

40

20

社
会
保
障
や
経
済
面

で
の
相
談

治
療
方
法
や
薬
な
ど

医
療
に
関
す
る
相
談

退
院
後
の
生
活
の
仕
方
や

食
事
に
関
す
る
相
談

メ
ン
タ
ル
面
で
の
相
談

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
の

仕
方
に
関
す
る
相
談

病
院
以
外
で
得
ら
れ
る

支
援
に
関
す
る
相
談

家
族
に
対
す
る
ケ
ア
に

関
す
る
相
談

「
働
く
こ
と
」
に

関
す
る
相
談

そ
の
他

【n=315】
86.3％

72.7％
65.1％

47.3％
34.6％

17.1％

74.3％
79.7％

68.9％

2．相談支援センターで受けている相談の全体像（Ｑ4 （1）：MA）

3．「働くこと」に関する相談や話が出る頻度

・ センターに寄せられる相談全体の
中で、「『働くこと』に関する相談」
は34.5％。

・ 相談を受けている患者数は、月平
均　63.5人。

①「働くこと」に関する相談を受けるか？（Ｑ5） ②「働くこと」以外の相談の中で話が出るか？（Ｑ6）
0 20 40 60 80 100％

よく受ける

ときどき受けれる

ほとんど受けない

【n=315】

4.1％

4545.45.7％7％7％ 5050.50.2％2％2％

0 20 40 60 80 100％

よくある

ときどきある

ほとんどない

無回答

【n=315】

3.2％

474747.9％9％9％ 4848.6％6％

0.3％

・ 回答者の半数が「働くこと」について相談を受けたり、他の相談の中で「働くこと」に関する話が出たと答えている。
・ 「働くこと」に関する相談を受けている場合（N=157）、相談を受けている患者数は 月平均　5.9人。
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4

4．「働くこと」について相談や話が出た時に支援をしたがん患者さんのプロフィール 

①年代（Ｑ9（2））*

0

100％

80

60

40

20

10
代

0 0

20
代

1.3.3
4.4

30
代

6.3

33.0

40
代

24.84.8

50
代

39.4

9.8

60
代

5.75.7

32.1

70
代
以
上

0.60.63.2

無
回
答

21.921.9

最も多い年代（SA : N=315）
TOP3（MA : N=315）

・ 「働くこと」について支援をした相手は、30代から40代、50代にかけての働き盛りの年代が中心で（①）、男
性に対する支援の方が女性を上回る（②）。

・ 職業面から見たがん患者さんの平均像（③④）はほとんどが有職者で、その大半が「民間企業」（52.8％）を中
心とする勤め人。勤め人の場合は7割が「正規社員」。

②性別（Ｑ9（2））**

【n=315】

女性性
40.1％.1％

男性性男性性性男男
59.9％9999

％％
59.9％％59 9％％％％99

％％

③就業状況（Ｑ9（3））**

【n=149】
非正規社員社社員社
27.3％％

正規社員社員規社社正規規規正正
72.7％72

0 20 40 60％

【n=170】

10.4％公務員・団体職員

民間企業

17.3％自営業

3.4％農業・水産業

11.4％無職

3.6％その他

員員員員 72.7％％72 7％％％％22

1

525252525252.52.8％8％8％8％8％8％8％

④ 「民間企業」「公務員・団体職員」と
答えた人の就業形態（SQ9-1①）**

＊＊回答者の印象としての構成比を回答。

＊ 支援をしたがん患者さんの年代について、多い順に 3位まで回答。
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特別資料「がん診療連携拠点病院相談支援センター調査」

5．「働くこと」に関する相談や話の内容（Ｑ7：MA）

6．「働くこと」に関する相談や支援をするための知識・情報（Ｑ11）

・回答者全体では、「生活費・治療費、保険など経済面」がトップ。次いで、「仕事と治療の両立の仕方」や「仕事
復帰の時期」が比較的多い。

・資格別では、社会福祉士や精神保健福祉士の場合は、「生活費・治療費、保険など経済面」にやや集中。看護師
の場合は特定の内容に集中することなく、広く様々な相談にのっている様子が表われている。 

・ 知識や情報を“持っている”（十
分に持っている＋まあ持って
いる）と答えた割合からみる
と、全体的に、十分ではないに
しろまずまず自信を持って相
談に当たっている様子が表れ
ている。

・ 知識や情報を“持っている”割
合は、特に 「他職種との連携方
法」（計84.1％）や「コミュニ
ケーション技法」（計80.0％）
で高い。

・ こうした知識量・情報量はそ
れぞれの資格を反映する傾向
にある。

・ 社会福祉士・精神保健福祉士で
は「がんの病態と治療方法の基
礎知識」「カウンセリング技法」
について、看護師では「医療制
度」「福祉制度」「保険制度」に
ついて“不足”（やや不足＋全
く不足）と答えた割合が高い。
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7．「働くこと」に関する支援をする上での苦労・困りごと（Ｑ12：MA）

8．がん患者さんの職場からの相談（Ｑ13）

・ 回答者全体では、多くの項目が同程度に挙がっており、問題の広範さがうかがえる。
・ 資格別では、看護師が多くの問題で他の資格者を上回る場合が多い。特に「法制度や社会保障などについて
勉強できる機会がない」「働くことの相談の専門家がいない」「がん患者さんが『働くこと』の大切さが社会的
に認識されていない」について顕著である。

・ がん患者さんの仕事の継続・復帰に際し、職場サイド
から相談されることがあるかどうかを尋ねたところ、
「よくある」との回答はなく、「ときどきある」の14.9％
にとどまった。
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